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このマニュアルは、NECラベルプリンターの制御コマンド「NLPL」について記述しています。

NLPLを搭載したNECラベルプリンターの機能を最大限に活用するためには、本書に従ってソフト
ウェアを作成することをお勧めします。

NLPL対応のプリンター以外のプリンターと共用するソフトウェアを作成する場合は、それぞれのプ
リンターに添付されているユーザーズマニュアルなどの説明書に従ってください。

なお、本書の対象となるプリンターの動作および取り扱い方法については、プリンターに添付のユー
ザーズマニュアルをご覧ください。
はじめに ● i
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NLPLについて

「NLPL」とはNECラベルプリンター言語（NEC Label Printer Language）のことで、NECラベル
プリンターのさまざまな動作を制御する命令（コマンド）の集まりです。
NLPLは、主にNECのラベルプリンター製品に対してさまざまな印刷スタイルの要求に対応できるば
かりでなく、解像度の異なるNECラベルプリンター間でのソフトウェア互換性が実現されます。
NLPLにより、精細で高速な印刷性能を提供します。

最新版の入手について

NLPLの機能拡張などにより本書は改版されることがあります。本書の最新版は次のインターネット
ホームページからダウンロードすることができます。

NEC コーポレートサイト：　http://jpn.nec.com/
NLPL について ● ii
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本書の読み方

制御コマンド（13 ページ）の読み方は次のとおりです。

COMMAND - 7 ［ESC］J1　〈登録メモリークリア〉● 24
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COMMAND -  -  -  -  -7

［ESC］J1
登録メモリークリア

プリンター内部の制御コマンド登録および外字登録メモリーを初期化します。

書　式

 

[ESC]J1;p

 

a

 

[LF][NUL]

p

 

a

初期化する範囲を指定します。
A：制御コマンド登録メモリー領域＋外字登
録メモリー領域

B：制御コマンド登録メモリー領域
C：外字登録メモリー領域

説　明

蘆 制御コマンド登録メモリー領域または外字登録
メモリー領域を新規に使用する場合、使用する
領域の初期化を行った後、制御コマンドまたは
外字を登録してください。

蘆 登録済みの制御コマンドまたは外字を再登録す
る場合、登録メモリークリアコマンドを送信し
ないと再登録のたびにそれぞれのメモリー領域
を消費します。

蘆 登録メモリークリアコマンドを送信後、自動的
に描画メモリーのクリアを行います。

参　照

蘆 外字登録 ...................................................................................................［ESC］XD（148 ページ）

蘆 制御コマンド登録開始..............................................................................［ESC］XO（157 ページ）

蘆 制御コマンド登録終了...............................................................................［ESC］XP（159 ページ）

例　題

パラメーターに指定文字以外を設定した場合は、コ
マンドエラーとなります。 

[ESC]J1;A,0[LF][NUL]

アスキー：
バイナリー：

2
32

［NUL］
00

［LF］
0A

0
30

3
33

C
43

0
30

T
54

［ESC］
1B

■ コマンド番号
「制御コマンド」内のコマンド番号
（連番）です。

■ コマンド名

■ コマンドの機能名

■ 機能説明

■ 書式
コマンドを赤色、パラメーターを青色で示し
ています。書式の詳細は次ページを参照して
ください。

■ パラメーターの説明
「書式」に示すパラメーターの説明です。
参照してください。入力範囲の記述で、0
～999のように書かれている所は1桁か
ら3桁まで可変長の入力ができ（001、
009という入力も可）、000～999のよう
に書かれている所は、3桁固定で入力する
ことを示します。

■ 説明・補足
「説明」はコマンドに関する詳細な説明を
記載します。
「補足」はコマンドの補足的な説明を記載
しています。

■ 参照
記載のコマンドと関連するコマンドとそ
の説明の参照先です。

■ 例題
記載のコマンドの記述例です。例題によっては出力例も掲載してい
ます。
本書では、アスキーコードで表記します。バイナリーコードでも使
用することができます。
（例：［ESC］T20C30［LF］［NUL］の場合）
本書の読み方 ● iii
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コマンドの書式は次のように表記しています。

• “［ESC］”に続く赤文字がコマンドです。

• “［ESC］”“［LF］”“［NUL］”は固定です。

• 青文字はパラメーター（変数）を示します。

－“P”に続くアルファベットがパラメーターの1単位となります。2桁以上で構成されるパラメー
ターは、アルファベットに続いて1, 2, 3…と連番が振られています。

－連番が“n”と表記されている場合は最大値の定義を末尾に記載しています。
例：“n=Max.111”

• カッコ“(”、“)”でくくられたパラメータは、記述を省略することができます。
ただし、カッコ内に複数のパラメーターがある場合、1つだけを省略することはできません。省略
する場合は、カッコ内のすべてを省略してください。

• “…”はパラメーターの繰り返しを示します。

• パラメーターは半角で指定してください。

• “［ ］”、“（ ）”は記述用のため、実際に送信することはできません。

• コマンドの長さの都合上、表記が改行されている場合がありますが、実際には改行は入りません。

• その他の記号は必ず指定の位置に記述してください。

[ESC]XBpa1pa2;pb1pb2pb3pb4,pc1pc2pc3pc4pc5,pd(,pe)(,Jpf1pf2pg1pg2)(=ph1ph2

ph3…phn)[LF][NUL] n=Max.111

表記例：
本書の読み方 ● iv
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この章では次の内容について説明します。

• コマンド構成........................................................................................................................ 2 ページ

• 処理の流れ............................................................................................................................ 3 ページ

• 用紙と印刷............................................................................................................................ 8 ページ

• プリンターの動作..............................................................................................................  11 ページ

• 注意事項とコマンドエラーについて.................................................................................  12 ページ
印刷のしくみ ● 1
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コマンド構成

NLPLのコマンドは下図に示す構成をしています。

• ［ESC］から［LF］［NUL］までは各コマンドで指定された長さにしてください。

• コマンド形態は上記制御コードを含め以下の2つの方式です。

－ ESC（1BH）、LF（0AH）、NUL（00H）

－｛（7BH）、｜（7CH）、｝（7DH）

自動切り替え

インターフェースコマンドの制御コードとして［ESC］、［LF］、［NUL］と｛、｜、｝を自動的に切り
替えます。電源投入後、上位からのデータの［ESC］と｛ をチェックし、最初に送られた方を制御
コードとします。

たとえば、電源投入後先に［ESC］が来たならば［ESC］～［LF］［NUL］が制御コードなり、｛ が
先に来たならば｛ ～ ｜ ｝が制御コードとなります。
また、制御コードの切り替えは1つのコマンドごとに行われます。最初のコマンドが［ESC］～［LF］
［NUL］で終わり、次に［ESC］が先に来たら制御コードは［ESC］～［LF］［NUL］となり、｛ の方
が先に来たら、次のコマンドの制御コードは｛ ～ ｜ ｝となります。

｛ ～ ｜ ｝が制御コードの時、｛ ～ ｜ ｝間の00H～1FHのデータは無視されます。ただしグラフィッ
ク描画コマンド、外字登録コマンドでヘキサモード時は00H～1FHのデータも有効となります。｛ ～
｜ ｝が制御コードの時データコマンドのデータ中に“｜”は使用できません。

Ｅ
Ｓ
Ｃ

Ｌ
Ｆ

Ｎ
Ｕ
Ｌ

コマンド＆データ

電源ON

受信データがESCか

Yes

No

No

受信データを読み込む

制御コードを
ESC、LF、NULにする

制御コードを
｛、｜、｝にする

読み込んだ
データを捨てる

受信データが｛か

Yes

コマンド処理
コマンド構成 ● 2
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処理の流れ

コマンドの処理の流れをチャート形式にして説明します。

グラフィック印刷

【補足】
(1) 新規の用紙をセットする場合、書式設定コマンドを必ず送信してください。一度、書式設定コマンドを送

信すると、設定保存メモリーに記憶されるため、プリンターの電源ON後、同一の用紙を使用する場合は、
書式設定コマンドは省略することができます。

(2) 電源OFF／ON時、グラフィック描画コマンドは描画メモリーに記録されていないため、必要に応じ送信
してください。

電源ON

ラベル変更

印刷終了

書式設定コマンド ESC D：用紙の書式を設定する

Yes

No

印刷位置調整コマンド ESC AX：用紙送り量／カット位置／用紙戻し量を微調整する

印刷濃度調整コマンド ESC AY：印刷濃度を微調整する

描画メモリークリアコマンド ESC C：描画メモリーをクリアする

グラフィック描画コマンド ESC SG：グラフィックデータを描画する

印刷コマンド ESC XS：ラベルの印刷を行う

データ変更
Yes

No
処理の流れ ● 3
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内蔵フォント印刷

【補足】
(1) 新規の用紙をセットする場合、書式設定コマンドを必ず送信してください。一度、書式設定コマンドを送

信すると、設定保存メモリーに記憶されるため、プリンターの電源ON後、同一の用紙を使用する場合は、
書式設定コマンドは省略することができます。

(2) 電源OFF／ON後、ビットマップフォント、アウトラインフォント、バーコードの書式設定コマンドは設
定保存メモリーに記録されていないため、必要に応じ送信してください。

電源ON

ラベル変更

印刷終了

書式設定コマンド ESC D：用紙の書式を設定する

Yes

No

印刷位置調整コマンド ESC AX：用紙送り量／カット位置／用紙戻し量を
　　　　   微調整する

印刷濃度調整コマンド ESC AY：印刷濃度を微調整する

ライン描画コマンド ESC LC：ラインを描画する

ビットマップフォント書式設定コマンド ESC PC：ビットマップフォントの書式を設定する

アウトラインフォント書式設定コマンド ESC RC：アウトラインフォントの書式を設定する

バーコード／2次元コード書式設定コマンド ESC XB：バーコード／2次元コードの書式を設定する

描画メモリークリアコマンド ESC C：描画メモリーをクリアする

ビットマップフォントデータコマンド ESC RC：ビットマップフォントデータを描画する

アウトラインフォントデータコマンド ESC RV：アウトラインフォントデータを描画する

バーコード／2次元コードデータコマンド ESC RB：バーコード／2次元コードデータを描画する

印刷コマンド ESC XS：ラベルの印刷を行う

データ変更
Yes

No

書式変更
Yes

No
処理の流れ ● 4
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外字登録

外字として自由に定義（デザイン）した文字を登録し、登録した文字を印刷することができます。印
刷はビットマップフォント書式設定コマンドおよびビットマップフォントデータコマンドを使用しま
す。

【補足】
(1) 外字を使用しない場合、登録は不要です。
(2) 登録済みの外字を再登録（同一番号の登録）する場合、登録メモリークリアコマンドを送信しないと、再

登録の度に外字登録メモリーが消費されます。
(3) 外字を登録後、自動的に描画メモリーのクリアを行います。
(4) 登録した外字は外字登録メモリーに記憶されます（電源をOFFにしても保持されます）。

電源ON

新規登録

全文字登録完了

登録メモリークリアコマンド ESC J1：制御コマンド／外字登録メモリーを
　　　　 クリアする

Yes

No

No

（追加／変更登録）

Yes

外字登録コマンド ESC XD：外字を外字登録メモリーへ登録する

・制御コマンドの登録
・ラベル印刷
処理の流れ ● 5
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制御コマンドの登録と読み出し

同じ設定コマンドや書式設定コマンドを繰り返し使用する場合、プリンターにコマンドを記憶させる
ことで送信データ量を減らすことができます。

制御コマンドの登録

【補足】
(1) 常にコマンド出力する場合、制御コマンドの登録は不要です。
(2) 登録済みの制御コマンドを再登録（同一番号の登録）する場合、登録メモリークリアコマンドを送信しな

いと、再登録のたびに制御コマンド登録メモリーが消費されます。
(3) 制御コマンドを登録後、自動的に描画メモリーのクリアを行います。
(4) 必要に応じ登録するコマンドを選択します。
(5) 登録した制御コマンドは制御コマンド登録メモリーに記憶されます（電源をOFFにしても保持されます）。

電源ON

新規登録

制御コマンド登録完了

登録メモリークリアコマンド ESC J1：制御コマンド／外字登録メモリーを
　　　　 クリアする

Yes

No

No

（追加／変更登録）

Yes

制御コマンド登録開始コマンド ESC XO：制御コマンドの登録開始を宣言する

書式設定コマンド ESC D：用紙の書式を設定する

印刷位置調整コマンド ESC AX：用紙送り量／カット位置/用紙戻し量を
　　　　   微調整する

印刷濃度調整コマンド ESC AY：印刷濃度を微調整する

描画メモリークリアコマンド ESC C：描画メモリーをクリアする

ビットマップフォント書式設定コマンド ESC PC：ビットマップフォントの書式を設定する

アウトラインフォント書式設定コマンド ESC PV：アウトラインフォントの書式を設定する

バーコード／2次元コード書式設定コマンド ESC XB：バーコード／2次元コードの書式を設定する

制御コマンド登録終了コマンド ESC XP：制御コマンドの登録終了を宣言する

・外字の登録
・印刷業務
処理の流れ ● 6
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制御コマンドの読み出し

【補足】
(1) 新規の用紙をセットする場合、書式設定コマンドを必ず送信し、設定しなければいけませんが、書式設定

コマンドが登録されている場合は制御コマンド読み出しコマンドで設定されます。
(2) 制御コマンド読み出しコマンドを、［電源投入時の自動読み出し：あり］に設定しておけば、電源ON後に

自動で呼び出されるため、制御コマンド読み出しコマンドを省略できます。

電源ON

ラベル変更

印刷終了

制御コマンド読み出しコマンド ESC XQ：登録した制御コマンドを読み出す

Yes

No

描画メモリークリアコマンド ESC C：描画メモリーをクリアする

ビットマップフォントデータコマンド ESC RC：ビットマップフォントのデータを描画する

アウトラインフォントデータコマンド ESC RV：アウトラインフォントのデータを描画する

バーコード／2次元コードデータコマンド ESC RB：バーコード／2次元コードのデータを描画する

印刷コマンド ESC XS：ラベルの印刷を行う

データ変更
Yes

No
処理の流れ ● 7
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用紙と印刷

用紙サイズと印刷範囲（印刷長・印刷幅）

印刷範囲は印刷長と印刷幅を指定します。印刷長と印刷幅は用紙サイズに収まる値を設定します。
用紙サイズを超えた場合は、正常に印刷できません。

印刷範囲と座標、原点

原点

原点は、描画を行うための基準点です。原点の位置は印刷方向により変化します。

用紙

用紙送り方向

台紙

印刷幅

印刷長

ラベルピッチ

用紙

用紙送り方向

台紙

原点
（0, 0）

X

Y

0

印刷長

印刷幅

基点

Sample

印刷方向：通常印刷時 印刷方向：180°回転印刷時

用紙

用紙送り方向

台紙

原点
（0, 0）

X

Y

0

印刷長

印刷幅

基点

Sample
用紙と印刷 ● 8
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基点

基点は、文字を配置するときの基準点です。また、文字回転修飾時は中心点です。

指定座標

指定座標は、文字寄せ指定の基点です。指定座標は、指定位置により異なります。

キャラクター幅

文字間隔

キャラクター
高さ

基点

次の文字の
基点レフト

オフセット

A A
文字間隔×横倍率

基点

次の文字の基点

文字間隔スペース微調整ドット数×横倍率

A

基点

0度 90度 180度 270度

Sample S
am
pl
e

SampleS
am
ple
回転時

Aキャラクター幅

文字間隔

拡大

キャラクター
高さ

基点

次の文字の
基点レフト

オフセット

A
キャラクター幅×横倍率

文字間隔×横倍率

キャラクター
高さ
×
縦倍率

基点

次の文字の
基点

拡大時

指定座標

行数改行量左寄せ 右寄せ中央寄せ
自動改行自動改
行自動改行自動
改行
用紙と印刷 ● 9
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描画の始点と終点

描画の始点と終点は、印刷範囲のどの位置に文字やバーコードを描画するかを指定するための始点と
終点です。描画の始点・終点の位置は印刷方向により変化します。

用紙

用紙送り方向

台紙

原点
（0, 0）

印刷長

印刷幅

始点 終点

X
Y
0

印刷方向：通常印刷時 印刷方向：180°回転印刷時

用紙

用紙送り方向

台紙

原点
（0, 0）

印刷長

印刷幅

X
Y

0

始点終点
用紙と印刷 ● 10
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プリンターの動作

プリンターには、複数のメモリーがあります。個々のメモリーについて説明します。

(1) 受信バッファー
受信バッファーは、パソコンから送信されたデータを一時保存する記憶領域です。保存したデータは、印
刷のための描画作業が完了すると、クリアされます。
また、電源OFFすることで、保存しているすべてのデータがクリアされます。

(2) 描画メモリー
描画メモリーは、編集・描画された画像データを保存する記憶領域です。ページ単位で保存しています。保
存したデータは描画メモリークリアコマンドを受信するまで保存します。
また、電源OFFすることで、すべてのデータがクリアされます。

(3) 外字登録メモリー
外字登録メモリーは、外字データを保存する不揮発性記憶領域です。保存したデータは、登録メモリーク
リアコマンドを受信するまで保存されます。
また、電源OFFしても、すべてのデータを保持します。

(4) 制御コマンド登録メモリー
制御コマンド登録メモリーは、制御コマンド登録指定で送信された制御コマンドを保存する不揮発性記憶
領域です。保存した制御コマンドは、登録メモリークリアコマンドを受信するまで保存されます。
また、電源OFFしても、すべてのデータを保持します。

(5) 設定保存メモリー
設定保存メモリーは、印刷濃度調整や書式設定、用紙送り量などの設定値を保存する記憶領域です。保存
したデータは、次に設定を変更するまで保存されます。

(6) 文字データメモリー
文字データメモリーは、文字（半角、全角）データが保存されている記憶領域です。

(1)　受信バッファーメモリー

上位装置

プリンター

印刷機構

印刷

(3)　外字登録メモリー

(4)　制御コマンド登録メモリー

(5)　設定保存メモリー

(6)　文字データメモリー

(2)　描画メモリー

RAM

不揮発性メモリー
プリンターの動作 ● 11
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注意事項とコマンドエラーについて

注意事項

• 本書に記載されているコマンドおよびパラメーターを必ず使用してください。
記載以外のコマンドまたはパラメーターを使用した場合、動作の保証はできません。

• コマンドはプリンターがオンラインの状態で使用してください。オフライン中にコマンドを送信し
ても動作しません。
ただし、ソフトウェアリセットコマンドのみ動作します。

コマンドの受け捨てとコマンドエラー

本プリンターは不正なコマンドを受信した場合、コマンドを受け捨てにする場合とコマンドエラーに
する場合があります。コマンドは、有効コマンドを認識し、デリミタ（［LF］［NUL］）を認識した時
点でコマンド解析を行います。

コマンドを受け捨てする場合
(1)［ESC］を認識したが［ESC］に続くパラメーターがA～Z以外の場合

コマンドはすべて［ESC］の次はA～Zのいずれかで始まるため、それ以外の場合は該当するコマンドがな
いものと判断します。

（受け捨てするコマンド例）
［ESC］＃＄％＆！，［ESC］123abc

コマンドエラーにする場合
(1) 有効コマンドを受信したがパラメーターが異常の場合

有効コマンド：［ESC］D，　［ESC］AX　等コマンドとして用意されているコマンド

（コマンドエラーにするコマンド例）
［ESC］D 100000，1000，9000［LF］［NUL］
→［ESC］Dの次のパラメーターは4桁または5桁固定だが、6桁指定になっています。

［ESC］D 9876，1000，9000aaaa［LF］［NUL］
→パラメーターに不正なデータが入っています。

(2) 各コマンドのコマンド仕様で指定されているコマンドエラーの条件を満たした場合
［ESC］Dコマンドは、パラメーターの値が規定値範囲外の場合はそれぞれ限界値を設定しますが、［ESC］
XSのように、パラメーターが規定値範囲外の場合はコマンドエラーにするものもあります。
詳しくは、制御コマンド（13 ページ）で説明する各コマンドの項目を参照してください。
注意事項とコマンドエラーについて ● 12
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コマンドの一覧表を以下に記します。

分類 コマンド 機能概要

設定 ［ESC］D 書式設定

調整 ［ESC］AX 印刷位置調整

［ESC］AY 印刷濃度調整

クリア ［ESC］C 描画メモリークリア

［ESC］XR 指定描画メモリークリア

書式 ［ESC］LC ライン描画

［ESC］PC ビットマップフォント書式設定

［ESC］PV アウトラインフォント書式設定

［ESC］XB バーコード／ 2次元コード書式設定

データ ［ESC］RC ビットマップフォントデータ

［ESC］RV アウトラインフォントデータ

［ESC］RB バーコード／ 2次元コードデータ

［ESC］SG グラフィック描画

印刷 ［ESC］XS 印刷

用紙搬送 ［ESC］T 改ページ

［ESC］IB 用紙排出

［ESC］U1 用紙送り

［ESC］U2 用紙戻し

外字登録 ［ESC］XF 外字登録エリアサイズ指定

［ESC］J1 登録メモリークリア

［ESC］XD 外字登録

制御コマンド登録・読み
出し

［ESC］XO 制御コマンド登録開始

［ESC］XP 制御コマンド登録終了

［ESC］XQ 制御コマンド読み出し

チェック ［ESC］HD ヘッド断線チェック

一時停止 ［ESC］XJ 一時停止

リセット ［ESC］WR ソフトウェアリセット

ステータス ［ESC］WS プリンター情報取得

［ESC］WB 受信バッファー情報取得
制御コマンド ● 13
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COMMAND -   -  -  -  1

［ESC］AX
印刷位置調整

• 印刷開始位置に対して、用紙を後方または前方で停止するように、印刷開始位置を微調整し
ます。

• カット位置に対して、用紙を後方または前方でカットするように、カット位置、またはハク
リ位置を微調整します。

• カット後、またはハクリ後に用紙を印刷開始位置まで戻す量（用紙戻し量）を微調整します。

書　式

[ESC]AX;papb1pb2pb3,pcpd1pd2pd3,pepf1pf2[LF][NUL]

pa

印刷開始位置を前方／後方のどちらに微調整す
るのかを指定します。

+：前方
-：後方

pb1pb2pb3

印刷開始位置（pa）の微調整値です。
3桁固定で 0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

000（0.0mm） ～ 500（50.0mm）
pc

カット位置（またはハクリ位置）を前方／後方の
どちらに微調整するのかを指定します。

+：前方
-：後方

pd1pd2pd3

カット位置（またはハクリ位置）（pc）の微調整
値です。
3桁固定で 0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

000（0.0mm） ～ 500（50.0mm）
pe

用紙戻し後の印刷開始位置を前方／後方のどち
らに微調整するのかを指定します。

+：後方
-：前方

pf1pf2

用紙戻し量（pe）の微調整値です。
2桁固定で 0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

00（0.0mm） ～ 99（9.9mm）

• パラメーターに指定文字以外を設定した場合は、コマンドエラーとなります。

• パラメーターが規定桁数でない場合は、コマンドエラーとなります。

• パラメーターを省略すると、コマンドエラーとなります。
COMMAND - 1 ［ESC］AX　〈印刷位置調整〉 ● 14
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説　明

• 用紙送りの調整は、“＋”は前方、“－”は後方の考えのため、“＋”は用紙の送り量が少なく、“－”
は用紙の送り量が多くなります。
逆に用紙戻し量は“＋”は用紙の送り量が多く、“－”は用紙の送り量が少なくなります。

【印刷開始位置微調整】 （後方または前方で止まるように微調整する）

3.0mm
前方

3.0mm
後方

0.0mm

ー3.0mm

＋3.0mm

A
B
C

A
B
C

A
B
C

印刷開始位置

印刷開始位置

印刷開始位置

ラベル1枚

用紙送り方向

微調整対象の用紙
COMMAND - 1 ［ESC］AX　〈印刷位置調整〉 ● 15
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【カット位置微調整】 （後方または前方でカットするように微調整する）

【ハクリ位置微調整】

3.0mm
前方

3.0mm
後方

0.0mm

ー3.0mm

＋3.0mm

カット位置
微調整対象の用紙

カット位置

カット位置

用紙送り方向

A
B
C

A
B
C

A
B
C

前方
ハクリ台

プラテン

台紙

＋3.0mm

ー3.0mm

0.0mm

微調整対象の用紙

後方

用紙送り方向
COMMAND - 1 ［ESC］AX　〈印刷位置調整〉 ● 16
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【用紙戻し量微調整】 （後方または前方で止まるように微調整する）

補　足

• プリンターのボリュームおよびリモートパネル
ユーティリティーで印刷開始位置微調整・カッ
ト位置微調整（またはハクリ位置微調整）・用紙
戻し量微調整が設定されている場合、微調整値
は、設定済みの微調整値と印刷位置調整コマン
ドの総和となります。
ただし各微調整値の総和の最大値はプリンター
機種ごとに異なります。

• 印刷位置調整コマンドで設定した値は、1枚用紙
を送り、印刷開始位置を合わせたときに有効に
なり、次のページより微調整値が有効となりま
す。

• 印刷位置調整コマンドは、設定保存メモリーに
記録されます（電源をOFF にしても保持されま
す）。

• 微調整値が適切な値に設定されていない場合、
正しい位置に印刷されません。

• 以下の場合に用紙がプラテンから外れることが
あります。
□ カット／ハクリ位置微調整を－（マイナス）

に設定した場合
－ 設定値によっては印刷開始位置からカット
（またはハクリ）位置までの距離を超える
量の用紙送りをする場合があり、用紙カッ
ト（ハクリ）後の用紙戻しでプリンター内
部で用紙が外れることがあります。

－ マイナス方向は、停止位置からカット端面
までの距離を超えると、用紙が残り少ない
時に用紙無しになる場合があります。

□ 用紙戻し後の印刷開始位置微調整を＋（プラ
ス）に設定した場合
－ 用紙の戻し量が用紙を送った量よりも多く

戻るため、プリンター内部で用紙が外れる
ことがあります。

＋3.0mm

ー3.0mm

0.0mm

印刷開始位置（用紙戻し後のホームポジション）

微調整対象の用紙

3mm
後方

3mm
前方

用紙送り方向
COMMAND - 1 ［ESC］AX　〈印刷位置調整〉 ● 17
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COMMAND -   -  -  -  2

［ESC］AY
印刷濃度調整

自動的に設定された印刷濃度に対して微調整を行います。

書　式

[ESC]AY;papb1pb2,pc[LF][NUL]

pa

印刷濃度を濃くするか薄くするのかを指定しま
す。

+：濃くする
-：薄くする

pb1pb2

印刷濃度（pa）の調整値です。
2桁固定で 1ステップ単位に指定できます。
【設定範囲】

00～ 10

pc

熱転写／感熱のどちらのモードの印刷濃度調整
を行うのかを指定します。

0：熱転写
1：感熱

説　明

• サーマルヘッドへの電圧印加時間を調節して印
刷濃度調整を行います。

• プリンター本体で印刷濃度調整が設定されてい
る場合は、各微調整値の総和となります。
ただし、最大微調整値は、熱転写／感熱ともに
+10、最小微調整値は、熱転写／感熱ともに -10
です。

• 熱転写モード・感熱モードの微調整値は、それ
ぞれ個別に設定することができます。

• 印刷濃度調整コマンドは、設定保存メモリーに
記録されます（電源をOFF にしても保持されま
す）。

例　題

• パラメーターに指定文字以外を設定した場合は、コマンドエラーとなります。

• パラメーターが規定桁数ではない場合は、コマンドエラーとなります。

• パラメーターを省略すると、コマンドエラーとなります。

熱転写モードの濃度を3ステップ薄くします。
[ESC]AY;-03,0[LF][NUL]

感熱モードの濃度を2ステップ濃くします。
[ESC]AY;+02,1[LF][NUL]
COMMAND - 2 ［ESC］AY　〈印刷濃度調整〉 ● 18
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［ESC］C
描画メモリークリア

文字、ライン、バーコード、およびグラフィックなどを描画する描画メモリーをクリアします。

書　式

[ESC]C[LF][NUL]

• 書式設定コマンドで用紙の書式を変更した後は、
描画メモリーをクリアしてください。

• 描画メモリークリアコマンドにより、インクリ
メント／デクリメント指定を解除します。

• 本コマンドで描画メモリーをクリアするまでの
間、描画メモリーにはデータが残ったままに
なっています（印刷済みイメージが保持されま
す）。
描画メモリーにデータが残ったまま描画した場
合、残っているデータの上に描画します。

例　題

[ESC]D0792,1050,0762[LF][NUL]
[ESC]T20C41[LF][NUL]
[ESC]C[LF][NUL]
[ESC]PC001;0200,0200,1,1,B,00,B[LF][NUL]
[ESC]RC001;ABC[LF][NUL]
[ESC]XS;I,0001,0010C4100[LF][NUL]
COMMAND - 3 ［ESC］C　〈描画メモリークリア〉 ● 19
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［ESC］D
書式設定

用紙の印刷範囲およびラベル（タグ）のピッチを設定します。

書　式

[ESC]Dpa1pa2pa3pa4pa5,pb1pb2pb3pb4,pc1pc2pc3pc4pc5[LF][NUL]

pa1pa2pa3pa4pa5

ラベルピッチまたはタグピッチを指定します。
4桁 または 5 桁で 0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

4桁の場合：
0050（5.0mm）～ 9990（999.0mm）
5桁の場合：
00050（5.0mm）～ 09990（999.0mm）

pb1pb2pb3pb4

印刷幅を指定します。
4桁固定で 0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

0030（3.0mm）～ 1057（105.7mm）

pc1pc2pc3pc4pc5

印刷長を指定します。
4桁 または 5 桁で 0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

4桁の場合：
0030（3.0mm）～ 9970（997.0mm）
5桁の場合：
00030（3.0mm）～ 09970（997.0mm）

補　足
 

• 用紙や書式の変更時は、最初に書式設定コマン
ドを送信してください。

• 書式設定コマンドは、設定保存メモリーに記録
されます（電源を 0FFにしても保持されます）。

• 書式設定コマンドのパラメーターに従い、描画
座標の原点・印刷停止位置（停止時のヘッド位
置）・カット位置が決定されます。
ハクリ印刷時の印刷停止位置は、印刷位置調整
コマンド（［ESC］AX（14 ページ）を参照して
ください。
また印刷範囲は、ラベル／タグの中心を基準に
左右同じ幅になります。

• 印刷長はラベル・タグピッチよりも短く設定し
てください。

• 描画座標の原点・印刷停止位置（停止時のヘッ
ド位置）・カット位置は印刷位置調整コマンド
（［ESC］AX（14 ページ））およびリモートパネ
ルユーティリティーによる微調整値設定により
調整することができます。

印刷長＞ラベルピッチ（タグピッチ）の場合はコマ
ンドエラーとなります。

• パラメーターに数値文字以外を設定した場合は、コマンドエラーとなります。

• パラメーターが規定桁数でない場合は、コマンドエラーとなります。

• パラメーターを省略するとコマンドエラーとなります。
COMMAND - 4 ［ESC］D　〈書式設定〉 ● 20
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例　題

（1） ラベルの場合

（2） タグの場合

[ESC]D0792,1050,0762[LF][NUL]

[ESC]D0790,0884,0760[LF][NUL]

用紙送り方向

中心位置

用紙

台紙

76.2mm
（印刷長）

79.2mm
（ラベル・
　タグ
　ピッチ）

105.0mm
（印刷幅）

52.5mm 52.5mm

中心位置

タグ紙

黒マーク
（用紙裏面）

76.0mm
（印刷長）

79.0mm
（タグ
ピッチ）

88.4mm
（印刷幅）

44.2mm 44.2mm

用紙送り方向
COMMAND - 4 ［ESC］D　〈書式設定〉 ● 21
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［ESC］HD
ヘッド断線チェック

サーマルヘッドの断線チェックを行います。 

書　式

[ESC]HD001(,pa)[LF][NUL]

pa

チェック結果ステータス応答を指定します。省略
可能です。省略すると、ステータス応答を行いま
せん。

A：ステータス応答あり

説　明

• サーマルヘッドの発熱体の全素子について断線
チェックを行います。

• 印刷コマンドの後にヘッド断線チェックコマン
ドを送信した場合、印刷終了後、ヘッド断線
チェックが実行されます。

• 断線チェック結果を取得する場合は、チェック
結果ステータス応答を“ステータス応答あり”
にしてください。

ステータスの内容については、「［ESC］WS（73 ペー
ジ）」を参照してください。

□ 正常終了の場合のステータス
［SOH］［STX］“0020000”［ETX］［EOT］
［CR］[LF]

□ 断線エラーの場合のステータス
［SOH］［STX］“1720000”［ETX］［EOT］
［CR］[LF]

例　題

• パラメーターに指定文字以外を設定した場合
は、コマンドエラーとなります。

• パラメーターが規定桁数でない場合は、コマン
ドエラーとなります。

ステータス応答条件

ヘッド断線チェック

ステータス
応答あり

ステータス
応答なし

印刷
コマンド

ステータス
自動応答あり ○ ○

ステータス
自動応答なし ○ ×

○　ステータス応答する
×　ステータス応答しない

[ESC]C[LF][NUL]
[ESC]PC001;0420,0350,2,2,E,00,B[LF][NUL]
[ESC]RC001;ABCD[LF][NUL]
[ESC]XS;I;0001,0010C4100[LF][NUL]
[ESC]HD001[LF][NUL]
COMMAND - 5 ［ESC］HD　〈ヘッド断線チェック〉 ● 22
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COMMAND -   -  -  -  6

［ESC］IB
用紙排出

ヘッド～カッター間に残された用紙を排出してカットし、用紙を元の位置に戻します。

書　式

[ESC]IB[LF][NUL]

補　足

• カッターモジュールが装着されていない場合は、
本コマンドを無視します。

• 本コマンドを実行後、印刷コマンドのカット間
隔を“1（枚）”に設定し、設定保存メモリー
に記録します（電源をOFF にしても保持されま
す）。

例　題

（1）オンライン待機中

カット位置 ヘッド位置

（2）1枚目（A）印刷終了

（3）2枚目（B）印刷終了A

A

A

B

C （4）3枚目（C）印刷終了B

A （5）用紙排出コマンドにより
　　 カット位置まで用紙送り

B C

A （6）カット終了B C

（7）印刷開始位置まで用紙戻し
COMMAND - 6 ［ESC］IB　〈用紙排出〉 ● 23
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COMMAND -   -  -  -  7

［ESC］J1
登録メモリークリア

プリンター内部の制御コマンド登録および外字登録メモリーを初期化します。

書　式

[ESC]J1;pa[LF][NUL]

pa

初期化する範囲を指定します。
A：制御コマンド登録メモリー領域＋外字登

録メモリー領域
B：制御コマンド登録メモリー領域
C：外字登録メモリー領域

説　明

• 制御コマンド登録メモリー領域または外字登録
メモリー領域を新規に使用する場合、使用する
領域の初期化を行った後、制御コマンドまたは
外字を登録してください。

• 登録済みの制御コマンドまたは外字を再登録す
る場合、登録メモリークリアコマンドを送信し
ないと再登録のたびにそれぞれのメモリー領域
を消費します。

• 登録メモリークリアコマンドを送信後、自動的
に描画メモリーのクリアを行います。

参　照

• 外字登録 ...................................................................................................［ESC］XD（150 ページ）

• 制御コマンド登録開始...............................................................................［ESC］XO（159 ページ）

• 制御コマンド登録終了...............................................................................［ESC］XP（161 ページ）

例　題

パラメーターに指定文字以外を設定した場合は、コ
マンドエラーとなります。

[ESC]J1;A,0[LF][NUL]
COMMAND - 7 ［ESC］J1　〈登録メモリークリア〉 ● 24
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［ESC］LC
ライン描画

線（ライン）の書式を指定して描画します。

書　式

[ESC]LC;pa1pa2pa3pa4,pb1pb2pb3pb4pb5,pc1pc2pc3pc4,pd1pd2pd3pd4pd5,pe,pf1pf2
(,pg1pg2pg3)[LF][NUL]

pa1pa2pa3pa4

ラインの始点 X座標を指定します。
4桁固定で 0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

0000（0.0mm） ～ 9999（999.9mm）
pb1pb2pb3pb4pb5

ラインの始点 Y座標を指定します。
4桁または 5桁で 0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

4桁の場合：
0000（0.0mm）～ 9999（999.9mm）
5桁の場合：
00000（0.0mm）～ 99999（9999.9mm）

pc1pc2pc3pc4

ラインの終点 X座標を指定します。
4桁固定で 0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

0000（0.0mm） ～ 9999（999.9mm）
pd1pd2pd3pd4pd5

ラインの終点 Y座標を指定します。
4桁または 5桁で 0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

4桁の場合：
0000（0.0mm）～ 9999（999.9mm）
5桁の場合：
00000（0.0mm）～ 99999（9999.9mm）

pe

ラインの種別を指定します。
0：ライン（横ライン、縦ライン、斜線）
1：四角形
2：間引きライン（横ライン、縦ライン）
3：間引き四角形

pf1pf2

ラインの幅を指定します。
1桁または 2桁で 0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

1桁の場合：
1（0.1mm）～ 9（0.9mm）
2桁の場合：
01（0.1mm）～ 99（9.9mm）

pg1pg2pg3

四角形の角丸めの半径を指定します。省略可能で
す。省略時、四角形の丸め処理は行いません。
3桁固定で 0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

000（0.0mm）～ 999（99.9mm）

• パラメーターに指定文字以外を設定した場合は、コマンドエラーとなります。

• パラメーターが規定桁数でない場合は、コマンドエラーとなります。

• 省略可能以外のパラメーターを省略するとコマンドエラーとなります。
COMMAND - 8 ［ESC］LC　〈ライン描画〉 ● 25
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説　明

• 印刷方向：通常印刷の場合

• 印刷方向：180°回転印刷の場合

• ライン
□ 横ライン （｜ Y2－ Y1｜＝ 0の場合）

□ 縦ライン （｜ X2－ X1｜＝ 0の場合）

□ 斜線A （｜ X2－ X1 ｜≦｜ Y2－ Y1 ｜）

□ 斜線B （｜ X2－ X1 ｜＞｜ Y2－ Y1 ｜）

用紙

用紙送り方向

台紙

原点
（0, 0）

印刷長

印刷幅

X
Y

0

始点終点

用紙

用紙送り方向

台紙

原点
（0, 0）

印刷長

印刷幅

始点 終点

X
Y
0

ライン幅

（X1, Y1） （X2, Y2）

ライン幅

（X1, Y1）

（X2, Y2）

ライン幅

（X1, Y1） （X1, Y1）

（X2, Y2） ライン幅（X2, Y2）

ライン幅

ライン幅

（X1, Y1）

（X1, Y1）

（X2, Y2）

（X2, Y2）
COMMAND - 8 ［ESC］LC　〈ライン描画〉 ● 26
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• 四角形
□ 角丸めの半径＝ 000 または、パラメーター省

略時

□ 角丸めの半径≠ 000 の時

• 間引きライン
□ 横ライン

上下両端が間引きされた罫線となり、ライン
幅が太くなるごとに中央の間引きされていな
い罫線が太くなります。

□ 縦ライン

左右両端が間引きされた罫線となり、ライン
幅が太くなるごとに中央の間引きされていな
い罫線が太くなります。

• 間引き四角形
□ 角丸めの半径＝ 000または、パラメーター省

略時

上下左右両端が間引きされた罫線となり、ラ
イン幅が太くなるごとに中央の間引きされて
いない罫線が太くなります。

□ 角丸めの半径≠ 000の時

（X1, Y1）

（X2, Y2）
ライン幅

ライン幅

（X1, Y1）

（X2, Y2）

ライン幅

ライン幅

（X1, Y1）

（X2, Y2）

ライン幅

ライン幅

半径

（X1, Y1） （X2, Y2）

ライン幅＋1ドット

（X1, Y1）

（X2, Y2）
ライン幅＋1ドット

（X1, Y1）

（X2, Y2）

ライン幅＋1ドット

ライン幅＋1ドット

（X1, Y1）

（X2, Y2）

ライン幅＋1ドット

ライン幅＋1ドット

半径
COMMAND - 8 ［ESC］LC　〈ライン描画〉 ● 27
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補　足

• ライン指定は、始点・終点の座標に従い横ライ
ン・縦ライン・斜線A、Bとなります。

• 始点、終点の座標は入れかわっても結果は同じ
となります。

• 始点座標、終点座標は書式設定コマンド
（［ESC］D（20 ページ））で設定された印刷範囲
内に入るように設定してください。

• 四角形の角丸めの半径は、ライン種別が 1（四角
形）、3（間引き四角形）の場合のみ有効となり
ライン種別が 0、2の場合は無視されます。
またライン種別が 1、3であり、角丸めの半径＝
000 の場合、または半径が省略された場合は四
角形となります。

• ≦ ［角丸めの半径］ 

の場合、円となります。

例　題

｜X2－X1｜ ｜Y2－Y1｜
2 2

＝

[ESC]C[LF][NULL]
[ESC]LC;0050,0050,0350,0050,0,10[LF][NULL]
[ESC]LC;0050,0050,0050,0350,0,10[LF][NULL]
[ESC]XS;I,0001,0010C4100[LF][NULL]

5.0mm

35.0mm

1.0mm

1.0mm

5.0mm

原点（0, 0）
印刷範囲

35.0mm
COMMAND - 8 ［ESC］LC　〈ライン描画〉 ● 28
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COMMAND -   -  -  -  9

［ESC］PC
ビットマップフォント書式設定

ビットマップフォントを用紙（ラベル）上のどの位置にどのように印刷するかその書式を設定し
ます。

書　式

[ESC]PCpa1pa2pa3;pb1pb2pb3pb4,pc1pc2pc3pc4pc5,pd1pd2,pe1pe2,pf1pf2(,pgph1ph2),p

i1pi2,pj(pk1pk2pl1pl2)(,Jpm1pm2pn1pn2)(,Mpo),pppq1pq2pq3pq4pq6pq6pq7pq8pq9pq10
)(,Zpr1pr2)(,Ppspt1pt2pt3pt4pu1pu2pu3pv1pv2)(=pw1pw2pw3…pwn)[LF][NUL] 
n=Max.255

pa1pa2pa3

書式番号を指定します。
2桁または 3桁で指定します。
【設定範囲】

2桁の場合：00～ 99
3 桁の場合：000 ～ 199

pb1pb2pb3pb4

文字列の基点 X座標を指定します。
4桁固定で 0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

0000（0.0mm）～ 9999（999.9mm）
pc1pc2pc3pc4pc5

文字列の基点 Y座標を指定します。
4桁または 5桁で 0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

4桁の場合：
0000（0.0mm）～ 9999（999.9mm）
5桁の場合：
00000（0.0mm）～ 99999（9999.9mm）

pd1pd2

文字の横倍率を指定します。
1桁または 2桁で指定します。
【設定範囲】

1桁の場合：1（1倍）～ 9（9倍）
2桁の場合：05（0.5 倍）

10（1.0 倍）～ 95（9.5 倍）

pe1pe2

文字の縦倍率を指定します。
1桁 または 2 桁で指定します。
【設定範囲】

1桁の場合：1（1倍）～ 9（9倍）
2桁の場合：05（0.5 倍）

10（1.0 倍）～ 95（9.5 倍）

0.5 倍単位の指定 0 または 5

1.0 倍単位の指定 0～ 9

pd1　pd2

0.5 倍単位の指定 0 または 5

1.0 倍単位の指定 0～ 9

pe1　pe2
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pf1pf2

フォント種類を指定します。
A：明朝  8 ポイント
B：明朝 10 ポイント
C：明朝 10 ポイント（BOLD）
D：明朝 12 ポイント（BOLD）
E：明朝 14 ポイント（BOLD）
F：明朝 12 ポイント（斜体）
G：ゴシック  6 ポイント
H：ゴシック 10 ポイント
I：ゴシック 12 ポイント
J：ゴシック 12 ポイント（BOLD）
K：ゴシック 14 ポイント（BOLD）
L：ゴシック 12 ポイント（斜体）
S：OCR-A 12 ポイント
T：OCR-B 12 ポイント
U：漢字ゴシック体（16×16 ドット）または 外字 41（16×16ドット）
V：漢字ゴシック体（24×24 ドット） または 外字 42（24×24 ドット）
W：漢字ゴシック体（32×32 ドット） または 外字 43（32×32 ドット）
X：漢字ゴシック体（48×48ドット） または 外字 44（48×48ドット）
v：漢字明朝体（24×24ドット）
w：漢字明朝体（32×32 ドット）

pgph1ph2

文字間スペースの微調整をします。省略可能で
す。省略すると、微調整を行いません。
pg
フォント間のスペースを広げるか狭めるかの指
定をします。

+：広げる
-：狭める

ph1ph2
フォント間のスペースをドット数で指定します。
2桁固定で 1ドット単位に指定できます。
【設定範囲】

00～ 99

pi1pi2

文字回転および文字列回転の方向を指定します。
00：文字回転 0 ﾟ 文字列回転 0 ﾟ
11：文字回転 90 ﾟ 文字列回転 90 ﾟ
22：文字回転 180 ﾟ 文字列回転 180 ﾟ
33：文字回転 270 ﾟ 文字列回転 270 ﾟ
01：文字回転 0 ﾟ 文字列回転 90
12：文字回転 90゜ 文字列回転 180゜
23：文字回転 180 ﾟ 文字列回転 270 ﾟ
30：文字回転 270 ﾟ 文字列回転 0 ﾟ

以下のフォント種類はプロポーショナルフォントとなります。
A、B、C、D、E、F、G、H、I、J、K、L

“01”“12”“23”“30”は、フォントの種類がU、
V、W、X、v、wの場合のみ指定することができます。
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pj

文字飾りを指定します。
B：黒文字
Wpk1pk2pl1pl2：白抜き文字
Fpk1pk2pl1pl2：四角枠付き文字
Cpk1pk2：二重取消線付き文字

pj=Wの場合

pk1pk2

文字列エリアに対し外側に広げる横方向
ドット数です。2 桁固定で 1 ドット単位に
指定できます。
【設定範囲】

01～ 99
pl1pl2

文字列エリアに対して外側に広げる縦方向
ドット数です。2 桁固定で 1 ドット単位に
指定できます。
【設定範囲】

01～ 99

pj=Fの場合

pk1pk2

文字列エリアに対して四角枠までの横方向
ドット数です。2 桁固定で 1 ドット単位に
指定できます。
【設定範囲】

01～ 99
pl1pl2

文字列エリアに対して四角枠までの縦方向
ドット数です。2 桁固定で 1 ドット単位に
指定できます。
【設定範囲】

01～ 99

pj=Cの場合

pk1pk2

文字列エリアに対して取消し線の先端まで
の横方向ドット数です。2 桁固定で 1 ドッ
ト単位に指定できます。
【設定範囲】

01～ 99

Jpm1pm2pn1pn2

強調文字を指定します。
省略可能です。省略時、強調処理は行いません。
“J”を指定した場合は 4桁固定です。
pm1pm2

強調文字の横方向シフトドット数です。2 桁固定
で 1ドット単位に指定できます。
【設定範囲】

00～ 16
pn1pn2

強調文字の縦方向シフトドット数です。2 桁固定
で 1ドット単位に指定できます。
【設定範囲】

00～ 16
Mpo

チェックデジットの付加指定をします。省略可能
です。省略時、チェックデジットは描画しません。
po

チェックデジットの種類を指定します。
0：モジュラス 10 （データ＋チェックデジッ

トを描画）
1：モジュラス 43 （データ＋チェックデジッ

トを描画）
pppq1pq2pq3pq4pq6pq6pq7pq8pq9pq10

印刷するデータ列のインクリメント／デクリメ
ントを指定します。
省略可能です。省略時、インクリメント／デクリ
メントは行いません。
pp

インクリメントするかデクリメントするかを指
定します。

+：インクリメント
-：デクリメント

pq1pq2pq3pq4pq6pq6pq7pq8pq9pq10

インクリメント／デクリメント（pp）の増減値を
指定します。10桁固定です。
【設定範囲】

0000000000 ～ 9999999999
Zpr1pr2

ゼロサプレスを指定します。
省略可能です。省略時、ゼロサプレス処理は行い
ません。
pr1pr2

ゼロサプレスする桁数です。2 桁固定で指定しま
す。
【設定範囲】

00 ～ 40

カッコ内のパラメーターは省略することができま
す。なお、省略時は、（横倍率、縦倍率の大きい方の
文字倍率）×6ドットとなります。
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Pps

文字寄せを指定します。
省略可能です。省略時、左寄せとなります。
ps

文字の位置を指定します。
1：左寄せ
2：中央寄せ
3：右寄せ
4pt1pt2pt3pt4：均等割付け
5pt1pt2pt3pt4pu1pu2pu3pv1pv2：自動改行

ps=4の場合
pt1pt2pt3pt4
文字列エリア X方向です。4桁固定で
0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

0050 ～ 1060

ps=5の場合
pt1pt2pt3pt4
文字列エリア X方向です。4桁固定で
0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

0050 ～ 1060
pu1pu2pu3
改行量です。3桁固定で 0.1mm単位に指
定できます。
【設定範囲】

010～ 500
pv1pv2
行数です。2桁固定で指定します。
【設定範囲】

01 ～ 99
pw1pw2pw3…pwn

印刷するデータ列（省略可能）
最大 255 桁です。

説　明

• 書式番号
ビットマップフォントデータコマンド（［ESC］
RC（53 ページ））で文字列の描画を行う場合に
指定する書式番号です。すでに登録されている
書式番号を使用した場合、上書き登録されます。

• 基点

印刷方向：通常印刷の場合

印刷方向：180°回転印刷の場合

基点は、書式設定コマンド（［ESC］D（20 ペー
ジ））で設定された印刷範囲内に入るように設定
してください。

• パラメーターに指定文字以外を設定した場合は、コマンドエラーとなります。

• パラメーターが規定桁数でない場合は、コマンドエラーとなります。

• 省略可能以外のパラメーターを省略するとコマンドエラーとなります。

用紙

用紙送り方向

台紙

原点
（0, 0）

X

Y

0

基点

Sample

印刷幅

印刷長

用紙

用紙送り方向

台紙

原点
（0, 0）

印刷長

印刷幅

基点

Sample

X

Y

0
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• 横倍率、縦倍率

□ 基点と倍率の関係

• フォント種類

横倍率

縦倍率A
縦倍率

横倍率

A

Aｷキャラクター幅

文字間隔

拡大

キャラクター
高さ

基点

次の文字の
基点レフト

オフセット

A
キャラクター幅×横倍率

文字間隔×横倍率

キャラクター
高さ
×
縦倍率

基点

次の文字の
基点

A：明朝  8 ポイント

B：明朝 10 ポイント

C：明朝 10 ポイント（BOLD）

D：明朝 12 ポイント（BOLD）

E：明朝 14 ポイント（BOLD）

F：明朝 12 ポイント（斜体）

G：ゴシック  6 ポイント

H：ゴシック 10 ポイント

I：ゴシック 12 ポイント

J：ゴシック 12 ポイント（BOLD）
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K：ゴシック 14 ポイント（BOLD）

L：ゴシック 12 ポイント（斜体）

S：OCR-A 12 ポイント

T：OCR-B 12 ポイント

U：漢字ゴシック体（16×16ドット）

V：漢字ゴシック体（24×24ドット）

W：漢字ゴシック体（32×32ドット）

X：漢字ゴシック体（48×48ドット）

v：漢字明朝体（24×24ドット）

w：漢字明朝体（32×32ドット）
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• 文字間スペース微調整
文字間スペースを指定した場合、文字ごとに定
まっている文字間隔と指定値を加えた値で描画
を行います。文字間スペースの指定がない場合、
またはフォント間のスペースドット数が 0の場
合、文字ごとに定まっている文字間隔のピッチ
で描画を行います。

• 文字回転および文字列回転の方向

01、12、23、30 は、フォント種類がU、V、
W、X、v、w の時のみ可能です。
その他のフォント種類で指定した場合はコマン
ドエラーとなります。

• 文字飾り指定

□ 白抜き文字指定
縦、横指定した範囲内で文字を白黒反転しま
す。
範囲内で一番高さのある文字の上まで黒くし
ます。

例
白抜き文字は下記のようになります。

下記のようにはなりません。

□ 四角枠付き文字指定
縦、横指定した範囲内に四角枠を印刷します。
文字列内で一番高さのある文字の上に枠線を
描画します。

□ 取消し線付き文字指定
指定した範囲に取消し線を印刷します。
取消し線の位置は、フォント種類により異な
ります。
取消し線の横ドット数は、拡大による影響を
受けません。

B

文字間隔×横倍率

基点

次の文字の基点

既定の状態

プラス（+）に
調整した場合

文字間隔
スペース
微調整
ドット数

A
BA

文字間隔
スペース
微調整
ドット数

BA
マイナス（－）に
調整した場合

基点

漢
字
Ａ
Ｂ

0°(0 0)

(0 1) (1 2) (2 3) (3 0)

90°(1 1) 180°(2 2) 270°(3 3)

基点

Sample S
am
pl
e

SampleS
am
ple

漢字ＡＢ 漢
字
Ａ
Ｂ

漢 字 Ａ Ｂ

横方向
ドット数

横方向
ドット数

縦方向
ドット数
縦方向
ドット数

黒文字 白抜き文字

A B A B

横方向
ドット数

横方向
ドット数

縦方向
ドット数
縦方向
ドット数

四角枠付き文字 取消し線付き文字

A B A B

横方向
ドット数

横方向
ドット数

.  .  .  A

.  .  .  A
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• 強調文字指定

• チェックデジットの付加指定
データ列のチェックデジットを算出し、データ
列に付加して描画を行います。
ただし、モジュラス 10付加を指定してデータ中
に数字以外のデータがある場合、データ列の描
画は行いません。
またモジュラス 43付加を指定してデータ中に
CODE39 で指定できるキャラクター（94 ペー
ジの「補足」参照）以外がある場合、描画を行
いません。

フォント種類がU、V、W、X、v、wの時、
チェックデジットの付加指定はできません（指
定した場合、指定無しとして動作します）。

• インクリメント／デクリメント指定
1ページ印刷するごとに、データ列の数字を加算
（インクリメント）／減算（デクリメント）しな
がら印刷します。
データ列は最大 40桁であり 41桁以上の場合、
データ列の描画は行いません。
フォント種類がU、V、W、X、v、wの時イン
クリメント／デクリメントの指定はできません
（指定した場合、指定無しとして動作します）。

インクリメント／デクリメントの計算例

• ゼロサプレスの指定

指定した桁より上位にあるデータ列中の 0（ゼ
ロ）をスペースに置き換えます。
ただし、データ列よりも指定桁数が大きい場合
はゼロサプレスを行わずそのまま描画します。
データ列は最大 40桁であり 41桁以上の場合、
データ列の描画は行いません。
フォント種類がU、V、W、X、v、wの時、ゼ
ロサプレスの指定はできません（指定した場合、
指定無しとして動作します）。

• 文字寄せの指定
□ 左寄せ、中央寄せ、右寄せ指定時

指定座標を基準に文字列を描画する位置を指
定します。
印刷長を超えた場合、印刷データは破棄され
ます（印刷されません）。

□ 均等割り付け指定時

指定座標を基準に文字列を描画する位置を指
定します。
均等割り付けは中央寄せ基準です。
通常の指定で 1行に文字が入りきれない場合
は、文字間をつめたり、文字を縮小して印刷
します。

□ 自動改行指定時

自動改行は左基準です。
通常の指定で 1行に文字が入りきれない場合
は、文字間をつめたり、文字を縮小したりし
て印刷します。
自動改行を指定する場合は、印刷長を超えな
いようにしてください。
文字・文字列回転で 01、12、23、30を指定
した場合は、文字寄せの左基準のみ有効とな
ります。

初期値 00000 A1B2C 8D7!6 E5F4G

インクリメント／
デクリメント ＋ 1 ＋ 1 ＋4 ー2

1 枚目 00000 A1B2C 8D7!6 E5F4G
2枚目 00001 A1B3C 8D8!0 E5F2G
3枚目 00002 A1B4C 8D8!4 E5F0G
4枚目 00003 A1B5C 8D8!8 E4F8G
5枚目 00004 A1B6C 8D9!2 E4F6G

0°

横強調 縦強調 横・縦強調

90°

横強調 縦強調 横・縦強調

ゼロサプレス
桁数 0 1 2 2 3 4 5

データ 0000 0000 0009 0A98 0987 0987 0987
印　字 0000 ___0 __09 _A98 _987 0987 0987

指定座標

左寄せ 右寄せ中央寄せ

均  等  割  付  け

文字列エリア×方向長さ
（0.1mm単位）

行数改行量
自動改行自動改
行自動改行自動
改行
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•  印刷するデータ列
『＝』の指定により描画データを設定することが
できます。
最大印刷桁は 255 文字です。ただしフォント種
類がU、V、W、X、v、wの時は 127 文字とな
ります。
最大桁を超えた場合、超えた分のデータは印刷
されません。
文字コード表は資　料（171 ページ）を参照し
てください。
フォント種類がU、V、W、X、v、w以外に対
して、2バイトコードを設定した場合は、正しい
印刷結果になりません。

補　足

• インクリメント／デクリメントの例を次に示し
ます。

例：
1 ビットマップフォント書式設定コマンド
（書式番号：001、 インクリメント（＋ 1））

2 ビットマップフォント書式設定コマンド
（書式番号：002 、 インクリメントなし）

3 ビットマップフォント書式設定コマンド
（書式番号：003 、 インクリメント（＋ 2））

4 描画メモリークリアコマンド

5 ビットマップフォントデータコマンド
（書式番号：001 「001」）

6 ビットマップフォントデータコマンド
（書式番号：002 「ABC－」）

7 ビットマップフォントデータコマンド
（書式番号：003 「100」）

8 印刷コマンド（2枚）

9 印刷コマンド（1枚）

参　照
 

• ビットマップフォントデータ......................................................................［ESC］RC（53 ページ）

• アウトラインフォント書式設定 ..................................................................［ESC］PV（41 ページ）

• バーコード／ 2次元コード書式設定...........................................................［ESC］XB（74 ページ）

001

ABC-100

002

ABC-102

003

ABC-104
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例　題

（1）

[ESC]C[LF][NULL]
[ESC]PC000;0200,0200,1,1,B,00,B=abcd[LF][NULL]
[ESC]PC001;0200,0400,2,2,M,00,B[LF][NULL]
[ESC]PC002;0700,0500,2,2,E,33,B,+0000000001[LF][NULL]
[ESC]RC001;ABC[LF][NULL]
[ESC]RC002;1234[LF][NULL]
[ESC]XS;I,0001,0010C4100[LF][NULL]

原点（0, 0）
印刷範囲

40.0mm

50.0mm

20.0mm

20.0mm

70.0mm
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（2）

[ESC]C[LF][NULL]
[ESC]PC001;0700,0500,2,2,M,33,B[LF][NULL]
[ESC]PV01;0200,0450,0050,0050,H,00,B,+0000000001[LF][NULL]
[ESC]XB01;0200,0150,5,3,03,0,0150=123456789012[LF][NULL]
[ESC]RC001;ABC[LF][NULL]
[ESC]RV01;1234[LF][NULL]
[ESC]XS;I,0001,0010C4100[LF][NULL]

原点（0, 0）
印刷範囲

45.0mm
50.0mm

15.0mm

20.0mm

70.0mm
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（3）

[ESC]C[LF][NULL]
[ESC]PC000;0200,0200,15,15,X,01,B[LF][NULL]
[ESC]PC001;0300,0200,15,15,X,00,B[LF][NULL]
[ESC]RC000;漢字縦書き [LF][NULL]
[ESC]RC001;漢字横書き [LF][NULL]
[ESC]XS;I,0001,0010C4100[LF][NULL]

原点（0, 0）
印刷範囲

20.0mm

20.0mm

30.0mm
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COMMAND -   -  -  - 10

［ESC］PV
アウトラインフォント書式設定

アウトラインフォントを用紙（ラベル）上のどの位置にどのように印刷するかその書式を設定し
ます。

書　式

[ESC]PVpa1pa2;pb1pb2pb3pb4,pc1pc2pc3pc4pc5,pd1pd2pd3pd4,pe1pe2pe3pe4,pf(,pgph1
ph2ph3),pi1pi2,pj(pk1pk2pl1pl2)(,Mpm)(,pnpo1po2po3po4po5po6po7po8po9po10)(,Zpp

1pp2)(,Ppqpr1pr2pr3pr4)(=ps1ps2ps3ps4…psn)[LF][NUL] n=Max.255

pa1pa2

書式番号を指定します。2桁固定です。
【設定範囲】

00～ 99
pb1pb2pb3pb4

文字列の基点 X 座標を指定します。4 桁固定で
0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

0000（0.0mm）～ 9999（999.9mm）
pc1pc2pc3pc4pc5

文字列の基点 Y座標を指定します。
4桁 または 5桁で 0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

4桁の場合
0000（0.0mm）～ 9999（999.9mm）
5桁の場合
00000（0.0mm）～ 99999（9999.9mm）

pd1pd2pd3pd4

文字幅を指定します。4 桁固定で 0.1mm 単位に
指定できます。
【設定範囲】

0020（2.0mm）～ 0850（85.0mm）
pe1pe2pe3pe4

文字高さを指定します。4 桁固定で 0.1mm 単位
に指定できます。
【設定範囲】

0020（2.0mm）～ 0850（85.0mm）
pf

フォント種類を指定します。
A：ゴシック（BOLD）（均等幅）
B：ゴシック（BOLD）
E：価格フォント 1
F：価格フォント 2
G：価格フォント 3
H：明朝
J：ゴシック

pgph1ph2ph3

文字間スペースの微調整をします。省略可能で
す。省略時、微調整を行いません。
pg

フォント間のスペースを広げるか狭めるかを指
定します。

+：広げる
-：狭める

ph1ph2ph3

フォント間のスペースをドット数で指定します。
3桁固定で 1ドット単位に指定できます。
【設定範囲】

000 ～ 512
pi1pi2

文字回転および文字列回転の方向を指定します。
00：文字回転 0 ﾟ 文字列回転 0 ﾟ
11：文字回転 90 ﾟ 文字列回転 90 ﾟ
22：文字回転 180 ﾟ 文字列回転 180 ﾟ
33：文字回転 270 ﾟ 文字列回転 270 ﾟ
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pj

文字飾り指定を指定します。
B：黒文字
W（pk1pk2pl1pl2）：白抜き文字
F（pk1pk2pl1pl2）：四角枠付き文字
C（pk1pk2）：二重取消線付き文字

pj=Wの場合

pk1pk2

文字列エリアに対して外側に広げる横方向
ドット数です。2 桁固定で 1 ドット単位に
指定できます。
【設定範囲】

01 ～ 99
pl1pl2

文字列エリアに対して外側に広げる縦方向
ドット数です。2 桁固定で 1 ドット単位に
指定できます。
【設定範囲】

01～ 99

pj=Fの場合

pk1pk2

文字列エリアに対して四角枠までの横方向
ドット数です。2 桁固定で 1 ドット単位に
指定できます。
【設定範囲】

01 ～ 99
pl1pl2

文字列エリアに対して四角枠までの縦方向
ドット数です。2 桁固定で 1 ドット単位に
指定できます。
【設定範囲】

01 ～ 99

pj=Cの場合

pk1pk2

文字列エリアに対して取消し線の先端まで
の横方向ドット数です。2 桁固定で 1 ドッ
ト単位に指定できます。
【設定範囲】

01 ～ 99

Mpm

チェックデジットの付加を指定します。省略可能
です。省略時、チェックデジットは描画しません。
pm

チェックデジットの種類を指定します。
0：モジュラス 10
（データ＋チェックデジットを描画）

1：モジュラス 43
（データ＋チェックデジットを描画）

pnpo1po2po3po4po5po6po7po8po9po10

インクリメント／デクリメントを指定します。省
略可能です。省略時、インクリメント／デクリメ
ントは行いません。
pn

印刷するデータ列のインクリメントするかデク
リメントするかを指定します。

+：インクリメント
-：デクリメント

po1po2po3po4po5po6po7po8po9po10

インクリメント／デクリメントの増減値です。10
桁固定です。
【設定範囲】

0000000000 ～ 9999999999
Zpp1pp2

ゼロサプレスを指定します。省略可能です。省略
時、ゼロサプレス処理は行いません。
pp1pp2

ゼロサプレスする桁数です。2 桁固定で指定しま
す。
【設定範囲】

00 ～ 40
Ppq

文字の寄せ位置を指定します。省略可能です。省
略時、左寄せとなります。
pq

文字の位置を指定します。
1：左寄せ
2：中央寄せ
3：右寄せ
4pr1pr2pr3pr4：均等割付け

pr1pr2pr3pr4
文字列エリア X方向です。4桁固定で
0.1mm単位で指定できます。
【設定範囲】

0050 ～ 1060
ps1ps2ps3ps4…psn

印刷するデータ列です。最大 255 桁です。
省略可能です。

カッコ内は省略可能です。
省略時は、（文字幅、文字高の大きい方の文字サイ
ズ） ÷8ドット）となります。

• パラメーターに指定文字以外を設定した場合は、コマンドエラーとなります。

• パラメーターが規定桁数でない場合は、コマンドエラーとなります。

• 省略可能以外のパラメーターを省略するとコマンドエラーとなります。
COMMAND - 10 ［ESC］PV　〈アウトラインフォント書式設定〉 ● 42



印
刷
の
し
く
み

は
じ
め
に

索
　
引

資
　
料

制
御
コ
マ
ン
ド

目
　
次

説　明

• 書式番号
アウトラインフォントデータコマンド（［ESC］
RV（58 ページ））で文字列の描画を行う場合に
指定します。
書式番号で指定した書式が選択されます。

• 基点

印刷方向：通常印刷の場合

印刷方向：180°回転印刷の場合

基点は、書式設定コマンド（［ESC］D（20 ペー
ジ））で設定された印刷範囲内に入るように設定
してください。

• 文字幅、文字高

• フォント種類
□ A：ゴシック（BOLD）

□ B：ゴシック（BOLD）

用紙

用紙送り方向

台紙

原点
（0, 0）

X

Y

0

基点

Sample

印刷幅

印刷長

用紙

用紙送り方向

台紙

原点
（0, 0）

印刷長

印刷幅

基点

Sample

X

Y

0

文字幅

文字高A A

A
文字幅

文
字
高

文字高

文字幅

A 標準サイズ
（256×256ドット）
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□ E：価格フォント 1（POPフォント）

□ F：価格フォント 2（POPフォント）

□ G：価格フォント 3（POPフォント）

□ H：明朝

□ J：ゴシック

• 文字間スペース微調整
文字間スペースを指定した場合、文字ごとに定
まっている文字間隔と指定値を加えた値で描画
を行います。
文字間スペースの指定がない場合、またはフォ
ント間のスペースドット数が 0の場合、文字ご
とに定まっている文字間隔のピッチで描画を行
います。
□ プラスに調整した場合

マイナスに調整した場合

• 文字回転および文字列回転の方向

• 文字飾り指定

A B C

A B C

A B C

A B C

基点

0°(0 0) 90°(1 1) 180°(2 2) 270°(3 3)

Sample S
am
pl
e

SampleS
am
ple

横方向
ドット数

横方向
ドット数

縦方向
ドット数
縦方向
ドット数

黒文字 白抜き文字

A B A B

横方向
ドット数

横方向
ドット数

縦方向
ドット数
縦方向
ドット数

四角枠付き文字 取消し線付き文字

A B A B

横方向
ドット数

横方向
ドット数
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□ 白抜き文字指定
縦、横指定した範囲内で文字を白黒反転しま
す。
範囲内で一番高さのある文字の上まで黒くし
ます。

例
白抜き文字は下記のようになります。

下記のようにはなりません。

□ 四角枠付き文字指定
縦、横指定した範囲内に四角枠を印刷します。
文字列内で一番高さのある文字の上に枠線を
描画します。

□ 取消し線付き文字指定
指定した範囲に取消し線を印刷します。
取消し線の位置は、フォント種類により異な
ります。
取消し線の横ドット数は、拡大による影響を
受けません。

• チェックデジットの付加指定
データ列のチェックデジットを算出しデータ列
に付加して描画を行います。ただし、モジュラ
ス 10付加を指定してデータ中に数字以外のデー
タがある場合、データ列の描画は行いません。
またモジュラス 43付加を指定してデータ中に
CODE39 で指定できるキャラクター（94 ペー
ジの「補足」参照）以外がある場合、描画を行
いません。

• インクリメント／デクリメント指定
1ページ印刷するごとに、データ列の数字を加算
（インクリメント）／減算（デクリメント）しな
がら印刷します。
データ列は最大 40桁であり 41桁以上の場合、
データ列の描画は行いません。
+0／ -0 指定の場合は、41桁以上でも描画され
ます。
インクリメント／デクリメントの計算例

• ゼロサプレスの指定

指定した桁より上位にあるデータ列中の 0（ゼ
ロ）をスペースに置き換えます。
ただし、データ列よりも指定桁数が大きい場合
はゼロサプレスを行わずそのまま描画します。
データ列は最大 40桁であり 41桁以上の場合、
データ列の描画は行いません。

• 文字寄せの指定
□ 左寄せ、中央寄せ、右寄せ指定時

指定座標を基準に文字列を描画する位置を指
定します。
印刷長を超えた場合、印刷データは破棄され
ます（印刷されません）。

□ 均等割り付け指定時

指定座標を基準に文字列を描画する位置を指
定します。
均等割り付けは中央寄せ基準です。
通常の指定で 1行に文字が入りきれない場合
は、文字間をつめたり、文字を縮小して印刷
します。

• 印刷するデータ列
『＝』の指定により描画データを設定することが
できます。
最大印刷桁は 255文字です。

初期値 00000 A1B2C 8D7!6 E5F4G

インクリメント／
デクリメント ＋ 1 ＋ 1 ＋4 ー2

1 枚目 00000 A1B2C 8D7!6 E5F4G
2枚目 00001 A1B3C 8D8!0 E5F2G
3枚目 00002 A1B4C 8D8!4 E5F0G
4枚目 00003 A1B5C 8D8!8 E4F8G
5枚目 00004 A1B6C 8D9!2 E4F6G

.  .  .  A

.  .  .  A

ゼロサプレス
桁数 0 1 2 2 3 4 5

データ 0000 0000 0009 0A98 0987 0987 0987
印　字 0000 ___0 __09 _A98 _987 0987 0987

指定座標

左寄せ 右寄せ中央寄せ

均  等  割  付  け

文字列エリア×方向長さ
（0.1mm単位）
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補　足

• インクリメント／デクリメントの例を次に示し
ます。

例：
1 アウトラインフォント書式設定コマンド
（書式番号：001、 インクリメント（＋ 1））

2 アウトラインフォント書式設定コマンド
（書式番号：002 、 インクリメントなし）

3 アウトラインフォント書式設定コマンド
（書式番号：003 、 インクリメント（＋ 2））

4 描画メモリークリアコマンド

5 アウトラインフォントデータコマンド
（書式番号：001 「001」）

6 アウトラインフォントデータコマンド
（書式番号：002 「ABC－」）

7 アウトラインフォントデータコマンド
（書式番号：003 「100」）

8 印刷コマンド（2枚）

9 印刷コマンド（1枚）

0 描画メモリークリアコマンド

A アウトラインフォントデータコマンド
（書式番号：02 「000000」）

参　照
 

• アウトラインフォントデータ......................................................................［ESC］RV（58 ページ）

• ビットマップフォント書式設定 ..................................................................［ESC］PC（29 ページ）

• バーコード／ 2次元コード書式設定...........................................................［ESC］XB（74 ページ）

001

ABC-100

002

ABC-102

003

ABC-104

000000
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例　題

（1）

[ESC]C[LF][NULL]
[ESC]PV00;0200,0200,0030,0030,H,00,B=abcd[LF][NULL]
[ESC]PV01;0200,0400,0125,0125,B,00,B[LF][NULL]
[ESC]PV02;0700,0500,0100,0100,H,33,B[LF][NULL]
[ESC]RV01;ABC[LF][NULL]
[ESC]RV02;1234[LF][NULL]
[ESC]XS;I,0001,0010C4100[LF][NULL]

原点（0, 0）
印刷範囲

40.0mm
50.0mm

20.0mm

20.0mm

70.0mm
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（2）

[ESC]C[LF][NULL]
[ESC]PC001;0700,0500,2,2,M,33,B[LF][NULL]
[ESC]PV01;0200,0450,0050,0050,H,00,B,+0000000001[LF][NULL]
[ESC]XB01;0200,0150,5,3,03,0,0150=123456789012[LF][NULL]
[ESC]RC001;ABC[LF][NULL]
[ESC]RV01;1234[LF][NULL]
[ESC]XS;I,0001,0010C4100[LF][NULL]

原点（0, 0）
印刷範囲

45.0mm
50.0mm

15.0mm

20.0mm

70.0mm
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COMMAND -   -  -  - 11

［ESC］RB
バーコード／2次元コードデータ

バーコード／2次元コードのデータを与えます。

書　式

[ESC]RBpa1pa2;pb1pb2pb3…pbn[LF][NUL] n=バーコードにより異なります。

pa1pa2

書式番号を指定します。2桁固定です。
【設定範囲】

00～ 31

pb1pb2pb3…pbn

印刷するデータ列です。最大桁数は、バーコード
の種類により異なります。

説　明

• 漢字コードのコード切り換え
• Data Matrix、PDF417、QRコードの場合、漢字コードの印刷が可能であり、文字コードはシフト JIS、

JIS16 進、JIS8、およびそれらコードの混在が可能です。
文字コードは下記の要領で自動切り換えを行います。
□ シフト JIS、JIS8

20h ～ 7Fh、A0h～ DFh ならば、半角文字（英数カナ）。それ以外ならばシフト JIS コードとみなしま
す。

• バーコード／ 2 次元コード書式設定コマンドで
定義されていない書式番号を指定すると、コマ
ンドエラーとなります。

• パラメーターが規定桁数でない場合は、コマン
ドエラーとなります。

A：漢字【日本】
［93h］［FAh］［96h］［7Bh］

日 本
B：漢字＋半角【123日 ABC本京】
［31h］［32h］［33h］［93h］［FAh］［41h］［42h］［43h］［96h］［FBh］
1 2 3 日 A B C 本

C：半角【abc123 ｱｲｳ】
［61h］［62h］［63h］［31h］［32h］［33h］［B1h］［B2h］［B3h］
a b c 1 2 3 ｱ ｲ ｳ
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□ JIS16 進
[ESC]K ～ [ESC]H の間は、JIS16 進コードとみなします。

例　題

（1）

[ESC]C[LF][NULL]
[ESC]XB01;0200,0125,3,1,08,08,12,12,04,0,0200,+0000000000,1,00,N[LF][NULL]
[ESC]XB02;0750,0550,3,1,03,03,08,08,03,3,0150=12345[LF][NULL]
[ESC]RB01;*ABCDE*[LF][NULL]
[ESC]XS;I,0001,0010C4100[LF][NULL]

A：漢字【日本】
［1Bh］［4Bh］［46h］［7Ch］［4Bh］［5Ch］［1Bh］［48h］
[ESC] K 日 本 [ESC] H

B：漢字＋半角【123日 ABC本】
［31h］［32h］［33h］［1Bh］［48h］［46h］［7Ch］［1Bh］［48h］［41h］［42h］［43h］
1 2 3 [ESC] K 日 [ESC] H A B C

［1Bh］［4Bh］ ［4Bh］［5Ch］［1Bh］［48h］
[ESC] K 本 [ESC] H

原点（0, 0）
印刷範囲

20.0mm

55.0mm

12.5mm

20.0mm

75.0mm 15.0mm
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（2）

[ESC]C[LF][NULL]
[ESC]PC001;0700,0500,2,2,M,33,B[LF][NULL]
[ESC]PV01;0200,0450,0050,0050,H,00,B,+0000000001[LF][NULL]
[ESC]XB01;0200,0150,5,3,03,0,0150=123456789012[LF][NULL]
[ESC]RC001;ABC[LF][NULL]
[ESC]RV01;1234[LF][NULL]
[ESC]XS;I,0001,0010C4000[LF][NULL]

原点（0, 0）
印刷範囲

15.0mm
50.0mm

15.0mm

20.0mm

45.0mm

70.0mm
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（3）

[ESC]C[LF][NULL]
[ESC]XB01;0050,0100,P,04,03,03,0,0010[LF][NULL]
[ESC]XB02;0500,0300,T,L,05,A,0[LF][NULL]
[ESC]RB01;PDF417 Sample[LF][NULL]
[ESC]RB02;QRCODE Sample[LF][NULL]
[ESC]XS;I,0001,0010C4000[LF][NULL]

原点（0, 0）
印刷範囲

30.0mm

10.0mm

5.0mm
50.0mm
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COMMAND -   -  -  - 12

［ESC］RC
ビットマップフォントデータ

ビットマップフォント列のデータを与えます。

書　式

[ESC]RCpa1pa2pa3;pb1pb2pb3…pbn [LF][NUL] n=Max.255

pa1pa2pa3

書式番号を指定します。2桁または 3桁です。
【設定範囲】

2桁の場合
00～ 99
3 桁の場合
000 ～ 199

pb1pb2pb3…pbn

印刷するデータ列です。最大 255 桁です（フォン
ト種類がU、V、W、X、v、wの時は 127文字です）。

説　明

• 漢字コードのデータ列
フォント種類がU、V、W、X、v、wの場合日本語漢字となり JIS 非漢字、JIS 第一水準、JIS 第二水準、
特殊文字、半角英数字が印刷可能です。
文字コードはシフト JIS、JIS16 進、JIS8、およびそれらコードの混在が可能です。

• 漢字コードのコード切り換え
文字コードは下記の要領で自動切り換えを行います。
□ シフト JIS、JIS8

20h ～ 7Fh、A0h～ DFh ならば、半角文字（英数カナ）、それ以外ならばシフト JIS コードとみなしま
す。

• ビットマップフォント書式設定コマンド［ESC］
PC（29 ページ）で定義されていない書式番号
を指定するとコマンドエラーになります。

• パラメーターが規定桁数でない場合は、コマン
ドエラーとなります。

• 最大印刷桁を超えた分のデータは印刷されませ
ん。

• 文字コードは後述文字コード表を参照してくだ
さい。

A：漢字【日本】
［93h］［FAh］［96h］［7Bh］

日 本
B：漢字＋半角【123日 ABC本京】
［31h］［32h］［33h］［93h］［FAh］［41h］［42h］［43h］［96h］［FBh］
1 2 3 日 A B C 本

C：半角【abc123 ｱｲｳ】
［61h］［62h］［63h］［31h］［32h］［33h］［B1h］［B2h］［B3h］
a b c 1 2 3 ｱ ｲ ｳ
COMMAND - 12 ［ESC］RC　〈ビットマップフォントデータ〉 ● 53
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□ JIS16 進
JIS16 進モード中、印刷コマンドやその他のコマンドは機能しません（解除しない限りは、すべての
コードを JIS16 進コードとして扱います）。

[ESC]K ～ [ESC]H の間は、JIS16 進コードとみなします。

• 同一ページ上で漢字と外字を混在させる時
文字コードは下記の要領で指定します。
□ シフト JIS、JIS8

20h ～ 7Fh、A0h～ DFh ならば、半角文字（英数カナ）。それ以外ならばシフト JIS コードとみなし、
F040H～ F07EH、F080H～ F0FCHならば外字コードとなります。

参　照

• ビットマップフォント書式設定 ..................................................................［ESC］PC（29 ページ）

A：漢字【日本】
［1Bh］［4Bh］［46h］［7Ch］［4Bh］［5Ch］［1Bh］［48h］
[ESC] K 日 本 [ESC] H

B：漢字＋半角【123日 ABC本】
［31h］［32h］［33h］［1Bh］［48h］［46h］［7Ch］［1Bh］［48h］［41h］［42h］［43h］
1 2 3 [ESC] K 日 [ESC] H A B C

［1Bh］［4Bh］ ［4Bh］［5Ch］［1Bh］［48h］
[ESC] K 本 [ESC] H

A：漢字＋外字【日本（外字コード F040h）】
［93h］［FAh］［96h］［7Bh］［F0h］［40h］

日 本 （外字）
B：漢字＋半角＋外字【123 日 ABC本（外字コード F05Ah）】
［31h］［32h］［33h］［93h］［FAh］［41h］［42h］［43h］［96h］［7Bh］［F0h］［5Ah］
1 2 3 日 A B C 本 （外字）

C：半角＋外字【abc123 ｱｲｳ（外字コード F0FCh）】
［61h］［62h］［63h］［31h］［32h］［33h］［B1h］［B2h］［B3h］［F0h］［FCh］
a b c 1 2 3 ｱ ｲ ｳ （外字）
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例　題

（1）

[ESC]C[LF][NULL]
[ESC]PC000;0200,0200,1,1,B,00,B=abcd[LF][NULL]
[ESC]PC001;0200,0400,2,2,M,00,B[LF][NULL]
[ESC]PC002;0700,0500,2,2,E,33,B,+0000000001[LF][NULL]
[ESC]RC001;ABC[LF][NULL]
[ESC]RC002;1234[LF][NULL]
[ESC]XS;I,0001,0010C4100[LF][NULL]

原点（0, 0）
印刷範囲

40.0mm

50.0mm

20.0mm

20.0mm

70.0mm
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（2）

[ESC]C[LF][NULL]
[ESC]PC001;0700,0500,2,2,M,33,B[LF][NULL]
[ESC]PV01;0200,0450,0050,0050,H,00,B,+0000000001[LF][NULL]
[ESC]XB01;0200,0150,5,3,03,0,0150=123456789012[LF][NULL]
[ESC]RC001;ABC[LF][NULL]
[ESC]RV01;1234[LF][NULL]
[ESC]XS;I,0001,0010C4100[LF][NULL]

原点（0, 0）
印刷範囲

45.0mm
50.0mm

15.0mm

20.0mm

70.0mm
COMMAND - 12 ［ESC］RC　〈ビットマップフォントデータ〉 ● 56
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（3）

[ESC]C[LF][NULL]
[ESC]PC000;0200,0200,15,15,X,01,B[LF][NULL]
[ESC]PC001;0300,0200,15,15,X,00,B[LF][NULL]
[ESC]RC000;漢字縦書き [LF][NULL]
[ESC]RC001;漢字横書き [LF][NULL]
[ESC]XS;I,0001,0010C4100[LF][NULL]

原点（0, 0）
印刷範囲

20.0mm

20.0mm

30.0mm
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COMMAND -   -  -  - 13

［ESC］RV
アウトラインフォントデータ

アウトラインフォント列のデータを与えます。

書　式

[ESC]RVpa1pa2;pb1pb2pb3--------pbn[LF][NUL] n=Max.255

pa1pa 

書式番号を指定します。2桁固定です。
【設定範囲】

00～ 99

pb1pb2pb3--------pbn

印刷するデータ列です。最大 255 文字です。

参　照
 

• アウトラインフォント書式設定 ..................................................................［ESC］PV（41 ページ）

• ビットマップフォント書式設定コマンド［ESC］
PV（41 ページ）で定義されていない書式番号
を指定するとコマンドエラーになります。

• パラメーターが規定桁数でない場合は、コマン
ドエラーとなります。

• 最大印刷桁を超えた分のデータは破棄されま
す。

• 文字コードは資　料（171 ページ）を参照して
ください。
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例　題

（1）

[ESC]C[LF][NULL]
[ESC]PV00;0200,0200,0030,0030,H,00,B=abcd[LF][NULL]
[ESC]PV01;0200,0400,0125,0125,B,00,B[LF][NULL]
[ESC]PV02;0700,0500,0100,0100,H,33,B[LF][NULL]
[ESC]RV01;ABC[LF][NULL]
[ESC]RV02;1234[LF][NULL]
[ESC]XS;I,0001,0010C4100[LF][NULL]

原点（0, 0）
印刷範囲

40.0mm
50.0mm

20.0mm

20.0mm

70.0mm
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（2）

[ESC]C[LF][NULL]
[ESC]PC001;0700,0500,2,2,M,33,B[LF][NULL]
[ESC]PV01;0200,0450,0050,0050,H,00,B,+0000000001[LF][NULL]
[ESC]XB01;0200,0150,5,3,03,0,0150=123456789012[LF][NULL]
[ESC]RC001;ABC[LF][NULL]
[ESC]RV01;1234[LF][NULL]
[ESC]XS;I,0001,0010C4100[LF][NULL]

原点（0, 0）
印刷範囲

45.0mm
50.0mm

15.0mm

20.0mm

70.0mm
COMMAND - 13 ［ESC］RV　〈アウトラインフォントデータ〉 ● 60
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COMMAND -   -  -  - 14

［ESC］SG
グラフィック描画

グラフィックデータを描画します。

書　式

[ESC]SG;pa1pa2pa3pa4,pb1pb2pb3pb4pb5,pc1pc2pc3pc4,pd1pd2pd3pd4pd5,pe,pf1pf2pf3
…pfn[LF][NUL]

pa1pa2pa3pa4

グラフィックデータを描画する基点X座標を指定
します。4桁固定で 0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

0000（0.0mm）～ 9999（999.9mm）
pb1pb2pb3pb4pb5

グラフィックデータを描画する基点Y座標を指定
します。4 桁または 5 桁で 0.1mm 単位に指定で
きます。
【設定範囲】

4桁の場合
0000（0.0mm）～ 9999（999.9mm）
5桁の場合
00000（0.0mm）～ 99999（9999.9mm）

pc1pc2pc3pc4

グラフィック幅ドット数を指定します。4 桁固定
で 1ドット単位に指定できます。
【設定範囲】

0000 ～ 9999

pd1pd2pd3pd4pd5

グラフィック高さドット数を指定します。4 桁固
定で 1ドット単位に指定できます。
【設定範囲】

4桁の場合：0000 ～ 9999
5 桁の場合：00000 ～ 99999

pe

グラフィックデータ種別を指定します。
0：ニブルモード（上書き描画）
1：ヘキサモード（上書き描画）
2：BMPファイルモード
3：TOPIX 圧縮モード
4：ニブルモード（重ね描画）
5：ヘキサモード（重ね描画）

pf1pf2pf3…pfn

グラフィックデータです。

グラフィックデータ種別が、“2：BMPファイル”
の場合は、この指定は無視されます。

• グラフィックデータ種別が、“2：BMP ファイ
ル”の場合は、この指定は無視されます（グラ
フィック幅の情報はグラフィックデータに含ま
れています）。

• グラフィックデータ種別が、“3：TOPIX 圧縮
モード”の場合は、解像度を指定します。
　0150 または 00150：150dpi
　0300 または 00300：300dpi
　0305 または 00305：305dpi

• パラメーターに指定文字以外を設定した場合は、コマンドエラーとなります。

• パラメーターが規定桁数でない場合は、コマンドエラーとなります。

• 省略可能以外のパラメーターを省略するとコマンドエラーとなります。
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説　明

• 印刷方向：通常印刷の場合 印刷方向：180°回転印刷の場合

用紙

用紙送り方向

台紙

印刷長

印刷幅

原点
（0, 0）

グラフィック
高さドット

基点

グラフィック
幅ドット

0X

Y

用紙

用紙送り方向

台紙
原点
（0, 0）

印刷長

印刷幅

X

Y

0

グラフィック
高さドット

グラフィック
幅ドット

基点

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24

4 4

8

グラフィック幅20ドット

グラフィック
高さ
23ドット

基点

4 4

8

4 4

8

ヘキサモード ニブルモード

08 61 00 30 38 36 31 30 30
18 F1 80 31 38 3F 31 38 30
3D FB C0 33 3D 3F 3B 3C 30
7F FF E0 37 3F 3F 3F 3E 30
FF FF F0 3F 3F 3F 3F 3F 30
7F FF E0 37 3F 3F 3F 3E 30
3F FF C0 33 3F 3F 3F 3C 30
1F FF 80 31 3F 3F 3F 38 30
0F FF 00 30 3F 3F 3F 30 30
03 FC 00 30 33 3F 3C 30 30
01 F8 00 30 31 3F 38 30 30
40 F0 20 34 30 3F 30 32 30
E0 60 70 3E 30 36 30 37 30
F0 60 F0 3F 30 36 30 3F 30
7C 63 E0 37 3C 36 33 3E 30
3E 67 C0 33 3E 36 37 3C 30
1E 67 80 31 3E 36 37 38 30
0F 6F 00 30 3F 36 3F 30 30
07 FE 00 30 37 3F 3E 30 30
03 FC 00 30 33 3F 3C 30 30
00 F0 00 30 30 3F 30 30 30
00 60 00 30 30 36 30 30 30
00 60 00 30 30 36 30 30 30
00 00 00 30 30 30 30 30 30
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□ ニブルモード
グラフィックデータは 4ドットずつ区切り、基点から順に送信します。送信するグラフィックデータは
30H～ 3FHです。
X方向の最小単位は 8ドットとし、データのないドットはデータ 0として送信します。
グラフィックデータ数は必ず以下のとおりとしてください。

グラフィックデータ数＝｛（グラフィック幅ドット数＋ 7）／ 8｝×グラフィック高さドット数×2

□ ヘキサモード
グラフィックデータは 8ドットずつ区切り、基点から順に送信します。
グラフィックデータは 00H～ FFHです。
X方向の最小単位は 8ドットとし、データのないドットはデータ 0として送信します。
グラフィックデータ数は必ず以下のとおりとしてください。

グラフィックデータ数＝｛（グラフィック幅ドット数＋ 7）／ 8｝×グラフィック高さドット数

補　足

• 基点は、グラフィックデータの描画結果が、書
式設定コマンド（［ESC］D（20 ページ））で設
定された印刷範囲内に入るように設定してくだ
さい。

• グラフィック幅ドット数、グラフィック高さ
ドット数も同様に、グラフィックデータの描画
結果が、書式設定コマンド（［ESC］D（20 ペー
ジ））で設定された印刷範囲内に入るように設定
してください。

例　題

｛ ｝内は小数点以下を切り捨てます。

｛ ｝内は小数点以下を切り捨てます。

10.0mm

10.0mm

原点（0, 0）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24

グラフィック幅20ドット

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

高
さ

23
ド
ッ
ト
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[ESC]C[LF][NULL]
[ESC]SG;0100,0100,0020,0023,0,08610018?1803=?;<07???>0?????07???>03??

?<01???800???0003?<0001?80040?020>06070?060?07<63>03>67<01>67
800?6?0007?>0003?<0000?000006000006000

[LF][NULL]
[ESC]XS;I,0001,0010C4000[LF][NULL]

HEXコードと対応する文字は次のとおりです。

• 30H＝“0”
• 31H＝“1”
• 32H＝“2”
• 33H＝“3”
• 34H＝“4”
• 35H＝“5”
• 36H＝“6”
• 37H＝“7”

• 38H ＝“8”
• 39H ＝“9”
• 3AH＝“：”
• 3BH＝“；”
• 3CH＝“＜”
• 3DH＝“＝”
• 3EH ＝“＞”
• 3FH ＝“？”
COMMAND - 14 ［ESC］SG　〈グラフィック描画〉 ● 64
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COMMAND -   -  -  - 15

［ESC］T
改ページ

用紙送りを行います。

書　式

[ESC]Tpapbpcpdpe[LF][NUL]

pa

センサー種別を指定します。
0：センサーなし
1：反射センサー
2：透過センサー

pb

カットあり／なしを指定します。
0：カットなし
1：カットあり

pc

ハクリあり／なしを指定します。
C：ハクリなし
D：ハクリあり

pd

用紙送り速度を指定します。
2：2ips
4：4ips
6：6ips

pe

リボンあり／なしを指定します。
0：リボンなし
1：リボンあり

説　明

• センサー種別
□ センサーなし

用紙センサーを無効にして用紙送りを行いま
す。

□ 反射センサー
反射センサーを使用して用紙送りを行います。
タグ紙の裏面に設けられた黒マークを反射セ
ンサーで自動で検出し、停止位置を調整しま
す。

□ 透過センサー
透過センサーを使用して用紙送りを行います。
用紙と用紙（ラベルとラベル）の間を透過セ
ンサーで自動で検出し、停止位置を調整しま
す。

• カットあり／なし指定
ハクリあり／なし（pc）が“C（ハクリな
し）”の場合に有効です。“D（ハクリあ
り）”の場合は、カットなしとなります。

• パラメーターに指定文字以外を設定した場合は、コマンドエラーとなります。

• パラメーターが規定桁数でない場合は、コマンドエラーとなります。

• パラメーターを省略すると、コマンドエラーとなります。

注意事項は［ESC］XS（165 ページ）を参照して
ください。
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• 改ページ動作
□【pb=0（カットなし）・pc=C（ハクリなし）

の場合】

□【pb=1（カットあり）場合】

□【pc=D（ハクリあり）の場合】

• 改ページ速度
指定の速度で用紙送りを行います。ただし、
カット印刷時、およびハクリ印刷時の用紙戻し
はリモートパネルユーティリティーのパラメー
ター設定の「用紙戻し速度設定」に従います。

• リボンあり／なし
リボンなし：リボンエラーを検出しない
リボンあり：リボンエラーを検出する

補　足

• 改ページコマンドのパラメーターは設定保存メ
モリーに記録されます（電源をOFFにしても保
持されます）。

• 印刷コマンドでステータス応答ありに指定され
ている場合、改ページ終了後または、エラー発
生時ステータス応答を行います。

（1）用紙セット

ヘッド位置

（2）改ページ終了
　　（用紙の頭出しを
　　　完了し停止）

（1）用紙セット

カット位置 ヘッド位置

（2）カット位置まで
　　  用紙を送る

（3）送った用紙を
　　  カット

（4）改ページ終了

（1）用紙セット

ハクリ位置 ヘッド位置

（2）ハクリ位置まで
　　  用紙を送る

（3）用紙を取り除く

（4）改ページ終了
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例　題

[ESC]D0768,1057,0738[LF][NULL]
[ESC]C[LF][NULL]
[ESC]T01C40[LF][NULL]
[ESC]PC001;0420,0350,2,2,E,00,B[LF][NULL]
[ESC]RC001;ABCD[LF][NULL]
[ESC]XS;I,0002,0010C4000[LF][NULL]

35.0mm

原点

73.8mm

42.0mm

76.8mm

105.7mm
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COMMAND -   -  -  - 16

［ESC］U1
用紙送り

印刷または用紙送りした場合、手でカットできる位置まで用紙を送ります。

書　式

[ESC]U1:pa1pa2pa3pa4[LF][NUL]

pa1pa2pa3pa4

用紙送り量を指定します。4 桁固定で 0.1mm 単
位に指定できます。
【設定範囲】

0030（3.0mm）～ 2000（200.0mm）

補　足

• 用紙送りは印刷または、改ページコマンド
（［ESC］T（65 ページ））で指定された速度で行
います。

例　題

• パラメーターが規定桁数でない場合は、コマン
ドエラーとなります。

• パラメーターを省略すると、コマンドエラーと
なります。

[ESC]T00C40[LF][NULL]
[ESC]U1;0120[LF][NULL]
手でカット
[ESC]U2;0120[LF][NULL]
[ESC]PC000;0100,0100,2,2,W,00,B=A[LF][NULL]
[ESC]XS;I,0002,0000C4001[LF][NULL]
[ESC]U1;0120[LF][NULL]
手でカット
[ESC]U2;0120[LF][NULL]
[ESC]PC000;0100,0100,2,2,W,00,B=B[LF][NULL]
[ESC]XS;I,0001,0000C4001[LF][NULL]
[ESC]U1;0120[LF][NULL]
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COMMAND -   -  -  - 17

［ESC］U2
用紙戻し

手でカットできる位置まで用紙送りをした状態から、次の用紙に印刷するために印刷開始位置まで
用紙を戻します。

書　式

[ESC]U2;pa1pa2pa3pa4[LF][NUL]

pa1pa2pa3pa4

用紙戻し量を指定します。4 桁固定で 0.1mm 単
位に指定できます。
【設定範囲】

0030（3.0mm）～ 2000（200.0mm）

補　足

• 用紙戻しはリモートパネルユーティリティーの
パラメーター設定の「用紙戻し速度設定」に従
います。

例　題

• パラメーターが規定桁数でない場合は、コマン
ドエラーとなります。

• パラメーターを省略すると、コマンドエラーと
なります。

[ESC]T00C40[LF][NULL]
[ESC]U1;0120[LF][NULL]
手でカット
[ESC]U2;0120[LF][NULL]
[ESC]PC000;0100,0100,2,2,W,00,B=A[LF][NULL]
[ESC]XS;I,0002,0000C4001[LF][NULL]
[ESC]U1;0120[LF][NULL]
手でカット
[ESC]U2;0120[LF][NULL]
[ESC]PC000;0100,0100,2,2,W,00,B=B[LF][NULL]
[ESC]XS;I,0001,0000C4001[LF][NULL]
[ESC]U1;0120[LF][NULL]
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COMMAND -   -  -  - 18

［ESC］WB
受信バッファー情報取得

プリンターのステータス、残枚数、および受信バッファーの空き容量を上位装置（ホスト）に送信
します。

書　式

[ESC]WB[LF][NUL]

説　明

• 受信バッファー情報取得コマンドにより、印刷
コマンドのステータス有無の設定に関わらず次
の情報を送信します。
□ プリンターステータス：

最新のプリンター状態。
□ 残枚数：

現在印刷している指定印刷枚数のうち、残り
の印刷枚数。

□ 受信バッファー空き容量：
受信バッファーの空き容量。

□ 受信バッファー全体容量：
受信バッファーの全体容量（プリンターの機
種ごとに異なります）。
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補　足

• ステータス形態は以下のようになります。

□ ステータス形態

• ステータス内容は以下のようになります。

□ プリンターステータス内容

例　題

SOH 01H
ステータスブロック先頭を示す

STX 02H

ステータス
3XH 「プリンターステータス内容」を参

照3XH

ステータス
種類 33H 33H固定

残枚数

3XH
残枚数
0000 ～ 9999
（登録モード時は 0000 固定）

3XH
3XH
3XH

レングス
32H 本ステータスブロック全体のバイト

数33H

受信
バッファー
空き容量

3XH
受信バッファーの空き容量
00000 ～ 99999（KB）
ただし、最大値は受信バッファー全
体容量

3XH
3XH
3XH
3XH

受信
バッファー
全体容量

30H
受信バッファーの全体容量
00000 ～ 99999（KB）
ただし、最大値は機種によって異な
る

34H
30H
39H
36H

CR 0DH
ステータスブロック終端を示す

LF 0AH

プリンターの状態 ステータス

オンライン（待機）状態 30H 30H
カバーを開けた 30H 31H
動作中（コマンド解析中、描画中、印
刷中、用紙送り（戻し）中） 30H 32H

オフライン状態 30H 34H
ハクリ待ち状態 30H 35H
コマンド解析中にコマンドエラーが発
見された 30H 36H

用紙送り中に紙づまりが発生した 31H 31H
用紙なし 31H 33H
リボンなし 31H 34H
サーマルヘッドに断線エラーが発生し
た 31H 37H

サーマルヘッドの温度が高温になりす
ぎた 31H 38H

外字、制御コマンド登録モード 35H 35H

[ESC]WB[LF][NUL]
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COMMAND -   -  -  - 19

［ESC］WR
ソフトウェアリセット

プリンターを電源投入時の状態に戻します。

書　式

[ESC]WR[LF][NUL]

例　題

[ESC]WR[LF][NUL]
COMMAND - 19 ［ESC］WR　〈ソフトウェアリセット〉 ● 72
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COMMAND -   -  -  - 20

［ESC］WS
プリンター情報取得

プリンターのステータスをホストに送信します。

書　式

[ESC]WS[LF][NUL]

説　明

• プリンター情報取得コマンドにより、印刷コマ
ンドのステータス有／無の設定に関わらず次の
情報を送信します。
□ プリンターステータス：

最新のプリンター状態。

□ 残枚数：
現在印刷している指定印刷枚数のうち、残り
の印刷枚数。

補　足

• ステータス形態は以下のようになります。

□ ステータス形態

• ステータス内容は以下のようになります。

□ プリンターステータス内容

例　題

SOH 01H
ステータスブロック先頭を示す

STX 02H

ステータス
3XH 「プリンターステータス内容」を参

照3XH

ステータス
種類 3XH

1（31H）：プリンター情報取得コマ
ンド時

2（32H）：ステータス自動送信時

残枚数

3XH
残枚数
0000 ～ 9999
（登録モード時は 0000 固定）

3XH
3XH
3XH

ETX 03H 固定値

EOT 04H 固定値

CR 0DH
ステータスブロック終端を示す

LF 0AH

プリンターの状態 ステータス

オンライン（待機）状態 30H 30H
カバーを開けた 30H 31H
動作中（コマンド解析中、描画中、印刷中、
用紙送り（戻し）中） 30H 32H

オフライン状態 30H 34H
ハクリ待ち状態 30H 35H
コマンド解析中にコマンドエラーが発見さ
れた 30H 36H

用紙送り中に紙づまりが発生した 31H 31H
用紙なし 31H 33H
リボンなし 31H 34H
サーマルヘッドに断線エラーが発生した 31H 37H
サーマルヘッドの温度が高温になりすぎた 31H 38H
外字、制御コマンド登録モード 35H 35H

[ESC]WS[LF][NUL]
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COMMAND -   -  -  - 21

［ESC］XB
バーコード／2次元コード書式設定

バーコードを用紙（ラベル）上のどの位置にどのように印刷するかその書式を設定します。

書　式

バーコード別に、別途定義します。

説　明

• 書式番号
データコマンド（［ESC］RB（49 ページ））で
描画を行う場合、書式番号で指定した書式が選
択されます。

• 基点

印刷方向：通常印刷の場合

印刷方向：180°回転印刷の場合

基点は、バーコード描画の結果が書式設定コマ
ンド（［ESC］D（20 ページ））で設定された印
刷範囲内に入るように設定してください。

• バーコードの種類

0：JAN/EAN8

1：MSI/Plessey

2：ITF（Interleaved 2of5）

3：CODE39

4： Codabar（NW7）

用紙

用紙送り方向

台紙

原点
（0, 0）

印刷長

印刷幅

X
Y

0
基点

用紙

用紙送り方向

台紙

原点
（0, 0）

印刷長

印刷幅

X
Y

0
基点
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5：JAN/EAN13

6：UPC-E

7：JAN/EAN13+2digits

8：JAN/EAN13+5digits

9、A：CODE128

B：CODE39（フルアスキー）

C：CODE93

G：UPC-E+2digits

H：UPC-E+5digits

I：JAN/EAN8+2digits

J：JAN/EAN8+5digits

K：UPC-A

L：UPC-A+2digits

M：UPC-A+5digits

N：UCC/EAN128（GS1-128）

O：Code2of5（Industrial 2of5）
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P：PDF417

Q：DataMatrix

R：カスタマーバーコード

T：QRCode（モデル 1、モデル 2）

X：Micro PDF417

Z：MaxiCode

a：NEC 2 of 5 (COOP 2 of 5)

b：GS1DataBar

RSS-14

RSS-14 Stacked

RSS-14 Stacked Omnidirectional

RSS Limited

RSS Expanded

RSS Expanded Stacked

c：GS1 Composite

EAN-13 with CC-A

EAN-8 with CC-A

UPC-A with CC-A
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UPC-E with CC-A

GS1 DataBar Standard with CC-A

GS1 DataBar Truncated with CC-A

GS1 DataBar Stacked with CC-A

GS1 DataBar Stacked Omnidirectional 
with CC-A

GS1 DataBar Limited with CC-A

GS1-128 with CC-A

GS1-128 with CC-C

• バーコードの回転方向

• ゼロサプレスの指定

指定した桁より上位にあるデータ列中の 0（ゼ
ロ）をスペースに置き換えます。
ただし、データ列よりも指定桁数が大きい場合
はゼロサプレスを行わずそのまま描画します。
データ列は最大 40桁であり 41桁以上の場合、
データ列の描画は行いません。
送信印刷データにスタート／ストップコードを
含めて送信した場合、スタート／ストップコー
ドも桁数に数えます。

• 印刷するデータ列
『＝』の指定により描画データを設定することが
できます。
最大印刷桁はバーコードの種類により異なりま
す。
コードは各バーコード別で説明しているバー
コードコード表を参照してください。

参　照
 

• ビットマップフォント書式設定 ..................................................................［ESC］PC（29 ページ）

• アウトラインフォント書式設定 ..................................................................［ESC］PV（41 ページ）

• バーコード／ 2次元コードデータ..............................................................［ESC］RB（49 ページ）

ゼロサプレス
桁数 0 1 2 2 3 4 5

データ 0000 0000 0009 0A98 0987 0987 0987
印　字 0000 ___0 __09 _A98 _987 0987 0987

基点

0° 90° 180° 270°

0° 90° 180° 270°

*  1  2  3  4  5  *

*  1  2  3  4  5  *

*  1  2  3  4  5  *

* 
 1
  2
  3
  4
  5
  *

基点
COMMAND - 21 ［ESC］XB　〈バーコード／ 2次元コード書式設定〉 ● 77



印
刷
の
し
く
み

は
じ
め
に

索
　
引

資
　
料

制
御
コ
マ
ン
ド

目
　
次

例　題

（1）

[ESC]C[LF][NULL]
[ESC]XB01;0200,0125,3,1,08,08,12,12,04,0,0200,+0000000000,1,00,N[LF][NULL]
[ESC]XB02;0750,0550,3,1,03,03,08,08,03,3,0150=12345[LF][NULL]
[ESC]RB01;*ABCDE*[LF][NULL]
[ESC]XS;I,0001,0010C4100[LF][NULL]

原点（0, 0）
印刷範囲

20.0mm

55.0mm

12.5mm

20.0mm

75.0mm 15.0mm
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（2）

[ESC]C[LF][NULL]
[ESC]PC001;0700,0500,2,2,M,33,B[LF][NULL]
[ESC]PV01;0200,0450,0050,0050,H,00,B,+0000000001[LF][NULL]
[ESC]XB01;0200,0150,5,3,03,0,0150=123456789012[LF][NULL]
[ESC]RC001;ABC[LF][NULL]
[ESC]RV01;1234[LF][NULL]
[ESC]XS;I,0001,0010C4000[LF][NULL]

原点（0, 0）
印刷範囲

15.0mm
50.0mm

15.0mm

20.0mm

45.0mm

70.0mm
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（3）

[ESC]C[LF][NULL]
[ESC]XB01;0050,0100,P,04,03,03,0,0010[LF][NULL]
[ESC]XB02;0500,0300,T,L,05,A,0[LF][NULL]
[ESC]RB01;PDF417 Sample[LF][NULL]
[ESC]RB02;QRCODE Sample[LF][NULL]
[ESC]XS;I,0001,0010C4000[LF][NULL]

原点（0, 0）
印刷範囲

30.0mm

10.0mm

5.0mm
50.0mm
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COMMAND -   -  -  - 22

［ESC］XB
Codabar（NW7）

Codabar（NW7）に準拠したバーコードを用紙（ラベル）上のどの位置にどのように印刷するか
その書式を設定します。

書　式

[ESC]XBpa1pa2;pb1pb2pb3pb4,pc1pc2pc3pc4pc5,pd,pe,pf1pf2,pg1pg2,ph1ph2,pi1pi2,pj1
pj2,pk,pl1pl2pl3pl4(,pmpn1pn2pn3pn4pn5pn6pn7pn8pn9pn10,po,pp1pp2)(,pq)(=pr1pr2
pr3…prn)[LF][NUL] n=Max.125

pa1pa2

書式番号を指定します。2桁固定です。
【設定範囲】

00～ 31
pb1pb2pb3pb4

バーコードの基点 X座標を指定します。4桁固定
で 0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

0000（0.0mm）～ 9999（999.9mm）
pc1pc2pc3pc4pc5

バーコードの基点 Y座標を指定します。4桁 また
は 5 桁で 0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

4桁の場合
0000（0.0mm）～ 9999（999.9mm）
5桁の場合
00000（0.0mm）～ 99999（9999.9mm）

pd

バーコードの種類を指定します。
4：Codabar（NW7）

pe

チェックデジットの種類を指定します。
1：チェックデジット付加なし固定

pf1pf2

細バー幅を指定します。2桁固定で 1ドット単位
に指定できます。
【設定範囲】

01～ 99
pg1pg2

細スペース幅を指定します。2桁固定で 1ドット
単位に指定できます。
【設定範囲】

01～ 99

ph1ph2

太バー幅を指定します。2桁固定で 1ドット単位
に指定できます。
【設定範囲】

01～ 99
pi1pi2

太スペース幅を指定します。2桁固定で 1ドット
単位に指定できます。
【設定範囲】

01～ 99
pj1pj2

キャラクター間スペース幅を指定します。2 桁固
定で 1ドット単位に指定できます。
【設定範囲】

01～ 99
pk

バーコードの回転方向を指定します。
0：0 ﾟ
1：90 ﾟ
2：180 ﾟ
3：270 ﾟ

pl1pl2pl3pl4

バーコードの高さを指定します。4桁固定で0.1mm
単位に指定できます。
【設定範囲】

0000（0.0mm）～ 1000（100.0mm）
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pmpn1pn2pn3pn4pn5pn6pn7pn8pn9pn10

インクリメント／デクリメントを指定します。省
略可能です。省略時、インクリメント／デクリメ
ントは行いません。
pm

インクリメントするかデクリメントするかを指
定します。

+：インクリメント
-：デクリメント

pn1pn2pn3pn4pn5pn6pn7pn8pn9pn10

インクリメント／デクリメントの増減値を指定
します。10桁固定です。
【設定範囲】

0000000000 ～ 9999999999
po

バー下数字印刷を指定します。省略可能です。省
略時、バー下数字は印刷しません。

0：バー下数字なし
1：バー下数字あり

pp1pp2

“00”固定です。省略可能です。
pq

スタート／ストップコードの付加を指定します。
省略可能です。省略時、スタート／ストップコー
ドは自動付加します。

T：スタートコードのみ付加
P：ストップコードのみ付加
N：スタート／ストップコード付加なし

pr1pr2pr3…prn

印刷するデータ列を指定します（省略可能）。最
大 125 桁です。

説　明

• チェックデジットの種類
チェックデジット付加なしの場合、データ列の
バーコードをそのまま描画します。

• バー幅、スペース幅、キャラクター間スペース
の指定
バーコードの種類によりバー、スペース、キャ
ラクター間スペースの幅を指定します。バー
コードの回転方向、種類、桁数、印刷速度、使
用する用紙等の条件により、指定すべき適正値
が異なるので注意してください。

• バーコードの高さ

バーコードの高さ＝0000の時、バーコード、バー
下数字は描画しません。
ただし、前ラベルで描画したバーコードはクリア
します。

• バー下数字
バー下数字あり／なしのパラメーターに従い
バー下数字を付加します。バー下数字の印刷内
容はバーコードの種類により異なります。
バー下数字の文字種類はOCR-Bを用いバー
コードの幅に応じて横方向のみ拡大、縮小され
ます。縦方向は 1倍固定で描画します。

バー下数字描画位置

• スタート／ストップコード
このパラメーター指定がある場合、送信印刷
データにスタートコード、ストップコードを設
定し、正しく送信してください。
このパラメーターを省略した場合、スタート／
ストップコード“ａ”を付加します。

• 基点は、書式設定コマンド（［ESC］D（20 ページ））で設定された印刷範囲内に入るように設定してください。

• パラメーターに指定文字以外を設定した場合は、コマンドエラーとなります。
パラメーターが規定桁数でない場合は、コマンドエラーとなります。

• 省略可能以外のパラメーターを省略するとコマンドエラーとなります。

高さ

高さ

基点

基点
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• インクリメント／デクリメント指定
1 ページ印刷するごとに、データ列の数字を加算
（インクリメント）／減算（デクリメント）しな
がら印刷します。
データ列は最大 40 桁であり 41 桁以上の場合、
データ列の描画は行いません。
□ インクリメント／デクリメントの英・数字対応

データの中に数字以外の文字列が含まれてい
ても、インクリメント／デクリメントを行い
ます。

インクリメント／デクリメント桁数は、英・
数字・記号すべて合わせて 40桁まで有効で
す。数字のみを抜き出してインクリメント／
デクリメント計算を行い、元の位置に戻して
描画します。

□ インクリメント／デクリメント計算例

補　足

• バーコード表

初期値 00000 A1B2C 8D7!6 E5F4G

インクリメント／
デクリメント ＋ 1 ＋ 1 ＋4 ー2

1 枚目 00000 A1B2C 8D7!6 E5F4G
2枚目 00001 A1B3C 8D8!0 E5F2G
3枚目 00002 A1B4C 8D8!4 E5F0G
4枚目 00003 A1B5C 8D8!8 E4F8G
5枚目 00004 A1B6C 8D9!2 E4F6G

2 3 4 5 6 7

0 0

1 1 A a

2 2 B b

3 3 C c t

4 $ 4 D d

5 5

6 6

7 7

8 8

9 9

A * :

B +

C

D -

E . n

F /
COMMAND - 22 ［ESC］XB　〈Codabar（NW7）〉 ● 83



印
刷
の
し
く
み

は
じ
め
に

索
　
引

資
　
料

制
御
コ
マ
ン
ド

目
　
次

COMMAND -   -  -  - 23

［ESC］XB
Code 2of5（Industrial 2of5）

Code 2of5（Industrial 2 of 5）に準拠したバーコードを用紙（ラベル）上のどの位置にどのよ
うに印刷するかその書式を設定します。

書　式

[ESC]XBpa1pa2;pb1pb2pb3pb4,pc1pc2pc3pc4pc5,pd,pe,pf1pf2,pg1pg2,ph1ph2,pi1pi2,pj1
pj2,pk,pl1pl2pl3pl4(,pmpn1pn2pn3pn4pn5pn6pn7pn8pn9pn10,po,pp1pp2)(=pq1pq2pq3…
pqn)[LF][NUL] n=Max.126

pa1pa2

書式番号を指定します。2桁固定です。
【設定範囲】

00～ 31
pb1pb2pb3pb4

バーコードの基点 X座標を指定します。4桁固定
で 0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

0000（0.0mm）～ 9999（999.9mm）
pc1pc2pc3pc4pc5

バーコードの基点 Y座標を指定します。4桁 また
は 5 桁で 0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

4桁の場合
0000（0.0mm）～ 9999（999.9mm）
5桁の場合
00000（0.0mm）～ 99999（9999.9mm）

pd

バーコードの種類を指定します。
O：Code 2 of 5（Industrial 2 of 5）

pe

チェックデジットの種類を指定します。
1：チェックデジット付加なし
2：チェックデジットチェック
（モジュラスチェックキャラクター）

3：チェックデジット自動付加
（モジュラスチェックキャラクター）

pf1pf2

細バー幅を指定します。2桁固定で 1ドット単位
に指定できます。
【設定範囲】

01～ 99

pg1pg2

細スペース幅を指定します。2桁固定で 1ドット
単位に指定できます。
【設定範囲】

01～ 99
ph1ph2

太バー幅を指定します。2桁固定で 1ドット単位
に指定できます。
【設定範囲】

01～ 99
pi1pi2

太スペース幅を指定します。2桁固定で 1ドット
単位に指定できます。
【設定範囲】

00～ 99
pj1pj2

キャラクター間スペース幅を指定します。2 桁固
定で 1ドット単位に指定できます。
【設定範囲】

01～ 99
pk

バーコードの回転方向を指定します。
0：0 ﾟ
1：90 ﾟ
2：180 ﾟ
3：270 ﾟ

pl1pl2pl3pl4

バーコードの高さを指定します。4桁固定で0.1mm
単位に指定できます。
【設定範囲】

0000（0.0mm）～ 1000（100.0mm）
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pmpn1pn2pn3pn4pn5pn6pn7pn8pn9pn10

インクリメント／デクリメントを指定します。省
略可能です。省略時、インクリメント／デクリメ
ントは行いません。
pm

インクリメントするかデクリメントするかを指
定します。

+：インクリメント
-：デクリメント

pn1pn2pn3pn4pn5pn6pn7pn8pn9pn10

インクリメント／デクリメントの増減値を指定
します。10桁固定です。
【設定範囲】

0000000000 ～ 9999999999

po

バー下数字印刷を指定します。省略可能です。省
略時、バー下数字は印刷しません。

0：バー下数字なし
1：バー下数字あり

pp1pp2

“00”固定です。省略可能です。
pq1pq2pq3…pqn

印刷するデータ列を指定します（省略可能）。最
大 126 桁です。

説　明

• チェックデジットの種類
□ チェックデジット付加なしの場合、データ列

のバーコードをそのまま描画します。
□ チェックデジットチェックの場合、チェック

デジットをチェックし正常の場合は、バー
コードの描画を行います。チェックデジット
が正しくない場合は、バーコードの描画を行
いません。

□ チェックデジット自動付加の場合、チェックデ
ジットを付加しバーコードの描画を行います。

• バー幅、スペース幅、キャラクター間スペース
の指定
バーコードの種類によりバー、スペース、キャ
ラクター間スペースの幅を指定します。バー
コードの回転方向、種類、桁数、印刷速度、使
用する用紙等の条件により、指定すべき適正値
が異なるので注意してください。

• バーコードの高さ

バーコードの高さ＝ 0000 の時、バーコード、
バー下数字は描画しません。
ただし、前ラベルで描画したバーコードはクリ
アします。

• 基点は、書式設定コマンド（［ESC］D（20 ページ））で設定された印刷範囲内に入るように設定してください。

• パラメーターに指定文字以外を設定した場合は、コマンドエラーとなります。
パラメーターが規定桁数でない場合は、コマンドエラーとなります。

• 省略可能以外のパラメーターを省略するとコマンドエラーとなります。

高さ

高さ

基点

基点
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• バー下数字
バー下数字あり／なしのパラメーターに従い
バー下数字を付加します。バー下数字の印刷内
容はバーコードの種類により異なります。
バー下数字の文字種類はOCR-B を用いバー
コードの幅に応じて横方向のみ拡大、縮小され
ます。縦方向は 1倍固定で描画します。

バー下数字描画位置

• インクリメント／デクリメント指定
1ページ印刷するごとに、データ列の数字を加算
（インクリメント）／減算（デクリメント）しな
がら印刷します。
データ列は最大 40桁であり 41桁以上の場合、
データ列の描画は行いません。
□ インクリメント／デクリメント桁数は、英・

数字・記号すべて合わせて 40桁まで有効で
す。数字のみを抜き出してインクリメント／
デクリメント計算を行い、元の位置に戻して
描画します。

□ インクリメント／デクリメント計算例

補　足

• バーコード表

初期値 00000 A1B2C 8D7!6 E5F4G

インクリメント／
デクリメント ＋ 1 ＋ 1 ＋4 ー2

1 枚目 00000 A1B2C 8D7!6 E5F4G
2枚目 00001 A1B3C 8D8!0 E5F2G
3枚目 00002 A1B4C 8D8!4 E5F0G
4枚目 00003 A1B5C 8D8!8 E4F8G
5枚目 00004 A1B6C 8D9!2 E4F6G

2 3 4 5 6 7

0 0

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

6 6

7 7

8 8

9 9

A

B

C

D

E

F
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COMMAND -   -  -  - 24

［ESC］XB
CODE128（自動切り換えあり）
CODE128（自動切り換えなし）

CODE128（自動切り換えあり）およびCODE128（自動切り換えなし）に準拠したバーコードを
用紙（ラベル）上のどの位置にどのように印刷するかその書式を設定します。

書　式

[ESC]XBpa1pa2;pb1pb2pb3pb4,pc1pc2pc3pc4pc5,pd,pe,pf1pf2,pg,ph1ph2ph3ph4(,pipj1p

j2pj3pj4pj5pj6pj7pj8pj9pj10,pk1pk2pk3,pl,pm1pm2)(=pn1pn2pn3…pnn)[LF][NUL] 
n=Max.60

pa1pa2

書式番号を指定します。2桁固定です。
【設定範囲】

00～ 31
pb1pb2pb3pb4

バーコードの基点 X座標を指定します。4桁固定
で 0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

0000（0.0mm）～ 9999（999.9mm）
pc1pc2pc3pc4pc5

バーコードの基点 Y座標を指定します。4桁 また
は 5 桁で 0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

4桁の場合
0000（0.0mm）～ 9999（999.9mm）
5桁の場合
00000（0.0mm）～ 99999（9999.9mm）

pd

バーコードの種類を指定します。
9：CODE128（コード自動切り換えあり）
A：CODE128（コード自動切り換えなし）

pe

チェックデジットの種類を指定します。
3：チェックデジット自動付加
（PSEUDO103）

pf1pf2

1 モジュール幅を指定します。2 桁固定で 1 ドッ
ト単位に指定できます。
【設定範囲】

01～ 15

pg

バーコードの回転方向を指定します。
0：0 ﾟ
1：90 ﾟ
2：180 ﾟ
3：270 ﾟ

ph1ph2ph3ph4

バーコードの高さを指定します。4桁固定で0.1mm
単位に指定できます。
【設定範囲】

0000（0.0mm）～ 1000（100.0mm）
pipj1pj2pj3pj4pj5pj6pj7pj8pj9pj10

インクリメント／デクリメントを指定します。省
略可能です。省略時、インクリメント／デクリメ
ントは行いません。
pi

インクリメントするかデクリメントするかを指
定します。

+：インクリメント
-：デクリメント

pj1pj2pj3pj4pj5pj6pj7pj8pj9pj10

インクリメント／デクリメントの増減値を指定
します。10桁固定です。
【設定範囲】

0000000000 ～ 9999999999
pk1pk2pk3 

“000”固定です。省略可能です。

（,pipj1pj2pj3pj4pj5pj6pj7pj8pj9pj10,pk1pk2pk3,pl,pm1pm2）は、1つでも設定したい場合はすべて設定する必
要があります。1つだけ省略することはできません。
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pl

バー下数字印刷を指定します。省略可能です。省
略時、バー下数字は印刷しません。

0：バー下数字なし
1：バー下数字あり

pm1pm2

ゼロサプレスする桁数を指定します。省略可能で
す。省略時、ゼロサプレス処理は行いません。2
桁固定です。
【設定範囲】

00～ 40

pn1pn2pn3…pnn

印刷するデータ列です（省略可能）。最大 60桁で
す。 

説　明

• チェックデジットの種類
チェックデジット種類の指定に関係なく、必ず
チェックデジットは自動付加となります。

• バー幅、スペース幅、キャラクター間スペース
の指定
バーコードの種類によりバー、スペース、キャ
ラクター間スペースの幅を指定します。バー
コードの回転方向、種類、桁数、印刷速度、使
用する用紙等の条件により、指定すべき適正値
が異なるので注意してください。
1モジュールの幅を指定すると 2～ 6モジュー
ルの幅は自動計算されます。

• バーコードの高さ

バーコードの高さ＝ 0000 の時、バーコード、
バー下数字は描画しません。
ただし、前ラベルで描画したバーコードはクリ
アします。

• バー下数字
バー下数字あり／なしのパラメーターに従い
バー下数字を付加します。バー下数字の印刷内
容はバーコードの種類により異なります。
バー下数字の文字種類はOCR-Bを用いバー
コードの幅に応じて横方向のみ拡大、縮小され
ます。縦方向は 1倍固定で描画します。

バー下数字描画位置（例：CODE128（自動切り
換えあり）

• 基点は、書式設定コマンド（［ESC］D（20 ページ））で設定された印刷範囲内に入るように設定してください。

• パラメーターに指定文字以外を設定した場合は、コマンドエラーとなります。
パラメーターが規定桁数でない場合は、コマンドエラーとなります。

• 省略可能以外のパラメーターを省略するとコマンドエラーとなります。

高さ

高さ

基点

基点
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• インクリメント／デクリメント指定
1ページ印刷するごとに、データ列の数字を加算
（インクリメント）／減算（デクリメント）しな
がら印刷します。
データ列は最大 40桁であり 41桁以上の場合、
データ列の描画は行いません。
CODE128（自動切り換えなし）の場合、スター
トコード（CODE A、CODE B、CODE C）は 2
桁と数えます。
□ インクリメント／デクリメントの英・数字対応

データの中に数字以外の文字列が含まれてい
ても、インクリメント／デクリメントを行い
ます。

インクリメント／デクリメント桁数は、英・
数字・記号すべて合わせて 40桁まで有効で
す。数字のみを抜き出してインクリメント／
デクリメント計算を行い、元の位置に戻して
描画します。

□ インクリメント／デクリメント計算例

□ CODE128 特殊コードを含むデータのインク
リメント／デクリメント
データ列中の最下位の桁からインクリメント
／デクリメント計算をしていき、計算しよう
とする列のデータが数字だった場合、その桁
の上位桁が‘＞’であった時は特殊コード
（下表の下線部）なので、その 2桁はインク
リメント／デクリメントを行わずに次の桁を
計算します。

□ CODE128 インクリメント／デクリメント計
算例

• ゼロサプレスの指定

指定した桁より上位にあるデータ列中の 0（ゼ
ロ）をスペースに置き換えます。
ただし、データ列よりも指定桁数が大きい場合
はゼロサプレスを行わずそのまま描画します。
データ列は最大 40桁であり 41桁以上の場合、
データ列の描画は行いません。

補　足

• バーコード表

□ 制御コードデータの送り方
NUL（00H） → ＞＠（3EH,40H）
SOH（01H） → ＞A（3EH,41H）
STX（02H） → ＞B（3EH,42H）

GS（1DH） → ＞］（3EH,5DH）
RS（1EH） → ＞＾（3EH,5EH）
US（1FH） → ＞ （3EH,5FH）

初期値 00000 A1B2C 8D7!6 E5F4G

インクリメント／
デクリメント ＋ 1 ＋ 1 ＋4 ー2

1 枚目 00000 A1B2C 8D7!6 E5F4G
2枚目 00001 A1B3C 8D8!0 E5F2G
3枚目 00002 A1B4C 8D8!4 E5F0G
4枚目 00003 A1B5C 8D8!8 E4F8G
5枚目 00004 A1B6C 8D9!2 E4F6G

初期値 00000 00>07 0F>07 2F8>07

インクリメント
／デクリメント ＋ 1 ＋1 ＋1 ＋1

1 枚目 00000 01>07 0F>07 2F9>07
2 枚目 00001 01>08 0F>08 2F9>08
3 枚目 00002 01>09 0F>09 2F9>09
4 枚目 00003 02>00 1F>00 3F0>00
5 枚目 00004 02>01 1F>01 3F0>01

ゼロサプレス
桁数 0 1 2 2 3 4 5

データ 0000 0000 0009 0A98 0987 0987 0987
印　字 0000 ___0 __09 _A98 _987 0987 0987

転送コード

－ － 2 3 4 5 6 7

0 NUL DLE SP 0 @ P ‘ p

1 SOH DC1 ! 1 A Q a q

2 STX DC2 " 2 B R b r

3 ETX DC3 # 3 C S c s

4 EOT DC4 $ 4 D T d t

5 ENQ NAK % 5 E U e u

6 ACK SYN & 6 F V f v

7 BEL ETB ' 7 G W g w

8 BS CAN ( 8 H X h x

9 HT EM ) 9 I Y i y

A LF SUB * : J Z j z

B VT ESC + ; K [ k {

C FF FS , < L \ l ¦

D CR GS - = M ] m }

E SO RS . > N ^ n ̃

F SI US / ? O _ o △

転送コード

－ － 2 3 4 5 6 7

～
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□ 特殊コードの送り方
Value
30（＞というｷｬﾗｸﾀｰ）→ ＞ 0
95 → ＞ 1
96 → ＞ 2
97 → ＞ 3
98 → ＞ 4
99 → ＞ 5
100 → ＞ 6
101 → ＞ 7
102 → ＞ 8

□ スタートコードの指定
START（CODE A） → ＞ 7
START（CODE B） → ＞ 6
START（CODE C） → ＞ 5

描画コード（VALUEコード表）

VALUE CODE A
CODE 
B

CODE 
C VALUE CODE A

CODE 
B

CODE 
C VALUE CODE A

CODE 
B

CODE 
C

0 SP SP 00 36 D D 36 72 BS h 72
1 ! ! 01 37 E E 37 73 HT i 73
2 " " 02 38 F F 38 74 LF j 74
3 # # 03 39 G G 39 75 VT k 75
4 $ $ 04 40 H H 40 76 FF l 76
5 % % 05 41 I I 41 77 CR m 77
6 & & 06 42 J J 42 78 SO n 78
7 ' ' 07 43 K K 43 79 SI o 79
8 ( ( 08 44 L L 44 80 DLE p 80
9 ) ) 09 45 M M 45 81 DC1 q 81
10 * * 10 46 N N 46 82 DC2 r 82
11 + + 11 47 O O 47 83 DC3 s 83
12 , , 12 48 P P 48 84 DC4 t 84
13 - - 13 49 Q Q 49 85 NAK u 85
14 . . 14 50 R R 50 86 SYN v 86
15 / / 15 51 S S 51 87 ETB w 87
16 0 0 16 52 T T 52 88 CAN x 88
17 1 1 17 53 U U 53 89 EM y 89
18 2 2 18 54 V V 54 90 SUB z 90
19 3 3 19 55 W W 55 91 ESC { 91
20 4 4 20 56 X X 56 92 FS ¦ 92
21 5 5 21 57 Y Y 57 93 GS } 93
22 6 6 22 58 Z Z 58 94 RS ̃ 94
23 7 7 23 59 [ [ 59 95 US DEL 95
24 8 8 24 60 \ \ 60 96 FNC3 FNC3 96
25 9 9 25 61 ] ] 61 97 FNC2 FNC2 97
26 : : 26 62 ^ ^ 62 98 SHIFT SHIFT 98
27 ; ; 27 63 _ _ 63 99 CODE C CODE C 99
28 < < 28 64 NUL ‘ 64 100 CODE B FNC4 CODE B
29 = = 29 65 SOH a 65 101 FNC4 CODE A CODE B
30 > > 30 66 STX b 66 102 FNC1 FNC1 FNC1
31 ? ? 31 67 ETX c 67
32 @ @ 32 68 EOT d 68 103 START CODE A
33 A A 33 69 ENQ e 69 104 START CODE B
34 B B 34 70 ACK f 70 105 START CODE C
35 C C 35 71 BEL g 71
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COMMAND -   -  -  - 25

［ESC］XB
CODE39

CODE39（フルアスキー）

CODE39およびCODE39（フルアスキー）に準拠したバーコードを用紙（ラベル）上のどの位置
にどのように印刷するかその書式を設定します。

書　式

[ESC]XBpa1pa2;pb1pb2pb3pb4,pc1pc2pc3pc4pc5,pd,pe,pf1pf2,pg1pg2,ph1ph2,pi1pi2,pj1
pj2,pk,pl1pl2pl3pl4(,pmpn1pn2pn3pn4pn5pn6pn7pn8pn9pn10,po,pp1pp2)(,pq)(=pr1pr2
pr3…prn)[LF][NUL] 
CODE39：n=Max.123
CODE39（フルアスキー）：n=Max.60

pa1pa2

書式番号を指定します。2桁固定です。
【設定範囲】

00～ 31
pb1pb2pb3pb4

バーコードの基点 X座標を指定します。4桁固定
で 0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

0000（0.0mm）～ 9999（999.9mm）
pc1pc2pc3pc4pc5

バーコードの基点 Y座標を指定します。4桁 また
は 5 桁で 0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

4桁の場合
0000（0.0mm）～ 9999（999.9mm）
5桁の場合
00000（0.0mm）～ 99999（9999.9mm）

pd

バーコードの種類を指定します。
3：CODE39
B：CODE39（フルアスキー）

pe

チェックデジットの種類を指定します。
1：チェックデジット付加なし
2：チェックデジットチェック
（モジュラス 43）

3：チェックデジット自動付加
（モジュラス 43）

pf1pf2

細バー幅を指定します。2桁固定で 1ドット単位
に指定できます。
【設定範囲】

01～ 99

pg1pg2

細スペース幅を指定します。2桁固定で 1ドット
単位に指定できます。
【設定範囲】

01～ 99
ph1ph2

太バー幅を指定します。2桁固定で 1ドット単位
に指定できます。
【設定範囲】

01～ 99
pi1pi2

太スペース幅を指定します。2桁固定で 1ドット
単位に指定できます。
【設定範囲】

01～ 99
pj1pj2

キャラクター間スペース幅を指定します。2 桁固
定で 1ドット単位に指定できます。
【設定範囲】

01～ 99
pk

バーコードの回転方向を指定します。
0：0 ﾟ
1：90 ﾟ
2：180 ﾟ
3：270 ﾟ

pl1pl2pl3pl4

バーコードの高さを指定します。4桁固定で0.1mm
単位に指定できます。
【設定範囲】

0000（0.0mm）～ 1000（100.0mm）
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pmpn1pn2pn3pn4pn5pn6pn7pn8pn9pn10

インクリメント／デクリメントを指定します。省
略可能です。省略時、インクリメント／デクリメ
ントは行いません。
pm

インクリメントするかデクリメントするかを指
定します。

+：インクリメント
-：デクリメント

pn1pn2pn3pn4pn5pn6pn7pn8pn9pn10

インクリメント／デクリメントの増減値を指定
します。10桁固定です。

0000000000 ～ 9999999999
po

バー下数字印刷を指定します。省略可能です。省
略時、バー下数字は印刷しません。

0：バー下数字なし
1：バー下数字あり

pp1pp2

ゼロサプレスする桁数を指定します。省略可能で
す。省略時、ゼロサプレス処理は行いません。2
桁固定です。
【設定範囲】

00～ 40
pq

スタート／ストップコードの付加を指定します。
省略可能です。省略時、スタート／ストップコー
ドは自動付加します。

T：スタートコードのみ付加
P：ストップコードのみ付加
N：スタート／ストップコード付加なし

pr1pr2pr3…prn

印刷するデータ列を指定します（省略可能）。
CODE39 の場合は、最大 123 桁、CODE39（フ
ルアスキー）の場合は最大 60桁です。

説　明

• チェックデジットの種類
□ チェックデジット付加なしの場合、データ列

のバーコードをそのまま描画します。
□ チェックデジットチェックの場合、チェック

デジットをチェックし正常の場合は、バー
コードの描画を行います。チェックデジット
が正しくない場合は、バーコードの描画を行
いません。

□ チェックデジット自動付加の場合、チェック
デジットを付加しバーコードの描画を行いま
す。

• バー幅、スペース幅、キャラクター間スペース
の指定
バーコードの種類によりバー、スペース、キャ
ラクター間スペースの幅を指定します。バー
コードの回転方向、種類、桁数、印刷速度、使
用する用紙等の条件により、指定すべき適正値
が異なるので注意してください。

• バーコードの高さ

バーコードの高さ＝ 0000 の時、バーコード、
バー下数字は描画しません。
ただし、前ラベルで描画したバーコードはクリ
アします。

• 基点は、書式設定コマンド（［ESC］D（20 ページ））で設定された印刷範囲内に入るように設定してください。

• パラメーターに指定文字以外を設定した場合は、コマンドエラーとなります。
パラメーターが規定桁数でない場合は、コマンドエラーとなります。

• 省略可能以外のパラメーターを省略するとコマンドエラーとなります。

高さ

高さ

基点

基点
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• バー下数字
バー下数字あり／なしのパラメーターに従い
バー下数字を付加します。バー下数字の印刷内
容はバーコードの種類により異なります。
バー下数字の文字種類はOCR-B を用いバー
コードの幅に応じて横方向のみ拡大、縮小され
ます。縦方向は 1倍固定で描画します。

バー下数字描画位置（例：CODE39（フルアス
キー））

• インクリメント／デクリメント指定
1ページ印刷するごとに、データ列の数字を加算
（インクリメント）／減算（デクリメント）しな
がら印刷します。
データ列は最大 40桁であり 41桁以上の場合、
データ列の描画は行いません。
□ インクリメント／デクリメントの英・数字対応

データの中に数字以外の文字列が含まれてい
ても、インクリメント／デクリメントを行い
ます。

インクリメント／デクリメント桁数は、英・
数字・記号すべて合わせて 40桁まで有効で
す。数字のみを抜き出してインクリメント／
デクリメント計算を行い、元の位置に戻して
描画します。

□ インクリメント／デクリメント計算例

• ゼロサプレスの指定

指定した桁より上位にあるデータ列中の 0（ゼ
ロ）をスペースに置き換えます。
ただし、データ列よりも指定桁数が大きい場合
はゼロサプレスを行わずそのまま描画します。
データ列は最大 40桁であり 41桁以上の場合、
データ列の描画は行いません。

• スタート／ストップコード
このパラメーター指定がある場合、送信印刷
データにスタートコード、ストップコードを設
定し、正しく送信してください。
このパラメーターを省略した場合、スタート／
ストップコード“＊”を付加します。

初期値 00000 A1B2C 8D7!6 E5F4G

インクリメント／
デクリメント ＋ 1 ＋ 1 ＋4 ー2

1 枚目 00000 A1B2C 8D7!6 E5F4G
2枚目 00001 A1B3C 8D8!0 E5F2G
3枚目 00002 A1B4C 8D8!4 E5F0G
4枚目 00003 A1B5C 8D8!8 E4F8G
5枚目 00004 A1B6C 8D9!2 E4F6G

ゼロサプレス
桁数 0 1 2 2 3 4 5

データ 0000 0000 0009 0A98 0987 0987 0987
印　字 0000 ___0 __09 _A98 _987 0987 0987
COMMAND - 25 ［ESC］XB　〈CODE39 CODE39（フルアスキー）〉 ● 93



印
刷
の
し
く
み

は
じ
め
に

索
　
引

資
　
料

制
御
コ
マ
ン
ド

目
　
次

補　足

• バーコード表（CODE39）

• バーコード表（CODE39（フルアスキー））

2 3 4 5 6 7

0 SP 0 P

1 1 A Q

2 2 B R

3 3 C S

4 $ 4 D T

5 % 5 E U

6 6 F V

7 7 G W

8 8 H X

9 9 I Y

A * J Z

B + K

C L

D - M

E . N

F / O

転送コード

2 3 4 5 6 7

0 SP 0 @ P ‘ p

1 ! 1 A Q a q

2 " 2 B R b r

3 3 C S c s

4 $ 4 D T d t

5 % 5 E U e u

6 & 6 F V f v

7 ' 7 G W g w

8 ( 8 H X h x

9 ) 9 I Y i y

A * : J Z j z

B + ; K [ k {

C , < L ¥ l ¦

D - = M ] m }

E . > N ^ n ̃

F / ? O _ o △

描画コード

2 3 4 5 6 7

0 SP 0 %V P %W +P

1 /A 1 A Q +A +Q

2 /B 2 B R +B +R

3 /C 3 C S +C +S

4 /D 4 D T +D +T

5 /E 5 E U +E +U

6 /F 6 F V +F +V

7 /G 7 G W +G +W

8 /H 8 H X +H +X

9 /I 9 I Y +I +Y

A /J /Z J Z +I +Z

B /K %F K %K +K %P

C /L %G L %L +L %Q

D - %H M %M +M %R

E . %I N %N +N %S

F /O %J O %O +O %T
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COMMAND -   -  -  - 26

［ESC］XB
CODE93

CODE93 に準拠したバーコードを用紙（ラベル）上のどの位置にどのように印刷するかその書式
を設定します。

書　式

[ESC]XBpa1pa2;pb1pb2pb3pb4,pc1pc2pc3pc4pc5,pd,pe,pf1pf2,pg,ph1ph2ph3ph4(,pipj1p

j2pj3pj4pj5pj6pj7pj8pj9pj10,pk1pk2pk3,pl,pm1pm2)(=pn1pn2pn3…pnn)[LF][NUL] 
n=Max.60

pa1pa2

書式番号を指定します。2桁固定です。
【設定範囲】

00～ 31
pb1pb2pb3pb4

バーコードの基点 X座標を指定します。4桁固定
で 0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

0000（0.0mm）～ 9999（999.9mm）
pc1pc2pc3pc4pc5

バーコードの基点 Y座標を指定します。4桁 また
は 5 桁で 0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

4桁の場合
0000（0.0mm）～ 9999（999.9mm）
5桁の場合
00000（0.0mm）～ 99999（9999.9mm）

pd

バーコードの種類を指定します。
C：CODE93

pe

チェックデジットの種類を指定します。
3：チェックデジット自動付加（モジュラス 47）

pf1pf2

1 モジュール幅を指定します。2 桁固定で 1 ドッ
ト単位に指定できます。
【設定範囲】

01～ 15

pg

バーコードの回転方向を指定します。
0：0 ﾟ
1：90 ﾟ
2：180 ﾟ
3：270 ﾟ

ph1ph2ph3ph4

バーコードの高さを指定します。4 桁固定で
0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

0000（0.0mm）～ 1000（100.0mm）
pipj1pj2pj3pj4pj5pj6pj7pj8pj9pj10

インクリメント／デクリメントを指定します。省
略可能です。省略時、インクリメント／デクリメ
ントは行いません。
pi

インクリメントするかデクリメントするかを指
定します。

+：インクリメント
-：デクリメント

pj1pj2pj3pj4pj5pj6pj7pj8pj9pj10

インクリメント／デクリメントの増減値を指定
します。10桁固定です。
【設定範囲】

0000000000 ～ 9999999999
pk1pk2pk3 

“000”固定です。省略可能です。

（,pipj1pj2pj3pj4pj5pj6pj7pj8pj9pj10,pk1pk2pk3,pl,pm1pm2）は、1つでも設定したい場合はすべて設定する必
要があります。1つだけ省略することはできません。
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pl

バー下数字印刷を指定します。省略可能です。省
略時、バー下数字は印刷しません。

0：バー下数字なし
1：バー下数字あり

pm1pm2

ゼロサプレスする桁数を指定します。省略可能で
す。省略時、ゼロサプレス処理は行いません。2
桁固定です。
【設定範囲】

00～ 40

pn1pn2pn3…pnn

印刷するデータ列です（省略可能）。最大 60桁で
す。 

説　明

• チェックデジットの種類
チェックデジット種類の指定に関係なく、必ず
チェックデジットは自動付加となります。

• バー幅、スペース幅、キャラクター間スペース
の指定
バーコードの種類によりバー、スペース、キャ
ラクター間スペースの幅を指定します。バー
コードの回転方向、種類、桁数、印刷速度、使
用する用紙等の条件により、指定すべき適正値
が異なるので注意してください。
1モジュールの幅を指定すると 2～ 6モジュー
ルの幅は自動計算されます。

• バーコードの高さ

バーコードの高さ＝ 0000 の時、バーコード、
バー下数字は描画しません。
ただし、前ラベルで描画したバーコードはクリ
アします。

• バー下数字
バー下数字あり／なしのパラメーターに従い
バー下数字を付加します。バー下数字の印刷内
容はバーコードの種類により異なります。
バー下数字の文字種類はOCR-B を用いバー
コードの幅に応じて横方向のみ拡大、縮小され
ます。縦方向は 1倍固定で描画します。

バー下数字描画位置

• インクリメント／デクリメント指定
1ページ印刷するごとに、データ列の数字を加算
（インクリメント）／減算（デクリメント）しな
がら印刷します。
データ列は最大 40桁であり 41桁以上の場合、
データ列の描画は行いません。
□ インクリメント／デクリメントの英・数字対応

データの中に数字以外の文字列が含まれてい
ても、インクリメント／デクリメントを行い
ます。

インクリメント／デクリメント桁数は、英・
数字・記号すべて合わせて 40桁まで有効で
す。数字のみを抜き出してインクリメント／
デクリメント計算を行い、元の位置に戻して
描画します。

□ インクリメント／デクリメント計算例

• 基点は、書式設定コマンド（［ESC］D（20 ページ））で設定された印刷範囲内に入るように設定してください。

• パラメーターに指定文字以外を設定した場合は、コマンドエラーとなります。
パラメーターが規定桁数でない場合は、コマンドエラーとなります。

• 省略可能以外のパラメーターを省略するとコマンドエラーとなります。

高さ

高さ

基点

基点

初期値 00000 A1B2C 8D7!6 E5F4G

インクリメント／
デクリメント ＋ 1 ＋ 1 ＋4 ー2

1 枚目 00000 A1B2C 8D7!6 E5F4G
2枚目 00001 A1B3C 8D8!0 E5F2G
3枚目 00002 A1B4C 8D8!4 E5F0G
4枚目 00003 A1B5C 8D8!8 E4F8G
5枚目 00004 A1B6C 8D9!2 E4F6G
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• ゼロサプレスの指定 指定した桁より上位にあるデータ列中の 0（ゼ
ロ）をスペースに置き換えます。
ただし、データ列よりも指定桁数が大きい場合
はゼロサプレスを行わずそのまま描画します。
データ列は最大 40桁であり 41桁以上の場合、
データ列の描画は行いません。

補　足

• バーコード表

ゼロサプレス
桁数 0 1 2 2 3 4 5

データ 0000 0000 0009 0A98 0987 0987 0987
印　字 0000 ___0 __09 _A98 _987 0987 0987

転送コード

2 3 4 5 6 7

0 SP 0 @ P ‘ p

1 ! 1 A Q a q

2 " 2 B R b r

3 # 3 C S c s

4 $ 4 D T d t

5 % 5 E U e u

6 & 6 F V f v

7 ' 7 G W g w

8 ( 8 H X h x

9 ) 9 I Y i y

A * : J Z j z

B + ; K [ k {

C , < L ¥ l ¦

D - = M ] m }

E . > N ^ n ̃

F / ? O _ o △

描画コード

2 3 4 5 6 7

0 SP 0 %V P %W +P

1 /A 1 A Q +A +Q

2 /B 2 B R +B +R

3 /C 3 C S +C +S

4 /D 4 D T +D +T

5 /E 5 E U +E +U

6 /F 6 F V +F +V

7 /G 7 G W +G +W

8 /H 8 H X +H +X

9 /I 9 I Y +I +Y

A /J /Z J Z +I +Z

B + %F K %K +K %P

C /L %G L %L +L %Q

D - %H M %M +M %R

E . %I N %N +N %S

F / %J O %O +O %T
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COMMAND -   -  -  - 27

［ESC］XB
GS1 DataBar（RSS～）

GS1 DataBar（RSS（Reduced Space Symbology）-14、RSS-14（Stacked）、RSS-14
Stacked Omnidirectional・RSS Limited、RSS Expanded、RSS Expanded Stacked）に準
拠したバーコードを用紙（ラベル）上のどの位置にどのように印刷するかその書式を設定します。

書　式

[ESC]XBpa1pa2;pb1pb2pb3pb4,pc1pc2pc3pc4pc5,pd,pe,pf1pf2,pg,ph1ph2ph3ph4(,pipj1p

j2pj3pj4pj5pj6pj7pj8pj9pj10,pk1pk2)(=pl1pl2pl3…pln)[LF][NUL] n=Max.13

pa1pa2

書式番号を指定します。2桁固定です。
【設定範囲】

00～ 31
pb1pb2pb3pb4

バーコードの基点 X座標を指定します。4桁固定
で 0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

0000（0.0mm）～ 9999（999.9mm）
pc1pc2pc3pc4pc5

バーコードの基点 Y座標を指定します。4桁 また
は 5 桁で 0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

4桁の場合
0000（0.0mm）～ 9999（999.9mm）
5桁の場合
00000（0.0mm）～ 99999（9999.9mm）

pd

バーコードの種類を指定します。
b：GS1 DataBar

pe

バージョン（詳細種別）を指定します。
1：RSS-14
2：RSS-14 Stacked
3：RSS-14 Stacked Omnidirectional
4：RSS Limited
5：RSS Expanded
6：RSS Expanded Stacked

pf1pf2

1 モジュール幅を指定します。2 桁固定で 1 ドッ
ト単位に指定できます。
【設定範囲】

01～ 15

pg

バーコードの回転方向を指定します。
0：0 ﾟ
1：90 ﾟ
2：180 ﾟ
3：270 ﾟ

ph1ph2ph3ph4

バーコードの高さを指定します。4桁固定で0.1mm
単位に指定できます。
【設定範囲】

0000（0.0mm）～ 1000（100.0mm）
pipj1pj2pj3pj4pj5pj6pj7pj8pj9pj10

インクリメント／デクリメントを指定します。省
略可能です。省略時、インクリメント／デクリメ
ントは行いません。
pi
インクリメントするかデクリメントするかを指
定します。

+：インクリメント
-：デクリメント

pj1pj2pj3pj4pj5pj6pj7pj8pj9pj10

インクリメント／デクリメントの増減値を指定
します。10桁固定です。
【設定範囲】

0000000000 ～ 9999999999
pk1pk2

ゼロサプレスする桁数を指定します。省略可能で
す。省略時、ゼロサプレス処理は行いません。2
桁固定です。
【設定範囲】

00～ 40
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pl1pl2pl3…pln

印刷するデータ列です（省略可能）。最大 70桁で
すが、バージョンにより異なります。

説　明

• バーコードの高さ
バーコードの高さ＝ 0000 の時、バーコードは
描画しません。
ただし、前ラベルで描画したバーコードはクリ
アします。

□ RSS-14 の場合

□ RSS-14 Stacked の場合

□ RSS-14 Stacked Omnidirectional の場合

□ RSS－ 14 Limited の場合

バーコードの種類 有効範囲

1 13 桁のみ
2 13桁のみ
3 13桁のみ
4 13桁のみ
5 1～ 70桁
6 1～ 70桁

• 基点は、書式設定コマンド（［ESC］D（20 ページ））で設定された印刷範囲内に入るように設定してください。

• パラメーターに指定文字以外を設定した場合は、コマンドエラーとなります。
パラメーターが規定桁数でない場合は、コマンドエラーとなります。

• 省略可能以外のパラメーターを省略するとコマンドエラーとなります。

高さ

高さ

基点

基点

高さ

高さ

基点

基点

下段は指定の 7/5 倍の高さとなります。

高さ

高さ

基点

基点

下段も指定の高さとなります。

高さ

高さ

基点

基点
COMMAND - 27 ［ESC］XB　〈GS1 DataBar（RSS～）〉 ● 99



印
刷
の
し
く
み

は
じ
め
に

索
　
引

資
　
料

制
御
コ
マ
ン
ド

目
　
次

□ RSS-14 Expanded の場合

□ RSS-14 Expanded Stacked の場合

• インクリメント／デクリメント指定
1ページ印刷するごとに、データ列の数字を加算
（インクリメント）／減算（デクリメント）しな
がら印刷します。
データ列は最大 40桁であり 41桁以上の場合、
データ列の描画は行いません。
□ インクリメント／デクリメントの英・数字対応

インクリメント／デクリメント桁数は、英・
数字・記号すべて合わせて 40桁まで有効で
す。数字のみを抜き出してインクリメント／
デクリメント計算を行い、元の位置に戻して
描画します。

□ インクリメント／デクリメント計算例

• ゼロサプレスの指定

指定した桁より上位にあるデータ列中の 0（ゼ
ロ）をスペースに置き換えます。
ただし、データ列よりも指定桁数が大きい場合
はゼロサプレスを行わずそのまま描画します。
データ列は最大 40桁であり 41桁以上の場合、
データ列の描画は行いません。

高さ

高さ

基点

基点

高さ

高さ

基点

基点
初期値 00000 A1B2C 8D7!6 E5F4G

インクリメント／
デクリメント ＋ 1 ＋ 1 ＋4 ー2

1 枚目 00000 A1B2C 8D7!6 E5F4G
2枚目 00001 A1B3C 8D8!0 E5F2G
3枚目 00002 A1B4C 8D8!4 E5F0G
4枚目 00003 A1B5C 8D8!8 E4F8G
5枚目 00004 A1B6C 8D9!2 E4F6G

ゼロサプレス
桁数 0 1 2 2 3 4 5

データ 0000 0000 0009 0A98 0987 0987 0987
印　字 0000 ___0 __09 _A98 _987 0987 0987

ゼロサプレスはRSS Expanded のみ有効です。
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補　足

• バーコード表（RSS Expanded 以外）

• バーコード表（RSS Expanded）

2 3 4 5 6 7

0 0

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

6 6

7 7

8 8

9 9

A

B

C

D

E

F

転送コード

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F

0 SP 0 P p

1 ! 1 A Q a q

2 " 2 B R b r

3 FNC1 3 C S c s

4 4 D T d t

5 % 5 E U e u

6 & 6 F V f v

7 ' 7 G W g w

8 ( 8 H X h x

9 ) 9 I Y i y

A * : J Z j z

B + ; K k

C , < L l

D - = M m

E . > N n

F / ? O _ o
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COMMAND -   -  -  - 28

［ESC］XB
ITF（Interleaved 2of5）

ITF（Interleaved 2of5）に準拠したバーコードを用紙（ラベル）上のどの位置にどのように印刷
するかその書式を設定します。

書　式

[ESC]XBpa1pa2;pb1pb2pb3pb4,pc1pc2pc3pc4pc5,pd,pe,pf1pf2,pg1pg2,ph1ph2,pi1pi2,pj1
pj2,pk,pl1pl2pl3pl4(,pmpn1pn2pn3pn4pn5pn6pn7pn8pn9pn10,po,pp1pp2)(=pq1pq2pq3…
pqn)[LF][NUL] n=Max.126

pa1pa2

書式番号を指定します。2桁固定です。
【設定範囲】

00～ 31
pb1pb2pb3pb4

バーコードの基点 X座標を指定します。4桁固定
で 0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

0000（0.0mm）～ 9999（999.9mm）
pc1pc2pc3pc4pc5

バーコードの基点 Y座標を指定します。4桁 また
は 5 桁で 0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

4桁の場合
0000（0.0mm）～ 9999（999.9mm）
5桁の場合
00000（0.0mm）～ 99999（9999.9mm）

pd

バーコードの種類を指定します。
2：ITF (Interleaved 2of5)

pe

チェックデジットの種類を指定します。
1：チェックデジット付加なし
2：チェックデジットチェック
（モジュラス 10）

3：チェックデジット自動付加
（モジュラス 10）

pf1pf2

細バー幅を指定します。2桁固定で 1ドット単位
に指定できます。
【設定範囲】

01～ 99

pg1pg2

細スペース幅を指定します。2桁固定で 1ドット
単位に指定できます。
【設定範囲】

01～ 99
ph1ph2

太バー幅を指定します。2桁固定で 1ドット単位
に指定できます。
【設定範囲】

01～ 99
pi1pi2

太スペース幅を指定します。2桁固定で 1ドット
単位に指定できます。
【設定範囲】

01～ 99
pj1pj2

キャラクター間スペース幅を指定します。2 桁固
定で 1ドット単位に指定できます。
【設定範囲】

00～ 99
pk

バーコードの回転方向を指定します。
0：0 ﾟ
1：90 ﾟ
2：180 ﾟ
3：270 ﾟ

pl1pl2pl3pl4

バーコードの高さを指定します。4桁固定で0.1mm
単位に指定できます。
【設定範囲】

0000（0.0mm）～ 1000（100.0mm）
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pmpn1pn2pn3pn4pn5pn6pn7pn8pn9pn10

インクリメント／デクリメントを指定します。省
略可能です。省略時、インクリメント／デクリメ
ントは行いません。
pm

インクリメントするかデクリメントするかを指
定します。

+：インクリメント
-：デクリメント

pn1pn2pn3pn4pn5pn6pn7pn8pn9pn10

インクリメント／デクリメントの増減値を指定
します。10桁固定です。
【設定範囲】

0000000000 ～ 9999999999

po

バー下数字印刷を指定します。省略可能です。省
略時、バー下数字は印刷しません。

0：バー下数字なし
1：バー下数字あり

pp1pp2

“00”固定です。省略可能です。
pq1pq2pq3…pqn

印刷するデータ列を指定します（省略可能）。最
大 126 桁です。

説　明

• チェックデジットの種類
□ チェックデジット付加なしの場合、データ列

のバーコードをそのまま描画します。
□ チェックデジットチェックの場合、チェック

デジットをチェックし正常の場合は、バー
コードの描画を行います。チェックデジット
が正しくない場合は、バーコードの描画を行
いません。

□ チェックデジット自動付加の場合、チェック
デジットを付加しバーコードの描画を行いま
す。

• バー幅、スペース幅、キャラクター間スペース
の指定
バーコードの種類によりバー、スペース、キャ
ラクター間スペースの幅を指定します。バー
コードの回転方向、種類、桁数、印刷速度、使
用する用紙等の条件により、指定すべき適正値
が異なるので注意してください。

• バーコードの高さ

バーコードの高さ＝0000の時、バーコード、バー
下数字は描画しません。

ただし、前ラベルで描画したバーコードはクリア
します。

• バー下数字
バー下数字あり／なしのパラメーターに従い
バー下数字を付加します。バー下数字の印刷内
容はバーコードの種類により異なります。
バー下数字の文字種類はOCR-Bを用いバー
コードの幅に応じて横方向のみ拡大、縮小され
ます。縦方向は 1倍固定で描画します。

バー下数字描画位置

• 基点は、書式設定コマンド（［ESC］D（20 ページ））で設定された印刷範囲内に入るように設定してください。

• パラメーターに指定文字以外を設定した場合は、コマンドエラーとなります。
パラメーターが規定桁数でない場合は、コマンドエラーとなります。

• 省略可能以外のパラメーターを省略するとコマンドエラーとなります。

高さ

高さ

基点

基点
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• インクリメント／デクリメント指定
1ページ印刷するごとに、データ列の数字を加算
（インクリメント）／減算（デクリメント）しな
がら印刷します。
データ列は最大 40桁であり 41桁以上の場合、
データ列の描画は行いません。
□ インクリメント／デクリメントの英・数字対応

インクリメント／デクリメント桁数は、英・
数字・記号すべて合わせて 40桁まで有効で
す。数字のみを抜き出してインクリメント／
デクリメント計算を行い、元の位置に戻して
描画します。

□ インクリメント／デクリメント計算例

補　足

• バーコード表

初期値 00000 A1B2C 8D7!6 E5F4G

インクリメント／
デクリメント ＋ 1 ＋ 1 ＋4 ー2

1 枚目 00000 A1B2C 8D7!6 E5F4G
2枚目 00001 A1B3C 8D8!0 E5F2G
3枚目 00002 A1B4C 8D8!4 E5F0G
4枚目 00003 A1B5C 8D8!8 E4F8G
5枚目 00004 A1B6C 8D9!2 E4F6G

2 3 4 5 6 7

0 0

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

6 6

7 7

8 8

9 9

A

B

C

D

E

F
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COMMAND -   -  -  - 29

［ESC］XB
JAN/EAN13

JAN/EAN13+2digits
JAN/EAN13+5digits

JAN/EAN13、JAN/EAN13+2digits、および JAN/EAN13+5digits に準拠したバーコードを
用紙（ラベル）上のどの位置にどのように印刷するかその書式を設定します。

書　式

[ESC]XBpa1pa2;pb1pb2pb3pb4,pc1pc2pc3pc4pc5,pd,pe,pf1pf2,pg,ph1ph2ph3ph4(,pipj1p

j2pj3pj4pj5pj6pj7pj8pj9pj10,pk1pk2pk3,pl,pm1pm2)(=pn1pn2pn3…pnn)[LF][NUL]
JAN/EAN13：n=Max.13
JAN/EAN13+2digits：n=Max.15
JAN/EAN13+5digits：n=Max.18

pa1pa2

書式番号を指定します。2桁固定です。
【設定範囲】

00～ 31
pb1pb2pb3pb4

バーコードの基点 X座標を指定します。4桁固定
で 0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

0000（0.0mm）～ 9999（999.9mm）
pc1pc2pc3pc4pc5

バーコードの基点 Y座標を指定します。4桁 また
は 5 桁で 0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

4桁の場合
0000（0.0mm）～ 9999（999.9mm）
5桁の場合
00000（0.0mm）～ 99999（9999.9mm）

pd

バーコードの種類を指定します。
5：JAN/EAN13
7：JAN/EAN13+2digits
8：JAN/EAN13+5digits

pe

チェックデジットの種類を指定します。
1：チェックデジット付加なし
2：チェックデジットチェック
（モジュラス 10）

3：チェックデジット自動付加（1）
（モジュラス 10）

4：チェックデジット自動付加（2）
（モジュラス 10+プライスC/D4 桁）

pf1pf2

1 モジュール幅を指定します。2 桁固定で 1 ドッ
ト単位に指定できます。
【設定範囲】

01～ 15
pg

バーコードの回転方向を指定します。
0：0 ﾟ
1：90 ﾟ
2：180 ﾟ
3：270 ﾟ

ph1ph2ph3ph4

バーコードの高さを指定します。4桁固定で0.1mm
単位に指定できます。
【設定範囲】

0000（0.0mm）～ 1000（100.0mm）

（,pipj1pj2pj3pj4pj5pj6pj7pj8pj9pj10,pk1pk2pk3,pl,pm1pm2）は、1つでも設定したい場合はすべて設定する必
要があります。1つだけ省略することはできません。
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pipj1pj2pj3pj4pj5pj6pj7pj8pj9pj10

インクリメント／デクリメントを指定します。省
略可能です。省略時、インクリメント／デクリメ
ントは行いません。
pi

インクリメントするかデクリメントするかを指
定します。

+：インクリメント
-：デクリメント

pj1pj2pj3pj4pj5pj6pj7pj8pj9pj10

インクリメント／デクリメントの増減値を指定
します。10桁固定です。
【設定範囲】

0000000000 ～ 9999999999
pk1pk2pk3 

ガードバーの長さを指定します。省略可能です。
省略時、ガードバーは延ばしません。3 桁固定で
0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

000（0.0mm）～ 100（10.0mm）
pl

バー下数字印刷を指定します。省略可能です。省
略時、バー下数字は印刷しません。

0：バー下数字なし
1：バー下数字あり

pm1pm2

“00”固定です。省略可能です。
pn1pn2pn3…pnn

印刷するデータ列です（省略可能）。
チェックデジットの種類（pe）とバーコードの指
定で最大桁数は下表のように異なります。
 

 

説　明

• チェックデジットの種類
□ チェックデジットチェックの場合、チェック

デジットをチェックし正常の場合は、バー
コードの描画を行います。チェックデジット
が正しくない場合は、バーコードの描画を行
いません。

□ チェックデジット自動付加の場合、チェック
デジットを付加しバーコードの描画を行いま
す。

□ チェックデジット付加なしが指定されると、
自動的にチェックデジットチェックとなりま
す。

• バー幅、スペース幅、キャラクター間スペース
の指定
バーコードの種類によりバー、スペース、キャ
ラクター間スペースの幅を指定します。バー
コードの回転方向、種類、桁数、印刷速度、使
用する用紙等の条件により、指定すべき適正値
が異なるので注意してください。
1モジュールの幅を指定すると 2～ 6モジュー
ルの幅は自動計算されます。

バーコード pe 最大桁数

JAN/EAN13 1 または 2 13
3 12
4 11

JAN/EAN13+2digits 1 または 2 15
3 14
4 13

JAN/EAN13+5digits 1 または 2 18
3 17
4 16

• 基点は、書式設定コマンド（［ESC］D（20 ページ））で設定された印刷範囲内に入るように設定してください。

• パラメーターに指定文字以外を設定した場合は、コマンドエラーとなります。
パラメーターが規定桁数でない場合は、コマンドエラーとなります。

• 省略可能以外のパラメーターを省略するとコマンドエラーとなります。
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• バーコードの高さ

バーコードの高さ＝ 0000 の時、バーコード
（ガードバー含む）、バー下数字は描画しません。
ただし、前ラベルで描画したバーコードはクリ
アします。

• ガードバーの長さ
ガードバーの長さを指定すると、次のように印
刷されます。

• バー下数字
バー下数字あり／なしのパラメーターに従い
バー下数字を付加します。バー下数字の印刷内
容はバーコードの種類により異なります。
バー下数字の文字種類はOCR-B を用いバー
コードの幅に応じて横方向のみ拡大、縮小され
ます。縦方向は 1倍固定で描画します。

バー下数字描画位置（例：EAN13）

バー下数字描画位置（例：EAN13+5digits）

• インクリメント／デクリメント指定
1ページ印刷するごとに、データ列の数字を加算
（インクリメント）／減算（デクリメント）しな
がら印刷します。
データ列は最大 40桁であり 41桁以上の場合、
データ列の描画は行いません。
□ インクリメント／デクリメント桁数は、英・

数字・記号すべて合わせて 40桁まで有効で
す。数字のみを抜き出してインクリメント／
デクリメント計算を行い、元の位置に戻して
描画します。

□ インクリメント／デクリメント計算例
高さ

高さ

基点

基点

バーコードの高さ

ガードバーの長さ

初期値 00000 A1B2C 8D7!6 E5F4G

インクリメント／
デクリメント ＋ 1 ＋ 1 ＋4 ー2

1 枚目 00000 A1B2C 8D7!6 E5F4G
2枚目 00001 A1B3C 8D8!0 E5F2G
3枚目 00002 A1B4C 8D8!4 E5F0G
4枚目 00003 A1B5C 8D8!8 E4F8G
5枚目 00004 A1B6C 8D9!2 E4F6G
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補　足

• バーコード表

2 3 4 5 6 7

0 0

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

6 6

7 7

8 8

9 9

A

B

C

D

E

F
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COMMAND -   -  -  - 30

［ESC］XB
JAN/EAN8

JAN/EAN8+2digits
JAN/EAN8+5digits

JAN/EAN8、JAN/EAN8+2digits、および JAN/EAN8+5digits に準拠したバーコードを用紙
（ラベル）上のどの位置にどのように印刷するかその書式を設定します。

書　式

[ESC]XBpa1pa2;pb1pb2pb3pb4,pc1pc2pc3pc4pc5,pd,pe,pf1pf2,pg,ph1ph2ph3ph4(,pipj1p

j2pj3pj4pj5pj6pj7pj8pj9pj10,pk1pk2pk3,pl,pm1pm2)(=pn1pn2pn3…pnn)[LF][NUL]

JAN/EAN8：n=Max.8
JAN/EAN8+2digits：n=Max.10
JAN/EAN8+5digits：n=Max.13

pa1pa2

書式番号を指定します。2桁固定です。
【設定範囲】

00～ 31
pb1pb2pb3pb4

バーコードの基点 X座標を指定します。4桁固定
で 0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

0000（0.0mm）～ 9999（999.9mm）
pc1pc2pc3pc4pc5

バーコードの基点 Y座標を指定します。4桁 また
は 5 桁で 0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

4桁の場合
0000（0.0mm）～ 9999（999.9mm）
5桁の場合
00000（0.0mm）～ 99999（9999.9mm）

pd

バーコードの種類を指定します。
0：JAN/EAN8
I：JAN/EAN8+2digits
J：JAN/EAN8+5digits

pe

チェックデジットの種類を指定します。
1：チェックデジット付加なし
2：チェックデジットチェック
（モジュラス 10）

3：チェックデジット自動付加
（モジュラス 10）

pf1pf2

1 モジュール幅を指定します。2 桁固定で 1 ドッ
ト単位に指定できます。
【設定範囲】

01～ 15
pg

バーコードの回転方向を指定します。
0：0 ﾟ
1：90 ﾟ
2：180 ﾟ
3：270 ﾟ

ph1ph2ph3ph4

バーコードの高さを指定します。4桁固定で0.1mm
単位に指定できます。
【設定範囲】

0000（0.0mm）～ 1000（100.0mm）

（,pipj1pj2pj3pj4pj5pj6pj7pj8pj9pj10,pk1pk2pk3,pl,pm1pm2）は、1つでも設定したい場合はすべて設定する必
要があります。1つだけ省略することはできません。
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pipj1pj2pj3pj4pj5pj6pj7pj8pj9pj10

インクリメント／デクリメントを指定します。省
略可能です。省略時、インクリメント／デクリメ
ントは行いません。
pi

印刷するデータ列のインクリメントするかデク
リメントするかを指定します。

+：インクリメント
-：デクリメント

pj1pj2pj3pj4pj5pj6pj7pj8pj9pj10

インクリメント／デクリメントの増減値を指定
します。10桁固定です。
【設定範囲】

0000000000 ～ 9999999999
pk1pk2pk3 

ガードバーの長さを指定します。省略可能です。
省略時、ガードバーは延ばしません。3 桁固定で
0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

000（0.0mm）～ 100（10.0mm）

pl

バー下数字印刷を指定します。省略可能です。省
略時、バー下数字は印刷しません。

0：バー下数字なし
1：バー下数字あり

pm1pm2

“00”固定です。省略可能です。
pn1pn2pn3…pnn

印刷するデータ列です。省略可能です。
チェックデジットの種類（pe）とバーコードの指
定で最大桁数は下表のように異なります。
 

説　明

• チェックデジットの種類
□ チェックデジットチェックの場合、チェック

デジットをチェックし正常の場合は、バー
コードの描画を行います。チェックデジット
が正しくない場合は、バーコードの描画を行
いません。

□ チェックデジット自動付加の場合、チェック
デジットを付加しバーコードの描画を行いま
す。

□ チェックデジット付加なしが指定されると、
自動的にチェックデジットチェックとなりま
す。

• バー幅、スペース幅、キャラクター間スペース
の指定
バーコードの種類によりバー、スペース、キャ
ラクター間スペースの幅を指定します。バー
コードの回転方向、種類、桁数、印刷速度、使
用する用紙等の条件により、指定すべき適正値
が異なるので注意してください。
1モジュールの幅を指定すると、2～ 6モジュー
ルの幅は自動計算されます。

バーコード pe 最大桁数

JAN/EAN8 1 または 2 8
3 7

JAN/EAN8+2digits 1 または 2 10
3 9

JAN/EAN8+5digits 1 または 2 13
3 12

• 基点は、書式設定コマンド（［ESC］D（20 ページ））で設定された印刷範囲内に入るように設定してください。

• パラメーターに指定文字以外を設定した場合は、コマンドエラーとなります。
パラメーターが規定桁数でない場合は、コマンドエラーとなります。

• 省略可能以外のパラメーターを省略するとコマンドエラーとなります。
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• バーコードの高さ

バーコードの高さ＝ 0000 の時、バーコード
（ガードバー含む）、バー下数字は描画しません。
ただし、前ラベルで描画したバーコードはクリ
アします。

• ガードバーの長さ
ガードバーの長さを指定すると、次のように印
刷されます。

• バー下数字
バー下数字あり／なしのパラメーターに従い
バー下数字を付加します。バー下数字の印刷内
容はバーコードの種類により異なります。
バー下数字の文字種類はOCR-B を用いバー
コードの幅に応じて横方向のみ拡大、縮小され
ます。縦方向は 1倍固定で描画します。

バー下数字描画位置（例：EAN8）

バー下数字描画位置（例：EAN8+5digits）

• インクリメント／デクリメント指定
1ページ印刷するごとに、データ列の数字を加算
（インクリメント）／減算（デクリメント）しな
がら印刷します。
データ列は最大 40桁であり 41桁以上の場合、
データ列の描画は行いません。
□ インクリメント／デクリメント桁数は、英・

数字・記号すべて合わせて 40桁まで有効で
す。数字のみを抜き出してインクリメント／
デクリメント計算を行い、元の位置に戻して
描画します。

□ インクリメント／デクリメント計算例
高さ

基点

高さ

基点

バーコードの高さ

ガードバーの長さ

初期値 00000 A1B2C 8D7!6 E5F4G

インクリメント／
デクリメント ＋ 1 ＋ 1 ＋4 ー2

1 枚目 00000 A1B2C 8D7!6 E5F4G
2枚目 00001 A1B3C 8D8!0 E5F2G
3枚目 00002 A1B4C 8D8!4 E5F0G
4枚目 00003 A1B5C 8D8!8 E4F8G
5枚目 00004 A1B6C 8D9!2 E4F6G
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補　足

• バーコード表

2 3 4 5 6 7

0 0

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

6 6

7 7

8 8

9 9

A

B

C

D

E

F
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COMMAND -   -  -  - 31

［ESC］XB
MSI/Plessey

MSI/Plessey に準拠したバーコードを用紙（ラベル）上のどの位置にどのように印刷するかその
書式を設定します。

書　式

[ESC]XBpa1pa2;pb1pb2pb3pb4,pc1pc2pc3pc4pc5,pd,pe,pf1pf2,pg1pg2,ph1ph2,pi1pi2,pj1
pj2,pk,pl1pl2pl3pl4(,pmpn1pn2pn3pn4pn5pn6pn7pn8pn9pn10,po,pp1pp2)(=pq1pq2pq3…
pqn)[LF][NUL] n=Max.15

pa1pa2

書式番号を指定します。2桁固定です。
【設定範囲】

00～ 31
pb1pb2pb3pb4

バーコードの基点 X座標を指定します。4桁固定
で 0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

0000（0.0mm）～ 9999（999.9mm）
pc1pc2pc3pc4pc5

バーコードの基点 Y座標を指定します。4桁 また
は 5 桁で 0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

4桁の場合
0000（0.0mm）～ 9999（999.9mm）
5桁の場合
00000（0.0mm）～ 99999（9999.9mm）

pd

バーコードの種類を指定します。
1：MSI/Plessey

pe

チェックデジットの種類を指定します。
1：チェックデジット付加なし
2：チェックデジットチェック
（モジュラス 10 MSI）

3：チェックデジット自動付加（1）
（モジュラス 10 MSI）

4：チェックデジット自動付加（2）
（モジュラス 10 MSI+ モジュラス 10 
MSI）

pf1pf2

細バー幅を指定します。2桁固定で 1ドット単位
に指定できます。
【設定範囲】

01～ 99

pg1pg2

細スペース幅を指定します。2桁固定で 1ドット
単位に指定できます。
【設定範囲】

01～ 99
ph1ph2

太バー幅を指定します。2桁固定で 1ドット単位
に指定できます。
【設定範囲】

01～ 99
pi1pi2

太スペース幅を指定します。2桁固定で 1ドット
単位に指定できます。
【設定範囲】

01～ 99
pj1pj2

キャラクター間スペース幅を指定します。2 桁固
定で 1ドット単位に指定できます。
【設定範囲】

00～ 99
pk

バーコードの回転方向を指定します。
0：0 ﾟ
1：90 ﾟ
2：180 ﾟ
3：270 ﾟ

pl1pl2pl3pl4

バーコードの高さを指定します。4 桁固定で
0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

0000（0.0mm）～ 1000（100.0mm）
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pmpn1pn2pn3pn4pn5pn6pn7pn8pn9pn10

インクリメント／デクリメントを指定します。省
略可能です。省略時、インクリメント／デクリメ
ントは行いません。
pm

インクリメントするかデクリメントするかを指
定します。

+：インクリメント
-：デクリメント

pn1pn2pn3pn4pn5pn6pn7pn8pn9pn10

インクリメント／デクリメントの増減値を指定
します。10桁固定です。
【設定範囲】

0000000000 ～ 9999999999
po

バー下数字印刷を指定します。省略可能です。省
略時、バー下数字は印刷しません。

0：バー下数字なし
1：バー下数字あり

pp1pp2

“00”固定です。省略可能です。
pq

スタート／ストップコードの付加を指定します。
省略可能です。省略時、スタート／ストップコー
ドは自動付加します。

T：スタートコードのみ付加
P：ストップコードのみ付加
N：スタート／ストップコード付加なし

pr1pr2pr3…prn

印刷するデータ列を指定します（省略可能）。最
大 14桁です

説　明

• チェックデジットの種類
□ チェックデジット付加なしの場合、データ列

のバーコードをそのまま描画します。
□ チェックデジットチェックの場合、チェック

デジットをチェックし正常の場合は、バー
コードの描画を行います。チェックデジット
が正しくない場合は、バーコードの描画を行
いません。

□ チェックデジット自動付加の場合、チェック
デジットを付加しバーコードの描画を行いま
す。

• バー幅、スペース幅、キャラクター間スペース
の指定
バーコードの種類によりバー、スペース、キャ
ラクター間スペースの幅を指定します。バー
コードの回転方向、種類、桁数、印刷速度、使
用する用紙等の条件により、指定すべき適正値
が異なるので注意してください。

• バーコードの高さ

バーコードの高さ＝ 0000 の時、バーコード、
バー下数字は描画しません。
ただし、前ラベルで描画したバーコードはクリ
アします。

• 基点は、書式設定コマンド（［ESC］D（20 ページ））で設定された印刷範囲内に入るように設定してください。

• パラメーターに指定文字以外を設定した場合は、コマンドエラーとなります。
パラメーターが規定桁数でない場合は、コマンドエラーとなります。

• 省略可能以外のパラメーターを省略するとコマンドエラーとなります。

高さ

高さ

基点

基点
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• バー下数字
バー下数字あり／なしのパラメーターに従い
バー下数字を付加します。バー下数字の印刷内
容はバーコードの種類により異なります。
バー下数字の文字種類はOCR-B を用いバー
コードの幅に応じて横方向のみ拡大、縮小され
ます。縦方向は 1倍固定で描画します。

バー下数字描画位置

• インクリメント／デクリメント指定
1ページ印刷するごとに、データ列の数字を加算
（インクリメント）／減算（デクリメント）しな
がら印刷します。
データ列は最大 40桁であり 41桁以上の場合、
データ列の描画は行いません。
□ インクリメント／デクリメントの英・数字対応

インクリメント／デクリメント桁数は、英・
数字・記号すべて合わせて 40桁まで有効で
す。数字のみを抜き出してインクリメント／
デクリメント計算を行い、元の位置に戻して
描画します。

□ インクリメント／デクリメント計算例

補　足

• バーコード表

初期値 00000 A1B2C 8D7!6 E5F4G

インクリメント／
デクリメント ＋ 1 ＋ 1 ＋4 ー2

1 枚目 00000 A1B2C 8D7!6 E5F4G
2枚目 00001 A1B3C 8D8!0 E5F2G
3枚目 00002 A1B4C 8D8!4 E5F0G
4枚目 00003 A1B5C 8D8!8 E4F8G
5枚目 00004 A1B6C 8D9!2 E4F6G

2 3 4 5 6 7

0 0

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

6 6

7 7

8 8

9 9

A

B

C

D

E

F
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COMMAND -   -  -  - 32

［ESC］XB
NEC 2 of 5（COOP 2 of 5）

NEC 2 of 5（COOP 2 of 5）に準拠したバーコードを用紙（ラベル）上のどの位置にどのように
印刷するかその書式を設定します。

書　式

[ESC]XBpa1pa2;pb1pb2pb3pb4,pc1pc2pc3pc4pc5,pd,pe,pf1pf2,pg1pg2,ph1ph2,pi1pi2,pj1
pj2,pk,pl1pl2pl3pl4(,pmpn1pn2pn3pn4pn5pn6pn7pn8pn9pn10,po,pp1pp2)(=pq1pq2pq3…
pqn)[LF][NUL] n=Max.126

pa1pa2

書式番号を指定します。2桁固定です。
【設定範囲】

00～ 31
pb1pb2pb3pb4

バーコードの基点 X座標を指定します。4桁固定
で 0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

0000（0.0mm）～ 9999（999.9mm）
pc1pc2pc3pc4pc5

バーコードの基点 Y座標を指定します。4桁 また
は 5 桁で 0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

4桁の場合
0000（0.0mm）～ 9999（999.9mm）
5桁の場合
00000（0.0mm）～ 99999（9999.9mm）

pd

バーコードの種類を指定します。
a：NEC 2 of 5（COOP 2 of 5）

pe

チェックデジットの種類を指定します。
1：チェックデジット付加なし
2：チェックデジットチェック
（モジュラスチェックキャラクター）

3：チェックデジット自動付加
（モジュラスチェックキャラクター）

pf1pf2

細バー幅を指定します。2桁固定で 1ドット単位
に指定できます。
【設定範囲】

01～ 99

pg1pg2

細スペース幅を指定します。2桁固定で 1ドット
単位に指定できます。
【設定範囲】

01～ 99
ph1ph2

太バー幅を指定します。2桁固定で 1ドット単位
に指定できます。
【設定範囲】

01～ 99
pi1pi2

太スペース幅を指定します。2桁固定で 1ドット
単位に指定できます。
【設定範囲】

01～ 99
pj1pj2

キャラクター間スペース幅を指定します。2 桁固
定で 1ドット単位に指定できます。
【設定範囲】

01～ 99
pk

バーコードの回転方向を指定します。
0：0 ﾟ
1：90 ﾟ
2：180 ﾟ
3：270 ﾟ

pl1pl2pl3pl4

バーコードの高さを指定します。4桁固定で0.1mm
単位に指定できます。
【設定範囲】

0000（0.0mm）～ 1000（100.0mm）
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pmpn1pn2pn3pn4pn5pn6pn7pn8pn9pn10

インクリメント／デクリメントを指定します。省
略可能です。省略時、インクリメント／デクリメ
ントは行いません。
pm

インクリメントするかデクリメントするかを指
定します。

+：インクリメント
-：デクリメント

pn1pn2pn3pn4pn5pn6pn7pn8pn9pn10

インクリメント／デクリメントの増減値を指定
します。10桁固定です。
【設定範囲】

0000000000 ～ 9999999999

po

バー下数字印刷を指定します。省略可能です。省
略時、バー下数字は印刷しません。

0：バー下数字なし
1：バー下数字あり

pp1pp2

ゼロサプレスする桁数を指定します。省略可能で
す。省略時、ゼロサプレス処理は行いません。2
桁固定です。
【設定範囲】

00～ 40
pq1pq2pq3…pqn

印刷するデータ列を指定します（省略可能）。最
大 126 桁です。

説　明

• チェックデジットの種類
□ チェックデジット付加なしの場合、データ列

のバーコードをそのまま描画します。
□ チェックデジットチェックの場合、チェック

デジットをチェックし正常の場合は、バー
コードの描画を行います。チェックデジット
が正しくない場合は、バーコードの描画を行
いません。

□ チェックデジット自動付加の場合、チェック
デジットを付加しバーコードの描画を行いま
す。

• バー幅、スペース幅、キャラクター間スペース
の指定
バーコードの種類によりバー、スペース、キャ
ラクター間スペースの幅を指定します。バー
コードの回転方向、種類、桁数、印刷速度、使
用する用紙等の条件により、指定すべき適正値
が異なるので注意してください。

• バーコードの高さ

バーコードの高さ＝ 0000 の時、バーコード、
バー下数字は描画しません。
ただし、前ラベルで描画したバーコードはクリ
アします。

• バー下数字
バー下数字あり／なしのパラメーターに従い
バー下数字を付加します。バー下数字の印刷内
容はバーコードの種類により異なります。
バー下数字の文字種類はOCR-Bを用いバー
コードの幅に応じて横方向のみ拡大、縮小され
ます。縦方向は 1倍固定で描画します。

バー下数字描画位置

• 基点は、書式設定コマンド（［ESC］D（20 ページ））で設定された印刷範囲内に入るように設定してください。

• パラメーターに指定文字以外を設定した場合は、コマンドエラーとなります。
パラメーターが規定桁数でない場合は、コマンドエラーとなります。

• 省略可能以外のパラメーターを省略するとコマンドエラーとなります。

高さ

高さ

基点

基点
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• インクリメント／デクリメント指定
1ページ印刷するごとに、データ列の数字を加算
（インクリメント）／減算（デクリメント）しな
がら印刷します。
データ列は最大 40桁であり 41桁以上の場合、
データ列の描画は行いません。
□ インクリメント／デクリメント桁数は、英・

数字・記号すべて合わせて 40桁まで有効で
す。数字のみを抜き出してインクリメント／
デクリメント計算を行い、元の位置に戻して
描画します。

□ インクリメント／デクリメント計算例

初期値 00000 A1B2C 8D7!6 E5F4G

インクリメント／
デクリメント ＋ 1 ＋ 1 ＋4 ー2

1 枚目 00000 A1B2C 8D7!6 E5F4G
2枚目 00001 A1B3C 8D8!0 E5F2G
3枚目 00002 A1B4C 8D8!4 E5F0G
4枚目 00003 A1B5C 8D8!8 E4F8G
5枚目 00004 A1B6C 8D9!2 E4F6G
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COMMAND -   -  -  - 33

［ESC］XB
UCC/EAN128

UCC/EAN128（GS1-128）に準拠したバーコードを用紙（ラベル）上のどの位置にどのように
印刷するかその書式を設定します。

書　式

[ESC]XBpa1pa2;pb1pb2pb3pb4,pc1pc2pc3pc4pc5,pd,pe,pf1pf2,pg,ph1ph2ph3ph4(,pipj1p

j2pj3pj4pj5pj6pj7pj8pj9pj10,pk1pk2pk3,pl,pm1pm2)(=pn1pn2pn3…pnn)[LF][NUL] 
n=Max.19

pa1pa2

書式番号を指定します。2桁固定です。
【設定範囲】

00～ 31
pb1pb2pb3pb4

バーコードの基点 X座標を指定します。4桁固定
で 0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

0000（0.0mm）～ 9999（999.9mm）
pc1pc2pc3pc4pc5

バーコードの基点 Y座標を指定します。4桁 また
は 5 桁で 0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

4桁の場合
0000（0.0mm）～ 9999（999.9mm）
5桁の場合
00000（0.0mm）～ 99999（9999.9mm）

pd

バーコードの種類を指定します。
N：UCC/EAN128（GS1-128）

pe

チェックデジットの種類を指定します。
3：チェックデジット自動付加
（モジュラス 10+モジュラス 103）

pf1pf2

1 モジュール幅を指定します。2 桁固定で 1 ドッ
ト単位に指定できます。
【設定範囲】

01～ 15

pg

バーコードの回転方向を指定します。
0：0 ﾟ
1：90 ﾟ
2：180 ﾟ
3：270 ﾟ

ph1ph2ph3ph4

バーコードの高さを指定します。4 桁固定で
0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

0000（0.0mm）～ 1000（100.0mm）
pipj1pj2pj3pj4pj5pj6pj7pj8pj9pj10

インクリメント／デクリメントを指定します。省
略可能です。省略時、インクリメント／デクリメ
ントは行いません。
pi

インクリメントするかデクリメントするかを指
定します。

+：インクリメント
-：デクリメント

pj1pj2pj3pj4pj5pj6pj7pj8pj9pj10

インクリメント／デクリメントの増減値を指定
します。10桁固定です。
【設定範囲】

0000000000 ～ 9999999999
pk1pk2pk3 

“000”固定です。省略可能です。
pl

バー下数字印刷を指定します。省略可能です。省
略時、バー下数字は印刷しません。

0：バー下数字なし
1：バー下数字あり

（,pipj1pj2pj3pj4pj5pj6pj7pj8pj9pj10,pk1pk2pk3,pl,pm1pm2）は、1つでも設定したい場合はすべて設定する必
要があります。1つだけ省略することはできません。
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pm1pm2

“00”固定です。省略可能です。

pn1pn2pn3…pnn

印刷するデータ列です（省略可能）。最大 19桁で
す。 ただし、バーコードの種類により異なります。

説　明

• チェックデジットの種類
チェックデジット種類の指定に関係なく、必ず
チェックデジットは自動付加となります。

• バー幅、スペース幅、キャラクター間スペース
の指定
バーコードの種類によりバー、スペース、キャ
ラクター間スペースの幅を指定します。バー
コードの回転方向、種類、桁数、印刷速度、使
用する用紙等の条件により、指定すべき適正値
が異なるので注意してください。
1モジュールの幅を指定すると 2～ 6モジュー
ルの幅は自動計算されます。

• バーコードの高さ

バーコードの高さ＝ 0000 の時、バーコード、
バー下数字は描画しません。
ただし、前ラベルで描画したバーコードはクリ
アします。

• バー下数字
バー下数字あり／なしのパラメーターに従い
バー下数字を付加します。バー下数字の印刷内
容はバーコードの種類により異なります。
バー下数字の文字種類はOCR-B を用いバー
コードの幅に応じて横方向のみ拡大、縮小され
ます。縦方向は 1倍固定で描画します。

バー下数字描画位置

• インクリメント／デクリメント指定
1ページ印刷するごとに、データ列の数字を加算
（インクリメント）／減算（デクリメント）しな
がら印刷します。
データ列は最大 40桁であり 41桁以上の場合、
データ列の描画は行いません。
□ インクリメント／デクリメント桁数は、英・

数字・記号すべて合わせて 40桁まで有効で
す。数字のみを抜き出してインクリメント／
デクリメント計算を行い、元の位置に戻して
描画します。

□ インクリメント／デクリメント計算例

• ゼロサプレスの指定
ゼロサプレスを行わずそのまま描画します。

• 基点は、書式設定コマンド（［ESC］D（20 ページ））で設定された印刷範囲内に入るように設定してください。

• パラメーターに指定文字以外を設定した場合は、コマンドエラーとなります。
パラメーターが規定桁数でない場合は、コマンドエラーとなります。

• 省略可能以外のパラメーターを省略するとコマンドエラーとなります。

高さ

高さ

基点

基点

初期値 00000 A1B2C 8D7!6 E5F4G

インクリメント／
デクリメント ＋ 1 ＋ 1 ＋4 ー2

1 枚目 00000 A1B2C 8D7!6 E5F4G
2枚目 00001 A1B3C 8D8!0 E5F2G
3枚目 00002 A1B4C 8D8!4 E5F0G
4枚目 00003 A1B5C 8D8!8 E4F8G
5枚目 00004 A1B6C 8D9!2 E4F6G
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補　足

• バーコード表

2 3 4 5 6 7

0 0

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

6 6

7 7

8 8

9 9

A

B

C

D

E

F
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COMMAND -   -  -  - 34

［ESC］XB
UPC-A

UPC-A+2digits
UPC-A+5digits

UPC-A、UPC-A+2digits、およびUPC-A+5digitsに準拠したバーコードを用紙（ラベル）上の
どの位置にどのように印刷するかその書式を設定します。

書　式

[ESC]XBpa1pa2;pb1pb2pb3pb4,pc1pc2pc3pc4pc5,pd,pe,pf1pf2,pg,ph1ph2ph3ph4(,pipj1p

j2pj3pj4pj5pj6pj7pj8pj9pj10,pk1pk2pk3,pl,pm1pm2)(=pn1pn2pn3…pnn)[LF][NUL] 
UPC-A：n=Max.12
UPC-A+2digits：n=Max.14
UPC-A+5digits：n=Max.17

pa1pa2

書式番号を指定します。2桁固定です。
【設定範囲】

00～ 31
pb1pb2pb3pb4

バーコードの基点 X座標を指定します。4桁固定
で 0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

0000（0.0mm）～ 9999（999.9mm）
pc1pc2pc3pc4pc5

バーコードの基点 Y座標を指定します。4桁 また
は 5 桁で 0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

4桁の場合
0000（0.0mm）～ 9999（999.9mm）
5桁の場合
00000（0.0mm）～ 99999（9999.9mm）

pd

バーコードの種類を指定します。
K：UPC-A
L：UPC-A+2digits
M：UPC-A+5digits

pe

チェックデジットの種類を指定します。
1：チェックデジット付加なし
2：チェックデジットチェック
（モジュラス 10）

3：チェックデジット自動付加（1）
（モジュラス 10）

4：チェックデジット自動付加（2）
（モジュラス 10+プライスC/D4 桁）

pf1pf2

1 モジュール幅を指定します。2 桁固定で 1 ドッ
ト単位に指定できます。
【設定範囲】

01～ 15
pg

バーコードの回転方向を指定します。
0：0 ﾟ
1：90 ﾟ
2：180 ﾟ
3：270 ﾟ

ph1ph2ph3ph4

バーコードの高さを指定します。4桁固定で0.1mm
単位に指定できます。
【設定範囲】

0000（0.0mm）～ 1000（100.0mm）

（,pipj1pj2pj3pj4pj5pj6pj7pj8pj9pj10,pk1pk2pk3,pl,pm1pm2）は、1つでも設定したい場合はすべて設定する必
要があります。1つだけ省略することはできません。
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pipj1pj2pj3pj4pj5pj6pj7pj8pj9pj10

インクリメント／デクリメントを指定します。省
略可能です。省略時、インクリメント／デクリメ
ントは行いません。
pi

インクリメントするかデクリメントするかを指
定します。

+：インクリメント
-：デクリメント

pj1pj2pj3pj4pj5pj6pj7pj8pj9pj10

インクリメント／デクリメントの増減値を指定
します。10桁固定です。
【設定範囲】

0000000000 ～ 9999999999
pk1pk2pk3 

ガードバーの長さを指定します。省略可能です。
省略時、ガードバーは延ばしません。3 桁固定で
0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

000（0.0mm）～ 100（10.0mm）

pl

バー下数字印刷を指定します。省略可能です。省
略時、バー下数字は印刷しません。

0：バー下数字なし
1：バー下数字あり

pm1pm2

“00”固定です。省略可能です。
pn1pn2pn3…pnn

印刷するデータ列です（省略可能）。
チェックデジットの種類（pe）とバーコードの指
定で最大桁数は下表のように異なります。
 

説　明

• チェックデジットの種類
□ チェックデジットチェックの場合、チェック

デジットをチェックし正常の場合は、バー
コードの描画を行います。チェックデジット
が正しくない場合は、バーコードの描画を行
いません。

□ チェックデジット自動付加の場合、チェック
デジットを付加しバーコードの描画を行いま
す。

□ チェックデジット付加なしが指定されると、
自動的にチェックデジットチェックとなりま
す。

• バー幅、スペース幅、キャラクター間スペース
の指定
バーコードの種類によりバー、スペース、キャ
ラクター間スペースの幅を指定します。バー
コードの回転方向、種類、桁数、印刷速度、使
用する用紙等の条件により、指定すべき適正値
が異なるので注意してください。
1モジュールの幅を指定すると 2～ 6モジュー
ルの幅は自動計算されます。

バーコード pe 最大桁数

UPC-A 1 または 2 12
3 11
4 10

UPC-A+2digits 1 または 2 14
3 13
4 12

UPC-A+5digits 1 または 2 17
3 16
4 15

• 基点は、書式設定コマンド（［ESC］D（20 ページ））で設定された印刷範囲内に入るように設定してください。

• パラメーターに指定文字以外を設定した場合は、コマンドエラーとなります。
パラメーターが規定桁数でない場合は、コマンドエラーとなります。

• 省略可能以外のパラメーターを省略するとコマンドエラーとなります。
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• バーコードの高さ

バーコードの高さ＝ 0000 の時、バーコード
（ガードバー含む）、バー下数字は描画しません。
ただし、前ラベルで描画したバーコードはクリ
アします。

• ガードバーの長さ
ガードバーの長さを指定すると、次のように印
刷されます。

• バー下数字
バー下数字あり／なしのパラメーターに従い
バー下数字を付加します。バー下数字の印刷内
容はバーコードの種類により異なります。
バー下数字の文字種類はOCR-B を用いバー
コードの幅に応じて横方向のみ拡大、縮小され
ます。縦方向は 1倍固定で描画します。

バー下数字描画位置（例：UPC-A）

バー下数字描画位置（例：UPC-A+5digits）

• インクリメント／デクリメント指定
1ページ印刷するごとに、データ列の数字を加算
（インクリメント）／減算（デクリメント）しな
がら印刷します。
データ列は最大 40桁であり 41桁以上の場合、
データ列の描画は行いません。
□ インクリメント／デクリメント桁数は、英・

数字・記号すべて合わせて 40桁まで有効で
す。数字のみを抜き出してインクリメント／
デクリメント計算を行い、元の位置に戻して
描画します。

□ インクリメント／デクリメント計算例

高さ

高さ

基点

基点

バーコードの高さ

ガードバーの長さ

初期値 00000 A1B2C 8D7!6 E5F4G

インクリメント／
デクリメント ＋ 1 ＋ 1 ＋4 ー2

1 枚目 00000 A1B2C 8D7!6 E5F4G
2枚目 00001 A1B3C 8D8!0 E5F2G
3枚目 00002 A1B4C 8D8!4 E5F0G
4枚目 00003 A1B5C 8D8!8 E4F8G
5枚目 00004 A1B6C 8D9!2 E4F6G
COMMAND - 34 ［ESC］XB　〈UPC-A UPC-A+2digits UPC-A+5digits〉 ● 124



印
刷
の
し
く
み

は
じ
め
に

索
　
引

資
　
料

制
御
コ
マ
ン
ド

目
　
次

補　足

• バーコード表

2 3 4 5 6 7

0 0

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

6 6

7 7

8 8

9 9

A

B

C

D

E

F
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COMMAND -   -  -  - 35

［ESC］XB
UPC-E

UPC-E+2digits
UPC-E+5digits

UPC-E、UPC-E+2digits、UPC-E+5digitsに準拠したバーコードを用紙（ラベル）上のどの位置
にどのように印刷するかその書式を設定します。

書　式

[ESC]XBpa1pa2;pb1pb2pb3pb4,pc1pc2pc3pc4pc5,pd,pe,pf1pf2,pg,ph1ph2ph3ph4(,pipj1p

j2pj3pj4pj5pj6pj7pj8pj9pj10,pk1pk2pk3,pl,pm1pm2)(=pn1pn2pn3…pnn)[LF][NUL] 
UPC-E：n=Max.7
UPC-E+2digits：n=Max.9
UPC-E+5digits：n=Max.12

pa1pa2

書式番号を指定します。2桁固定です。
【設定範囲】

00～ 31
pb1pb2pb3pb4

バーコードの基点 X座標を指定します。4桁固定
で 0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

0000（0.0mm）～ 9999（999.9mm）
pc1pc2pc3pc4pc5

バーコードの基点 Y座標を指定します。4桁 また
は 5 桁で 0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

4桁の場合
0000（0.0mm）～ 9999（999.9mm）
5桁の場合
00000（0.0mm）～ 99999（9999.9mm）

pd

バーコードの種類を指定します。
6：UPC-E
G：UPC-E+2digits
H：UPC-E+5digits

pe

チェックデジットの種類を指定します。
1：チェックデジット付加なし
2：チェックデジットチェック
（モジュラス 10）

3：チェックデジット自動付加
（モジュラス 10）

pf1pf2

1 モジュール幅を指定します。2 桁固定で 1 ドッ
ト単位に指定できます。
【設定範囲】

01～ 15
pg

バーコードの回転方向を指定します。
0：0 ﾟ
1：90 ﾟ
2：180 ﾟ
3：270 ﾟ

ph1ph2ph3ph4

バーコードの高さを指定します。4桁固定で0.1mm
単位に指定できます。
【設定範囲】

0000（0.0mm）～ 1000（100.0mm）

（,pipj1pj2pj3pj4pj5pj6pj7pj8pj9pj10,pk1pk2pk3,pl,pm1pm2）は、1つでも設定したい場合はすべて設定する必
要があります。1つだけ省略することはできません。
COMMAND - 35 ［ESC］XB　〈UPC-E UPC-E+2digits UPC-E+5digits〉 ● 126



印
刷
の
し
く
み

は
じ
め
に

索
　
引

資
　
料

制
御
コ
マ
ン
ド

目
　
次

pipj1pj2pj3pj4pj5pj6pj7pj8pj9pj10

インクリメント／デクリメントを指定します。省
略可能です。省略時、インクリメント／デクリメ
ントは行いません。
pi

インクリメントするかデクリメントするかを指
定します。

+：インクリメント
-：デクリメント

pj1pj2pj3pj4pj5pj6pj7pj8pj9pj10

インクリメント／デクリメントの増減値を指定
します。10桁固定です。
【設定範囲】

0000000000 ～ 9999999999
pk1pk2pk3 

ガードバーの長さを指定します。省略可能です。
省略時、ガードバーは延ばしません。3 桁固定で
0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

000（0.0mm）～ 100（10.0mm）

pl

バー下数字印刷を指定します。省略可能です。省
略時、バー下数字は印刷しません。

0：バー下数字なし
1：バー下数字あり

pm1pm2

“00”固定です。省略可能です。
pn1pn2pn3…pnn

印刷するデータ列です（省略可能）。
チェックデジットの種類（pe）とバーコードの指
定で最大桁数は下表のように異なります。
 

 

説　明

• チェックデジットの種類
□ チェックデジットチェックの場合、チェック

デジットをチェックし正常の場合は、バー
コードの描画を行います。チェックデジット
が正しくない場合は、バーコードの描画を行
いません。

□ チェックデジット自動付加の場合、チェック
デジットを付加しバーコードの描画を行いま
す。

□ チェックデジット付加なしが指定されると、
自動的にチェックデジットチェックとなりま
す。

• バー幅、スペース幅、キャラクター間スペース
の指定
バーコードの種類によりバー、スペース、キャ
ラクター間スペースの幅を指定します。バー
コードの回転方向、種類、桁数、印刷速度、使
用する用紙等の条件により、指定すべき適正値
が異なるので注意してください。
1モジュールの幅を指定すると 2～ 6モジュー
ルの幅は自動計算されます。

バーコード pe 最大桁数

UPC-E 1 または 2 7
3 6

UPC-E+2digits 1 または 2 9
3 8

UPC-E+5digits 1 または 2 12
3 11

• 基点は、書式設定コマンド（［ESC］D（20 ページ））で設定された印刷範囲内に入るように設定してください。

• パラメーターに指定文字以外を設定した場合は、コマンドエラーとなります。
パラメーターが規定桁数でない場合は、コマンドエラーとなります。

• 省略可能以外のパラメーターを省略するとコマンドエラーとなります。
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• バーコードの高さ

バーコードの高さ＝ 0000 の時、バーコード
（ガードバー含む）、バー下数字は描画しません。
ただし、前ラベルで描画したバーコードはクリ
アします。

• ガードバーの長さ
ガードバーの長さを指定すると、次のように印
刷されます。

• バー下数字
バー下数字あり／なしのパラメーターに従い
バー下数字を付加します。バー下数字の印刷内
容はバーコードの種類により異なります。
バー下数字の文字種類はOCR-B を用いバー
コードの幅に応じて横方向のみ拡大、縮小され
ます。縦方向は 1倍固定で描画します。

バー下数字描画位置（例：UPC-E）

バー下数字描画位置（例：UPC-E+5digits）

• インクリメント／デクリメント指定
1ページ印刷するごとに、データ列の数字を加算
（インクリメント）／減算（デクリメント）しな
がら印刷します。
データ列は最大 40桁であり 41桁以上の場合、
データ列の描画は行いません。
□ インクリメント／デクリメント桁数は、英・

数字・記号すべて合わせて 40桁まで有効で
す。数字のみを抜き出してインクリメント／
デクリメント計算を行い、元の位置に戻して
描画します。

□ インクリメント／デクリメント計算例

高さ

高さ

基点

基点

バーコードの高さ

ガードバーの長さ

初期値 00000 A1B2C 8D7!6 E5F4G

インクリメント／
デクリメント ＋ 1 ＋ 1 ＋4 ー2

1 枚目 00000 A1B2C 8D7!6 E5F4G
2枚目 00001 A1B3C 8D8!0 E5F2G
3枚目 00002 A1B4C 8D8!4 E5F0G
4枚目 00003 A1B5C 8D8!8 E4F8G
5枚目 00004 A1B6C 8D9!2 E4F6G
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補　足

• バーコード表

2 3 4 5 6 7

0 0

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

6 6

7 7

8 8

9 9

A

B

C

D

E

F
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COMMAND -   -  -  - 36

［ESC］XB
カスタマーバーコード

カスタマーバーコード（日本仕様ポストコード）に準拠したバーコードを用紙（ラベル）上のどの
位置にどのように印刷するかその書式を設定します。

書　式

[ESC]XBpa1pa2;pb1pb2pb3pb4,pc1pc2pc3pc4pc5,pd,pe,pf1pf2,pg,ph1ph2ph3ph4(=pn1pn

2pn3…pnn)[LF][NUL] n=Max.20

pa1pa2

書式番号を指定します。2桁固定です。
【設定範囲】

00～ 31
pb1pb2pb3pb4

バーコードの基点 X座標を指定します。4桁固定
で 0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

0000（0.0mm）～ 9999（999.9mm）
pc1pc2pc3pc4pc5

バーコードの基点 Y座標を指定します。4桁 また
は 5 桁で 0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

4桁の場合
0000（0.0mm）～ 9999（999.9mm）
5桁の場合
00000（0.0mm）～ 99999（9999.9mm）

pd

バーコードの種類を指定します。
R：カスタマーバーコード（日本仕様ポスト

コード）

pe

チェックデジットの種類を指定します。
3：チェックデジット自動付加
（専用チェックデジット）

pf1pf2

1 モジュール幅を指定します。2 桁固定で 1 ドッ
ト単位に指定できます。
【設定範囲】

01～ 15
pg

バーコードの回転方向を指定します。
0：0 ﾟ
1：90 ﾟ
2：180 ﾟ
3：270 ﾟ

ph1ph2ph3ph4

バーコードの高さ（ロングバーの高さ）を指定し
ます。4桁固定で 0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

0000（0.0mm）～ 1000（100.0mm）
pn1pn2pn3…pnn

印刷するデータ列です（省略可能）。最大 20桁で
す。 

• 基点は、書式設定コマンド（［ESC］D（20 ページ））で設定された印刷範囲内に入るように設定してください。

• パラメーターに指定文字以外を設定した場合は、コマンドエラーとなります。
パラメーターが規定桁数でない場合は、コマンドエラーとなります。

• 省略可能以外のパラメーターを省略するとコマンドエラーとなります。
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説　明

• チェックデジットの種類
チェックデジットの指定に関わらず、必ずチェッ
クデジットは自動付加になります。

• バー幅、スペース幅、キャラクター間スペース
の指定
バーコードの種類によりバー、スペース、キャ
ラクター間スペースの幅を指定します。バー
コードの回転方向、種類、桁数、印刷速度、使
用する用紙等の条件により、指定すべき適正値
が異なるので注意してください。

• バーコードの高さ

バーコードの高さ＝ 0000 の時、バーコードは
描画しません。
ただし、前ラベルで描画したバーコードはクリ
アします。

• 郵便番号の 6、7桁目が“00”となる場合は、
印刷できません。

補　足

• バーコード表

高さ

高さ

基点

基点

2 3 4 5 6 7

0 0 P

1 1 A Q

2 2 B R

3 3 C S

4 4 D T

5 5 E U

6 6 F V

7 7 G W

8 8 H X

9 9 I Y

A J Z

B K

C L

D - M

E N

F O
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COMMAND -   -  -  - 37

［ESC］XB
Data Matrix（2次元コード）

Data Matrix（2次元コード）に準拠したバーコードを用紙（ラベル）上のどの位置にどのように
印刷するかその書式を設定します。

書　式

[ESC]XBpa1pa2;pb1pb2pb3pb4,pc1pc2pc3pc4pc5,pd,pe1pe2,pf1pf2,pg1pg2,ph(,Cpi1pi2pi

3pj1pj2pj3)(=pk1pk2pk3…pkn)[LF][NUL] n=Max.2000

pa1pa2

書式番号を指定します。2桁固定です。
【設定範囲】

00～ 31
pb1pb2pb3pb4

バーコードの基点 X座標を指定します。4桁固定
で 0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

0000（0.0mm）～ 9999（999.9mm）
pc1pc2pc3pc4pc5

バーコードの基点 Y座標を指定します。4桁 また
は 5 桁で 0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

4桁の場合
0000（0.0mm）～ 9999（999.9mm）
5桁の場合
00000（0.0mm）～ 99999（9999.9mm）

pd

バーコードの種類を指定します。
Q：Data Matrix（2次元コード）

pe1pe2

ECCタイプを指定します。
20：ECC200

pf1pf2

1 セル幅を指定します。2 桁固定で 1 ドット単位
に指定できます。
【設定範囲】

00～ 99
pg1pg2

“01”固定です。
ph

バーコードの回転方向を指定します。
0：0 ﾟ
1：90 ﾟ
2：180 ﾟ
3：270 ﾟ

Cpi1pi2pi3pj1pj2pj3

セル数を指定します。省略可能です。省略時、自
動設定されます。
pi1pi2pi3

X 方向セル数を指定します。3桁固定です。
【設定範囲】

000 ～ 144
pj1pj2pj3

Y 方向セル数を指定します。3桁固定です。
【設定範囲】

000 ～ 144

pk1pk2pk3…pkn

印刷するデータ列です（省略可能）。最大 2000 桁
です。

ECCタイプ ECC200
セル数の指定数 偶数のみ
最小～最大セル数 10×10～ 144×144 セル
長方形コード 18×8

32×8
26×12
36×12
36×16
48×16

本パラメーター省略時にはセル数は自動的に設定し
ます。また、X方向セル数Y方向セル数とも上記表
に記載の値以外のデータを指定した場合も同様にセ
ル数は自動的に設定します。
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説　明

• バーコードの回転 1セル幅＝ 0000 の時、バーコードは描画しませ
ん。
ただし、前ラベルで描画したバーコードはクリ
アします。

補　足

• バーコード表
フォーマット IDで使用するコードを指定します。

□ 制御コードデータの送り方
NUL（00H） → ＞＠（3EH,40H）

• 基点は、書式設定コマンド（［ESC］D（20 ページ））で設定された印刷範囲内に入るように設定してください。

• パラメーターに指定文字以外を設定した場合は、コマンドエラーとなります。
パラメーターが規定桁数でない場合は、コマンドエラーとなります。

• 省略可能以外のパラメーターを省略するとコマンドエラーとなります。

1セル幅

1セ
ル
幅

基点

基点

転送コード

－ － 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F

0 NUL DLE SP 0 @ P ‘ p

1 SOH DC1 ! 1 A Q a q

2 STX DC2 " 2 B R b r

3 ETX DC3 # 3 C S c s

4 EOT DC4 $ 4 D T d t

5 ENQ NAK % 5 E U e u

6 ACK SYN & 6 F V f v

7 BEL ETB ' 7 G W g w

8 BS CAN ( 8 H X h x

9 HT EM ) 9 I Y i y

A LF SUB * : J Z j z

B VT ESC + ; K [ k {

C FF FS , < L \ l ¦

D CR GS - = M ] m }

E SO RS . > N ^ n ̃

F SI US / ? O _ o △
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SOH（01H） → ＞ A（3EH,41H）
STX（02H） → ＞ B（3EH,42H）

GS（1DH） → ＞］（3EH,5DH）
RS（1EH） → ＞＾（3EH,5EH）
US（1FH） → ＞＿（3EH,5FH）

□ 特殊コードの送り方
＞（3EH） → ＞ 0（3EH,30H）

□ 漢字コードの送り方
･ シフト JIS
･ JIS16 進（詳細は「漢字コードのコード切

り換え（49 ページ）」を参照してくださ
い。）

～
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COMMAND -   -  -  - 38

［ESC］XB
MaxiCode（2次元コード）

MaxiCode（2次元コード）に準拠したバーコードを用紙（ラベル）上のどの位置にどのように印
刷するかその書式を設定します。

書　式

[ESC]XBpa1pa2;pb1pb2pb3pb4,pc1pc2pc3pc4pc5,pd(,pe)(=pf1pf2pf3…pfn)[LF][NUL] 
n=Max.111

pa1pa2

書式番号を指定します。2桁固定です。
【設定範囲】

00～ 31
pb1pb2pb3pb4

バーコードの基点 X座標を指定します。4桁固定
で 0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

0000（0.0mm）～ 9999（999.9mm）
pc1pc2pc3pc4pc5

バーコードの基点 Y座標を指定します。4桁 また
は 5 桁で 0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

4桁の場合
0000（0.0mm）～ 9999（999.9mm）
5桁の場合
00000（0.0mm）～ 99999（9999.9mm）

pd

コードの種類を指定します。
Z：MaxiCode（2次元コード）

pe

モードを指定します（省略可能）。
省略：モード 2
0 ：モード 2
1 ：モード 4
2 ：モード 2
3 ：モード 3
4 ：モード 4
5 ：モード 2

pf1pf2pf3…pfn

印刷するデータ列です（省略可能）。最大 111 桁
です。

説　明

• バーコードの印刷例

• 基点は、書式設定コマンド（［ESC］D（20 ページ））で設定された印刷範囲内に入るように設定してください。

• パラメーターに指定文字以外を設定した場合は、コマンドエラーとなります。
パラメーターが規定桁数でない場合は、コマンドエラーとなります。

• 省略可能以外のパラメーターを省略するとコマンドエラーとなります。

基点
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補　足

□ バーコード表

値 CODE SET A CODE SET B CODE SET C CODE SET D CODE SET E

10進数 2進数 文字 10進数 文字 10進数 文字 10進数 文字 10進数 文字 10進数

0 000000 CR 13 ` 96 192 224 NUL 0

1 000001 A 65 a 97 193 225 SOH 1

2 000010 B 66 b 98 194 226 STX 2

3 000011 C 67 c 99 195 227 ETX 3
4 000100 D 68 d 100 196 228 EOT 4
5 000101 E 69 e 101 197 229 ENQ 5
6 000110 F 70 f 102 198 230 ACK 6
7 000111 G 71 g 103 199 231 BEL 7

8 001000 H 72 h 104 200 232 BS 8

9 001001 I 73 i 105 201 233 HT 9

10 001010 J 74 j 106 202 234 LF 10

11 001011 K 75 k 107 203 235 VT 11
12 001100 L 76 l 108 204 236 FF 12

13 001101 M 77 m 109 205 237 CR 13

14 001110 N 78 n 110 206 238 SO 14

15 001111 O 79 o 111 207 239 SI 15
16 010000 P 80 p 112 208 240 DLE 16
17 010001 Q 81 q 113 209 241 DC1 17
18 010010 R 82 r 114 210 242 DC2 18

19 010011 S 83 s 115 211 243 DC3 19

20 010100 T 84 t 116 212 244 DC4 20

21 010101 U 85 u 117 213 245 NAK 21
22 010110 V 86 v 118 214 246 SYN 22
23 010111 W 87 w 119 215 247 ETB 23

24 011000 X 88 x 120 216 248 CAN 24
25 011001 Y 89 y 121 217 249 EM 25

26 011010 Z 90 z 122 218 250 SUB 26

27 011011 [EC] [EC] [EC] [EC] [EC]
28 011100 FS 28 FS 28 FS 28 FS 28 [Pad]
29 011101 GS 29 GS 29 GS 29 GS 29 [Pad]
30 011110 RS 30 RS 30 RS 30 RS 30 ESC 27
31 011111 [NS] [NS] [NS] [NS] [NS]
32 100000 SP 32 ( 123 219 251 FS 28

33 100001 [Pad] [Pad] 220 252 GS 29
34 100010 " 34 ) 125 221 253 RS 30

35 100011 # 35 ~ 126 222 254 US 31

36 100100 $ 36 DEL 127 223 255 [C159] 159

37 100101 % 37 ; 59 170 161 NBSP 160
38 100110 & 38 < 60 172 168 162

39 100111 ' 39 = 61 177 171 163

40 101000 ( 40 > 62 178 175 164
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□ 制御コードデータの送り方
SOH（01H） → ＞ A（3EH,41H）
STX（02H） → ＞ B（3EH,42H）

GS（1DH） → ＞］（3EH,5DH）
RS（1EH） → ＞＾（3EH,5EH）
US（1FH） → ＞＿（3EH,5FH）

□ 特殊コードの送り方
＞（3EH） → ＞ 0（3EH,30H）

□ 漢字コードの送り方
･ シフト JIS
･ JIS16 進（詳細は「漢字コードのコード切

り換え（49 ページ）」を参照してくださ
い。）

41 101001 ) 41 ? 63 179 176 165

42 101010 * 42 [ 91 181 180 166

43 101011 + 43 \ 92 185 183 167

44 101100 , 44 ] 93 186 184 169

45 101101 - 45 ^ 94 188 187 SHY 173
46 101110 . 46 _ 95 189 191 174
47 101111 / 47 SP 32 190 [C138] 138 182

48 110000 0 48 , 44 [C128] 128 [C139] 139 [C149] 149
49 110001 1 49 . 46 [C129] 129 [C140] 140 [C150] 150
50 110010 2 50 / 47 [C130] 130 [C141] 141 [C151] 151
51 110011 3 51 : 58 [C131] 131 [C142] 142 [C152] 152
52 110100 4 52 @ 64 [C132] 132 [C143] 143 [C153] 153
53 110101 5 53 ! 33 [C133] 133 [C144] 144 [C154] 154
54 110110 6 54 | 124 [C134] 134 [C145] 145 [C155] 155
55 110111 7 55 [Pad] [C135] 135 [C146] 146 [C156] 156
56 111000 8 56 [2 Shift A] [C136] 136 [C147] 147 [C157] 157
57 111001 9 57 [3 Shift A] [C137] 137 [C148] 148 [C158] 158
58 111010 : 58 [Pad] [Latch A] [Latch A] [Latch A]
59 111011 [Shift B] [Shift A] SP 32 SP 32 SP 32
60 111100 [Shift C] [Shift C] [Lock In C] [Shift C] [Shift C]
61 111101 [Shift D] [Shift D] [Shift D] [Lock In D] [Shift D]
62 111110 [Shift E] [Shift E] [Shift E] [Shift E] [Lock In E]
63 111111 [Latch B] [Latch A] [Latch B] [Latch B] [Latch B]

値 CODE SET A CODE SET B CODE SET C CODE SET D CODE SET E

10進数 2進数 文字 10進数 文字 10進数 文字 10進数 文字 10進数 文字 10進数

NULコードは使用できません。ただし、指定するこ
とはできます。指定した場合、それ以降のデータは
印刷されなくなります。

～

COMMAND - 38 ［ESC］XB　〈MaxiCode（2 次元コード）〉 ● 137



印
刷
の
し
く
み

は
じ
め
に

索
　
引

資
　
料

制
御
コ
マ
ン
ド

目
　
次

COMMAND -   -  -  - 39

［ESC］XB
MicroPDF417（2次元コード）

MicroPDF417（2次元コード）に準拠したバーコードを用紙（ラベル）上のどの位置にどのよう
に印刷するかその書式を設定します。

書　式

[ESC]XBpa1pa2;pb1pb2pb3pb4,pc1pc2pc3pc4pc5,pd,pe1pe2,pf1pf2,pg1pg2,ph,pi1pi2pi3p

i4(=pj1pj2pj3…pjn)[LF][NUL] n=Max.366

pa1pa2

書式番号を指定します。2桁固定です。
【設定範囲】

00～ 31
pb1pb2pb3pb4

バーコードの基点 X座標を指定します。4桁固定
で 0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

0000（0.0mm）～ 9999（999.9mm）
pc1pc2pc3pc4pc5

バーコードの基点 Y座標を指定します。4桁 また
は 5 桁で 0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

4桁の場合
0000（0.0mm）～ 9999（999.9mm）
5桁の場合
00000（0.0mm）～ 99999（9999.9mm）

pd

バーコードの種類を指定します。
X：MicroPDF417（2次元コード）

pe1pe2

“00”固定です。

pf1pf2

1 モジュール幅を指定します。2 桁固定でドット
単位に指定できます。
【設定範囲】

01～ 10
pg1pg2

コラム数・ロー数を指定します。2桁固定です。
【設定範囲】

00～ 38
ph

バーコードの回転方向を指定します。
0：0 ﾟ
1：90 ﾟ
2：180 ﾟ
3：270 ﾟ

pi1pi2pi3pi4

1 行のバー高さを指定します。4桁固定で 0.1mm
単位に指定できます。
【設定範囲】

0000（0.0mm）～ 0100（10.0mm）
pj1pj2pj3…pjn

印刷するデータ列です（省略可能）。最大 366 桁
です。

• 基点は、書式設定コマンド（［ESC］D（20 ページ））で設定された印刷範囲内に入るように設定してください。

• パラメーターに指定文字以外を設定した場合は、コマンドエラーとなります。
パラメーターが規定桁数でない場合は、コマンドエラーとなります。

• 省略可能以外のパラメーターを省略するとコマンドエラーとなります。
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説　明

• バーコードの高さ

MicroPDF417の時のコラム数・ロー数の設定データについて

設定パラメータ
（gg） コラム数 ロー数 Binary 時の

最大桁数
英大文字・スペース時の

最大桁数
数字の時の
最大桁数

00 ー ー 150 250 366
01 1 ー 22 38 55
02 2 ー 43 72 105
03 3 ー 97 162 237
04 4 ー 150 250 366
05

1

11 3 6 8
06 14 7 12 17
07 17 10 18 26
08 20 13 22 32
09 24 18 30 44
10 28 22 38 55
11

2

8 8 14 20
12 11 14 24 35
13 14 21 36 52
14 17 27 46 67
15 20 33 56 82
16 23 38 64 93
17 26 43 72 105
18

3

6 6 10 14
19 8 10 18 26
20 10 15 26 38
21 12 20 34 49
22 15 27 46 67
23 20 39 66 96
24 26 54 90 132
25 32 68 114 167
26 38 82 138 202
27 44 97 162 237

高さ

高さ

基点

基点
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補　足

• バーコード表
以下のモードでは使用するコードにより自動的に切り替えをします。

28

4

4 8 14 20
29 6 13 22 32
30 8 20 34 49
31 10 27 46 67
32 12 34 58 85
33 15 45 76 111
34 20 63 106 155
35 26 85 142 208
36 32 106 178 261
37 38 128 214 313
38 44 150 250 366

設定 No. の 00 から 04の“－”はコラム数およびロー数をプリンターで自動的に設定します。この場合、コード
ワード数の小さいパターンを自動的に選択します。またコードワードが等しい場合はコラム数の小さいパターンを選
択します。

モード 詳　細

英大文字・スペース A～ Z　スペース
Binary International Character Set 00H～ FFH（漢字）
数字 0～ 9

MicroPDF417の時のコラム数・ロー数の設定データについて

設定パラメータ
（gg） コラム数 ロー数 Binary 時の

最大桁数
英大文字・スペース時の

最大桁数
数字の時の
最大桁数
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□ 制御コードデータの送り方
NUL（00H） → ＞＠（3EH,40H）
SOH（01H） → ＞ A（3EH,41H）
STX（02H） → ＞ B（3EH,42H）

GS（1DH） → ＞］（3EH,5DH）
RS（1EH） → ＞＾（3EH,5EH）
US（1FH） → ＞＿（3EH,5FH）

□ 特殊コードの送り方
＞（3EH） → ＞ 0（3EH,30H）

□ 漢字コードの送り方
･ シフト JIS
･ JIS16 進（（詳細は「漢字コードのコード

切り換え（49 ページ）」を参照してくださ
い。）

転送コード

－ － 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F

0 NUL DLE SP 0 @ P ‘ p

1 SOH DC1 ! 1 A Q a q

2 STX DC2 " 2 B R b r

3 ETX DC3 # 3 C S c s

4 EOT DC4 $ 4 D T d t

5 ENQ NAK % 5 E U e u

6 ACK SYN & 6 F V f v

7 BEL ETB ' 7 G W g w

8 BS CAN ( 8 H X h x

9 HT EM ) 9 I Y i y

A LF SUB * : J Z j z

B VT ESC + ; K [ k {

C FF FS , < L \ l ¦

D CR GS - = M ] m }

E SO RS . > N ^ n ̃

F SI US / ? O _ o △

～
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COMMAND -   -  -  - 40

［ESC］XB
PDF417（2次元コード）

PDF417（2次元コード）に準拠したバーコードを用紙（ラベル）上のどの位置にどのように印刷
するかその書式を設定します。

書　式

[ESC]XBpa1pa2;pb1pb2pb3pb4,pc1pc2pc3pc4pc5,pd,pe1pe2,pf1pf2,pg1pg2,ph,pi1pi2pi3p

i4(=pj1pj2pj3…pjn)[LF][NUL] n=Max.2000

pa1pa2

書式番号を指定します。2桁固定です。
【設定範囲】

00～ 31
pb1pb2pb3pb4

バーコードの基点 X座標を指定します。4桁固定
で 0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

0000（0.0mm）～ 9999（999.9mm）
pc1pc2pc3pc4pc5

バーコードの基点 Y座標を指定します。4桁 また
は 5 桁で 0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

4桁の場合
0000（0.0mm）～ 9999（999.9mm）
5桁の場合
00000（0.0mm）～ 99999（9999.9mm）

pd

バーコードの種類を指定します。
P：PDF417（2次元コード）

pe1pe2

セキュリティーレベルを指定します。
00：レベル 0
01：レベル 1
02：レベル 2
03：レベル 3
04：レベル 4
05：レベル 5
06：レベル 6
07：レベル 7
08：レベル 8

pf1pf2

1 モジュール幅を指定します。2 桁固定で 1 ドッ
ト単位に指定します。
【設定範囲】

01～ 10
pg1pg2

コラム数（列数）を指定します。2桁固定です。
【設定範囲】

01～ 30
ph

バーコードの回転方向を指定します。
0：0 ﾟ
1：90 ﾟ
2：180 ﾟ
3：270 ﾟ

pi1pi2pi3pi4

1 行のバー高さを指定します。4 桁 で 0.1mm 単
位に指定できます。
【設定範囲】

0000（0.0mm）～ 0100（10.0mm）
pj1pj2pj3…pjn

印刷するデータ列です（省略可能）。最大 2000 桁
です。

• 基点は、書式設定コマンド（［ESC］D（20 ページ））で設定された印刷範囲内に入るように設定してください。

• パラメーターに指定文字以外を設定した場合は、コマンドエラーとなります。
パラメーターが規定桁数でない場合は、コマンドエラーとなります。

• 省略可能以外のパラメーターを省略するとコマンドエラーとなります。
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説　明

• バーコードの高さ

バーコードの高さ＝ 0000 の時、バーコードは描画しません。
ただし、前ラベルで描画したバーコードはクリアします。

補　足

• バーコード表
以下のモードでは使用するコードにより自動的に切り替えをします。

モード コード 詳　細

EXCモード 英数字・記号 0～ 9　A～ Z　a～ z　スペース　!　"　#　$　%　
&　'　(　)　*　+　,　.　/　;　:　<　=　>　?　@　
[　\　]　^　_　‘　{　¦　}　̃　△　CR　HT

Binary/ASCII 
Plus モード

Binary International Character
Set

00H ～ FFH（漢字）

数字圧縮モード 数字 0～ 9

高さ

高さ

基点

基点
COMMAND - 40 ［ESC］XB　〈PDF417（2次元コード）〉 ● 143



印
刷
の
し
く
み

は
じ
め
に

索
　
引

資
　
料

制
御
コ
マ
ン
ド

目
　
次

□ 制御コードデータの送り方
NUL（00H） → ＞＠（3EH,40H）
SOH（01H） → ＞ A（3EH,41H）
STX（02H） → ＞ B（3EH,42H）

GS（1DH） → ＞］（3EH,5DH）
RS（1EH） → ＞＾（3EH,5EH）
US（1FH） → ＞＿（3EH,5FH）

□ 特殊コードの送り方
＞（3EH） → ＞ 0（3EH,30H）

□ 漢字コードの送り方
･ シフト JIS
･ JIS16 進（（詳細は「漢字コードのコード

切り換え（49 ページ）」を参照してくださ
い。）

転送コード

－ － 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F

0 NUL DLE SP 0 @ P ‘ p

1 SOH DC1 ! 1 A Q a q

2 STX DC2 " 2 B R b r

3 ETX DC3 # 3 C S c s

4 EOT DC4 $ 4 D T d t

5 ENQ NAK % 5 E U e u

6 ACK SYN & 6 F V f v

7 BEL ETB ' 7 G W g w

8 BS CAN ( 8 H X h x

9 HT EM ) 9 I Y i y

A LF SUB * : J Z j z

B VT ESC + ; K [ k {

C FF FS , < L \ l ¦

D CR GS - = M ] m }

E SO RS . > N ^ n ̃

F SI US / ? O _ o △

～
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COMMAND -   -  -  - 41

［ESC］XB
QRコード（モデル1・モデル2）（2次元コード）

QRコード（モデル1・モデル2）（2次元コード）に準拠したバーコードを用紙（ラベル）上のど
の位置にどのように印刷するかその書式を設定します。

書　式

[ESC]XBpa1pa2;pb1pb2pb3pb4,pc1pc2pc3pc4pc5,pd,pe,pf1pf2,pg,ph(,Mpi)(=pj1pj2pj3…
pjn)[LF][NUL] n=Max.2000

pa1pa2

書式番号を指定します。2桁固定です。
【設定範囲】

00～ 31
pb1pb2pb3pb4

バーコードの基点 X座標を指定します。4桁固定
で 0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

0000（0.0mm）～ 9999（999.9mm）
pc1pc2pc3pc4pc5

バーコードの基点 Y座標を指定します。4桁 また
は 5 桁で 0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

4桁の場合
0000（0.0mm）～ 9999（999.9mm）
5桁の場合
00000（0.0mm）～ 99999（9999.9mm）

pd

コードの種類を指定します。
T：QR Code（モデル 1・モデル 2）

pe

誤り訂正レベルを指定します。
L：高密度レベル
M：標準レベル
Q：信頼レベル
H：高信頼レベル

pf1pf2

1 セル幅を指定します。2 桁固定で 1 ドット単位
に指定できます。
【設定範囲】

00～ 52
pg

モードを指定します。
M：マニュアルモード
A：自動モード

ph

バーコードの回転方向を指定します。
0：0 ﾟ
1：90 ﾟ
2：180 ﾟ
3：270 ﾟ

Mpi

モデルを指定します。省略可能です。省略
時、“1”（モデル 1）です。
pi

モデル指定です。
1：モデル 1
2：モデル 2

pj1pj2pj3…pjn

印刷するデータ列です（省略可能）。最大 2000 桁
です。

• 基点は、書式設定コマンド（［ESC］D（20 ページ））で設定された印刷範囲内に入るように設定してください。

• パラメーターに指定文字以外を設定した場合は、コマンドエラーとなります。
パラメーターが規定桁数でない場合は、コマンドエラーとなります。

• 省略可能以外のパラメーターを省略するとコマンドエラーとなります。
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説　明

• バーコードの回転 • 1 セル幅の指定

1セル幅＝ 0の時、2次元コードは描画しませ
ん。ただし、前ラベルで描画したバーコードは
クリアします。

補　足

• pg（モード指定）で“マニュアルモード”を
指定した場合
□ 数字モード・英数字モード・漢字モードの場合

□ バイナリーモードの場合

□ 混在モードの場合

QRコードは、英数字・記号・漢字などすべ
てのコードを取り扱うことができますが、扱
うコードにより、データ圧縮効率が異なるた
め、モード指定で使用するコードを指定しま
す。

混在モードの場合、1つのQRコードの中に
最大 200個のモード指定ができます。

pg（モード指定）で“自動モード”を指定し
た場合

高さ

高さ

基点

基点

1セル幅

1セル幅

モード指定 印刷データ

モード指定 印刷データデータ数（4桁）

“,”（カンマ）データ “,”（カンマ）データ データ

モード コード 詳　細

N 数字 0～ 9
A 英数・記号 A～Z　0～9　スペース　

$　%　*　+　－　.　/　:
B バイナリー

（8ビット）
00H～ FFH

K 漢字 シフト JIS、JIS16 進

印刷データ
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• バーコード表
以下のモードでは使用するコードにより自動的に切り替えをします。

□ 制御コードデータの送り方
NUL（00H） → ＞＠（3EH,40H）
SOH（01H） → ＞ A（3EH,41H）
STX（02H） → ＞ B（3EH,42H）

GS（1DH） → ＞］（3EH,5DH）
RS（1EH） → ＞＾（3EH,5EH）
US（1FH） → ＞＿（3EH,5FH）

□ 特殊コードの送り方
＞（3EH） → ＞ 0（3EH,30H）

□ 漢字コードの送り方
･ シフト JIS
･ JIS16 進（詳細は「漢字コードのコード切

り換え（49 ページ）」を参照してくださ
い。）

･ QRコードデータ指定例
英数記号モード ：ABC123

･ バイナリモード ：01H、03H、05H

･ 混在モード

数字モード：123456
漢字モード：漢字データ
バイナリモード：aア i イ uウ eエ oオ
英数記号モード：ABC

･ 自動モード
上記「混在モード」と同じデータを自動
モードで指定する場合

123456 漢字データ aア i イ uウ e エ oオ ABC
印刷データ

転送コード

－ － 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F

0 NUL DLE SP 0 @ P ‘ p ｰ ﾀ ﾐ

1 SOH DC1 ! 1 A Q a q 。 ｱ ﾁ ﾑ

2 STX DC2 " 2 B R b r ｢ ｲ ﾂ ﾒ

3 ETX DC3 # 3 C S c s ｣ ｳ ﾃ ﾓ

4 EOT DC4 $ 4 D T d t ､ ｴ ﾄ ﾔ

5 ENQ NAK % 5 E U e u ･ ｵ ﾅ ﾕ

6 ACK SYN & 6 F V f v ｦ ｶ ﾆ ﾖ

7 BEL ETB ' 7 G W g w ｧ ｷ ﾇ ﾗ

8 BS CAN ( 8 H X h x ｨ ｸ ﾈ ﾘ

9 HT EM ) 9 I Y i y ｩ ｹ ﾉ ﾙ

A LF SUB * : J Z j z ｪ ｺ ﾊ ﾚ

B VT ESC + ; K [ k { ｫ ｻ ﾋ ﾛ

C FF FS , < L \ l ¦ ｬ ｼ ﾌ ﾜ

D CR GS - = M ] m } ｭ ｽ ﾍ ﾝ

E SO RS . > N ^ n ̃ ｮ ｾ ﾎ ﾞ

F SI US / ? O _ o DEL ｯ ｿ ﾏ ﾟ

～

AABC123
印刷データ
　モード指定

B0006＞A＞C＞E
　データ数 印刷データ
　　モード指定

N123456、　　K漢字データ、
　印刷データ　　 印刷データ
　　モード指定   　 モード指定

B0010aアiイuウeエoオ、AABC
　データ数 印刷データ　　 印刷データ
　　モード指定　　　　　　　モード指定
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COMMAND -   -  -  - 42

［ESC］XB
GS1 Composite

GS1 Composite（GS1 DataBar、GS1 DataBar Truncated、GS1 DataBar Stacked、GS1
DataBar Stacked Omnidirectional、GS1 DataBar Limited、UPC-A、UPC-E、EAN13、
EAN8、GS1-128）に準拠したバーコードを用紙（ラベル）上のどの位置にどのように印刷する
かその書式を設定します。

書　式

[ESC]XBpa1pa2;pb1pb2pb3pb4,pc1pc2pc3pc4pc5,pd,pe1,pe2,pf1pf2,pg,ph1ph2ph3ph4
(=pi1pi2pi3…pin)[LF][NUL]

pa1pa2

バーコードNo. を指定します。
2桁固定です。
【設定範囲】

00～ 31
pb1pb2pb3pb4

バーコードの基点Ｘ座標を指定します。
4桁固定で 0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

0000（0.0mm）～ 9999（999.9mm）
pc1pc2pc3pc4pc5

バーコードの基点Ｙ座標を指定します。
4桁または 5桁で 0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

4桁の場合：
0000（0.0mm）～ 9999（999.9mm）
5桁の場合：
00000（0.0mm）～ 99999（9999.9mm）

pd

バーコードの種類を指定します。
c：GS1 Composite

pe1pe2

バージョン（詳細種別）を指定します。
2桁固定です。

01 : EAN-13 with CC-A
02 : EAN-8 with CC-A
03 : UPC-A with CC-A
04 : UPC-E with CC-A
05 : GS1 DataBar Standard with CC-A
06 : GS1 DataBar Truncated with CC-A
07：GS1 DataBar Stacked with CC-A
08：GS1 DataBar Stacked 

Omnidirectional with CC-A
09：GS1 DataBar Limited with CC-A
10：GS1-128 with CC-A
11：GS1-128 with CC-C

pf1pf2

1 モジュール幅を指定します。
2桁固定で 1ドット単位に指定できます。
【設定範囲】

01～ 12
pg

バーコードの回転方向を指定します。
0 : 0 ﾟ
1 : 90 ﾟ
2 : 180 ﾟ
3 : 270 ﾟ

ph1ph2ph3ph4

バーコードの高さを指定します。
4桁固定で 0.1mm単位に指定できます。
GS1-128 でのみ有効です。
【設定範囲】

0000（0.0mm）～ 1000（100.0mm）
pi1pi2pi3…pin

印刷するデータ列を指定します。省略可能です。
バージョン（詳細種別）により１次元データの桁
数が異なります。
1次元データと 2次元データの区切りを「@」で
区切ります。

バージョン
（詳細種別） 1次元データ　最大桁数

01 12 桁
02 7 桁
03 11 桁
04 6 桁
05 13 桁
06 13 桁
07 13 桁
08 13 桁
09 13 桁
10 48 桁
11 48 桁
COMMAND - 42 ［ESC］XB　〈GS1 Composite〉 ● 148



印
刷
の
し
く
み

は
じ
め
に

索
　
引

資
　
料

制
御
コ
マ
ン
ド

目
　
次

補　足
 

• バーコードの高さ
パラメータで指定されるバーコード高さはGS1-
128 のみ有効であり、指定された１モジュール
幅との倍数になります。
その他のバージョン（詳細種別）では、指定さ
れた１モジュール幅により固定の高さが設定さ
れます。

• チェックデジットは自動付加になります。
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COMMAND -   -  -  - 43

［ESC］XD
外字登録

外字をプリンターに登録します。

書　式

[ESC]XD;pb1pb2,pc,pd1pd2pd3,pe1pe2pe3,pf1pf2pf3,pg1pg2pg3,ph1ph2ph3,pi,pj1pj2pj3
…pjn[LF][NUL]

pb1pb2

外字種類を指定します。2桁固定です。
41：16×16（ドット）
42：24×24（ドット）
43：32×32（ドット）
44：48×48（ドット）

pc

外字コードを指定します。1桁固定です（16進コー
ドで表します）。
【設定範囲】

40（0x40）～ 7E（0x7E）
80（0x80）～ FC（0xFC）

pd1pd2pd3

“000”固定です。
pe1pe2pe3

“000”固定です。
pf1pf2pf3

“000”固定です。

pg1pg2pg3

“000”固定です。
ph1ph2ph3

“000”固定です。
pi

外字データ種類を指定します。
0：ニブルモード （4ビット／バイト）
1：ヘキサモード （8ビット／バイト）

pj1pj2pj3…pjn

登録する外字のデータです。

説　明
 

• 外字種類
外字種類 41～ 44 はそれぞれ固定サイズとなります。

• 文字コード
文字コードは 1バイトで登録しますが、登録した外字を呼び出す時は上位に F0Hを付けた 2バイトとなり
ます。1文字種類あたり最大 188 文字まで登録できます。

• ニブルモードの場合は下位 4 ビットが有効とな
ります。

• キャラクターサイズ分の指定していないと、プ
リンターは続きのデータの受信待ちとなりま
す。

• パラメーターに指定文字以外を設定した場合は、コマンドエラーとなります。

• パラメーターが規定桁数でない場合は、コマンドエラーとなります。

• 省略できるパラメーターはありません。パラメーターを省略するとコマンドエラーとなります。
COMMAND - 43 ［ESC］XD　〈外字登録〉 ● 150
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• 外字種類 41 （16 ドット×16ドット）

□ ニブルモード
登録する外字のデータ数は 64バイト固定です。
登録する外字のデータは 4ドットずつ区切り、上図の左上から順に送信します。
登録する外字のデータは 30H～ 3FHです。

□ ヘキサモード
登録する外字のデータ数は 32バイト固定です。
登録する外字のデータは 8ドットずつ区切り、上図の左上から順に送信します。
登録する外字のデータは 00H～ FFHです。

外字種類を 41に指定した場合、キャラクター幅 16ドット、キャラクター高さ 16ドットの外字となります。

4 4

8

文字幅16ドット

文字高さ
16ドット

4 4

8

ヘキサモード ニブルモード

00 00 30 30 30 30
3F FC 33 3F 3F 3C
3F FC 33 3F 3F 3C
30 0C 33 30 30 3C
30 0C 33 30 30 3C
30 0C 33 30 30 3C
3F FC 33 3F 3F 3C
3F FC 33 3F 3F 3C
30 0C 33 30 30 3C
30 0C 33 30 30 3C
30 0C 33 30 30 3C
30 0C 33 30 30 3C
3F FC 33 3F 3F 3C
3F FC 33 3F 3F 3C
30 0C 33 30 30 3C
00 00 30 30 30 30
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• 外字種類 42 （24 ドット×24ドット）

□ ニブルモード
登録する外字のデータ数は 144バイト固定です。
登録する外字のデータは 4ドットずつ区切り、上図の左上から順に送信します。
登録する外字のデータは 30H～ 3FHです。

□ ヘキサモード
登録する外字のデータ数は 72バイト固定です。
登録する外字のデータは 8ドットずつ区切り、上図の左上から順に送信します。
登録する外字のデータは 00H～ FFHです。

外字種類を 42に指定した場合、キャラクター幅 24ドット、キャラクター高さ 24ドットの外字となります。

4 4

8

文字幅24ドット

文字高さ
24ドット

4 4

8

4 4

8

ヘキサモード ニブルモード

00 00 00 30 30 30 30 30 30
3F FF FC 33 3F 3F 3F 3F 3C
3F FF FC 33 3F 3F 3F 3F 3C
3F FF FC 33 3F 3F 3F 3F 3C
38 00 1C 33 38 30 30 31 3C
38 00 1C 33 38 30 30 31 3C
38 00 1C 33 38 30 30 31 3C
38 00 1C 33 38 30 30 31 3C
38 00 1C 33 38 30 30 31 3C
38 00 1C 33 38 30 30 31 3C
3F FF FC 33 3F 3F 3F 3F 3C
3F FF FC 33 3F 3F 3F 3F 3C
3F FF FC 33 3F 3F 3F 3F 3C
38 00 1C 33 38 30 30 31 3C
38 00 1C 33 38 30 30 31 3C
38 00 1C 33 38 30 30 31 3C
38 00 1C 33 38 30 30 31 3C
38 00 1C 33 38 30 30 31 3C
38 00 1C 33 38 30 30 31 3C
3F FF FC 33 3F 3F 3F 3F 3C
3F FF FC 33 3F 3F 3F 3F 3C
3F FF FC 33 3F 3F 3F 3F 3C
38 00 1C 33 38 30 30 31 3C
00 00 00 30 30 30 30 30 30
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• 外字種類 43 （32 ドット×32ドット）

4 4

8

文字幅32ドット

文字高さ
32ドット

4 4

8

4 4

8

4 4

8

ヘキサモード ニブルモード
00 00 00 00 30 30 30 30 30 30 30 30
3F FF FF FC 33 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3C
3F FF FF FC 33 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3C
3F FF FF FC 33 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3C
3F FF FF FC 33 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3C
3C 00 00 3C 33 3C 30 30 30 30 33 3C
3C 00 00 3C 33 3C 30 30 30 30 33 3C
3C 00 00 3C 33 3C 30 30 30 30 33 3C
3C 00 00 3C 33 3C 30 30 30 30 33 3C
3C 00 00 3C 33 3C 30 30 30 30 33 3C
3C 00 00 3C 33 3C 30 30 30 30 33 3C
3C 00 00 3C 33 3C 30 30 30 30 33 3C
3C 00 00 3C 33 3C 30 30 30 30 33 3C
3F FF FF FC 33 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3C
3F FF FF FC 33 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3C
3F FF FF FC 33 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3C
3F FF FF FC 33 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3C
3C 00 00 3C 33 3C 30 30 30 30 33 3C
3C 00 00 3C 33 3C 30 30 30 30 33 3C
3C 00 00 3C 33 3C 30 30 30 30 33 3C
3C 00 00 3C 33 3C 30 30 30 30 33 3C
3C 00 00 3C 33 3C 30 30 30 30 33 3C
3C 00 00 3C 33 3C 30 30 30 30 33 3C
3C 00 00 3C 33 3C 30 30 30 30 33 3C
3C 00 00 3C 33 3C 30 30 30 30 33 3C
3F FF FF FC 33 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3C
3F FF FF FC 33 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3C
3F FF FF FC 33 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3C
3F FF FF FC 33 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3C
3C 00 00 3C 33 3C 30 30 30 30 33 3C
3C 00 00 3C 33 3C 30 30 30 30 33 3C
00 00 00 00 30 30 30 30 30 30 30 30
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□ ニブルモード
登録する外字のデータ数は 256バイト固定です。
登録する外字のデータは 4ドットずつ区切り、前ページの図の左上から順に送信します。
登録する外字のデータは 30H～ 3FHです。

□ ヘキサモード
登録する外字のデータ数は 128バイト固定です。
登録する外字のデータは 8ドットずつ区切り、前ページの図の左上から順に送信します。
登録する外字のデータは 00H～ FFHです。

• 外字種類 44 （48 ドット×48ドット）

外字種類を 43に指定した場合、キャラクター幅 32ドット、キャラクター高さ 32ドットの外字となります。

4 4

8

文字幅48ドット

文字高さ
48ドット

4 4

8

4 4

8

4 4

8

4 4

8

4 4

8
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□ ニブルモード
登録する外字のデータ数は 576バイト固定です。
登録する外字のデータは 4ドットずつ区切り、前ページの図の左上から順に送信します。
登録する外字のデータは 30H～ 3FHです。

□ ヘキサモード
登録する外字のデータ数は 288バイト固定です。
登録する外字のデータは 8ドットずつ区切り、前ページの図の左上から順に送信します。
登録する外字のデータは 00H～ FFHです。

外字種類を 44に指定した場合、キャラクター幅 48ドット、キャラクター高さ 48ドットの外字となります。

ヘキサモード ニブルモード
00 00 00 00 00 00 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30
00 00 00 00 00 00 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30
3F FF FF FF FF FC 33 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3C
3F FF FF FF FF FC 33 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3C
3F FF FF FF FF FC 33 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3C
3F FF FF FF FF FC 33 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3C
3F FF FF FF FF FC 33 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3C
3F FF FF FF FF FC 33 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3C
3F 00 00 00 00 FC 33 3F 30 30 30 30 30 30 30 30 3F 3C
3F 00 00 00 00 FC 33 3F 30 30 30 30 30 30 30 30 3F 3C
3F 00 00 00 00 FC 33 3F 30 30 30 30 30 30 30 30 3F 3C
3F 00 00 00 00 FC 33 3F 30 30 30 30 30 30 30 30 3F 3C
3F 00 00 00 00 FC 33 3F 30 30 30 30 30 30 30 30 3F 3C
3F 00 00 00 00 FC 33 3F 30 30 30 30 30 30 30 30 3F 3C
3F 00 00 00 00 FC 33 3F 30 30 30 30 30 30 30 30 3F 3C
3F 00 00 00 00 FC 33 3F 30 30 30 30 30 30 30 30 3F 3C
3F 00 00 00 00 FC 33 3F 30 30 30 30 30 30 30 30 3F 3C
3F 00 00 00 00 FC 33 3F 30 30 30 30 30 30 30 30 3F 3C
3F 00 00 00 00 FC 33 3F 30 30 30 30 30 30 30 30 3F 3C
3F 00 00 00 00 FC 33 3F 30 30 30 30 30 30 30 30 3F 3C
3F 00 00 00 00 FC 33 3F 30 30 30 30 30 30 30 30 3F 3C
3F FF FF FF FF FC 33 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3C
3F FF FF FF FF FC 33 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3C
3F FF FF FF FF FC 33 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3C
3F FF FF FF FF FC 33 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3C
3F FF FF FF FF FC 33 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3C
3F FF FF FF FF FC 33 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3C
3F 00 00 00 00 FC 33 3F 30 30 30 30 30 30 30 30 3F 3C
3F 00 00 00 00 FC 33 3F 30 30 30 30 30 30 30 30 3F 3C
3F 00 00 00 00 FC 33 3F 30 30 30 30 30 30 30 30 3F 3C
3F 00 00 00 00 FC 33 3F 30 30 30 30 30 30 30 30 3F 3C
3F 00 00 00 00 FC 33 3F 30 30 30 30 30 30 30 30 3F 3C
3F 00 00 00 00 FC 33 3F 30 30 30 30 30 30 30 30 3F 3C
3F 00 00 00 00 FC 33 3F 30 30 30 30 30 30 30 30 3F 3C
3F 00 00 00 00 FC 33 3F 30 30 30 30 30 30 30 30 3F 3C
3F 00 00 00 00 FC 33 3F 30 30 30 30 30 30 30 30 3F 3C
3F 00 00 00 00 FC 33 3F 30 30 30 30 30 30 30 30 3F 3C
3F 00 00 00 00 FC 33 3F 30 30 30 30 30 30 30 30 3F 3C
3F 00 00 00 00 FC 33 3F 30 30 30 30 30 30 30 30 3F 3C
3F FF FF FF FF FC 33 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3C
3F FF FF FF FF FC 33 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3C
3F FF FF FF FF FC 33 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3C
3F FF FF FF FF FC 33 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3C
3F FF FF FF FF FC 33 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3C
3F FF FF FF FF FC 33 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3F 3C
3F 00 00 00 00 FC 33 3F 30 30 30 30 30 30 30 30 3F 3C
00 00 00 00 00 00 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30
00 00 00 00 00 00 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30
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補　足

• 外字を新規に登録する場合、登録メモリークリ
アコマンド（［ESC］J1（24 ページ））を送信し
てください。

• 登録済みの文字コードを再登録する場合、外字
登録コマンド（[ESC]XD）を送信すれば再登録
されますが、再登録のたびに外字登録メモリー
が消費されます。登録メモリークリアコマンド
（［ESC］J1（24 ページ））送信後に登録する方
が外字登録メモリーを効率よく使用できます。

• 外字登録コマンド（[ESC]XD）を送信後、印刷
を行う場合、自動的に描画メモリーをクリアし
ます。

参　照

• 登録メモリークリア .....................................................................................［ESC］J1（24 ページ）
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COMMAND -   -  -  - 44

［ESC］XF
外字登録エリアサイズ指定

プリンターの外字登録メモリー範囲と制御コマンド登録メモリー範囲の割り当てを行います。

書　式

[ESC]XF;pa1pa2,pb1pb2,pc1pc2[LF][NUL]

pa1pa2

“00”固定です。
pb1pb2

外字登録領域サイズを指定します。2 桁固定で
128KB単位に指定できます。
【設定範囲】

00～ 24（0KB～ 3072KB）

pc1pc2

“00”固定です。

説　明

• プリンターの制御コマンド登録領域と外字登録
領域は機種ごとに異なります。
pb1pb2 の指定が外字登録領域のサイズとなり、
残りは制御コマンド登録領域のサイズとなりま
す。

参　照
 

• 外字登録 ....................................................................................................［ESC］XD（150 ページ）

• 制御コマンド登録開始...............................................................................［ESC］XO（159 ページ）

• 登録メモリークリア .....................................................................................［ESC］J1（24 ページ）

• パラメーターが規定桁数でない場合は、コマンドエラーとなります。

• パラメーターを省略すると、コマンドエラーとなります。
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COMMAND -   -  -  - 45

［ESC］XJ
一時停止

ONLINEスイッチを押したときと同じオフライン待機状態になります。

書　式

[ESC]XJ;[LF][NUL]

説　明

• プリンターは一時停止コマンドを受信した場合、
受信済みデータの処理終了後（印刷コマンドが
ある場合、印刷の終了後）、オフライン待機状態
になります。ONLINE スイッチを押すことに
よってオフライン待機状態が解除されます。ま
た、オフライン待機状態の解除により一時停止
コマンドに続く受信データの処理を再開します。

補　足

• オフライン待機中、エラー停止中、カバーオー
プン中に一時停止コマンドを受信しても処理せ
ず、状態解除後に一時停止コマンドを処理しま
す。
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COMMAND -   -  -  - 46

［ESC］XO
制御コマンド登録開始

制御コマンドの登録開始を宣言します（制御コマンドを制御コマンド登録メモリーに登録する
モードにします）。

書　式

[ESC]XO;pa1pa2,pc[LF][NUL] 

pa1pa2

制御コマンド登録メモリーへの登録時、または読
み出し時に使われる識別番号を指定します。2 桁
固定です。
【設定範囲】

01～ 99

pc

登録時のステータス応答を指定します。
0：ステータス応答なし
1：ステータス応答あり

補　足

• 制御コマンド登録中は以下のコマンドを送信し
ないでください。プリンターの動作が不安定に
なります。
□ 制御コマンド登録開始コマンド（[ESC]XO）
□ 登録読み出しコマンド
［ESC］XQ（162 ページ）

□ 外字登録コマンド
［ESC］XD（150 ページ）

□ 登録メモリークリアコマンド
（［ESC］J1（24 ページ）

□ ソフトウェアリセットコマンド
（［ESC］WR（72 ページ）

• 登録時はコマンドのエラーチェックは行われま
せん。

• 登録できるデータサイズの最大は、約 64KBで
す。

参　照
 

• 制御コマンド登録終了...............................................................................［ESC］XP（161 ページ）

• 登録メモリークリア .....................................................................................［ESC］J1（24 ページ）

• パラメーターに指定文字以外を設定した場合は、コマンドエラーとなります。

• パラメーターが規定桁数でない場合は、コマンドエラーとなります。

• 省略可能以外のパラメーターを省略するとコマンドエラーとなります。

• 制御コマンド登録メモリーの空き容量が足りない場合、エラーとなります。
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例　題

[ESC]XF;00,01,00[LF][NULL]
[ESC]J1;B[LF][NULL]
[ESC]XO;01,0[LF][NULL]
[ESC]D0768,1057,0748[LF][NULL]
[ESC]T01C40[LF][NULL]
[ESC]C[LF][NULL]
[ESC]PC001;0200,0400,2,2,M,00,B[LF][NULL]
[ESC]PC002;0700,0500,2,2,E,33,B,+0000000001[LF][NULL]
[ESC]XP[LF][NULL]
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COMMAND -   -  -  - 47

［ESC］XP
制御コマンド登録終了

制御コマンドの登録終了を宣言します。

書　式

[ESC]XP[LF][NUL]

補　足

• 制御コマンド登録開始コマンド（［ESC］XO
（159 ページ））から制御コマンド登録終了コマ
ンド（[ESC]XP）までのコマンドが制御コマン
ド登録メモリーに登録されます。

参　照
 

• 制御コマンド登録開始...............................................................................［ESC］XO（159 ページ）
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COMMAND -   -  -  - 48

［ESC］XQ
制御コマンド読み出し

制御コマンド登録メモリーに登録している制御コマンドを読み出します。

書　式

[ESC]XQ;pa1pa2,pc,pd[LF][NUL]

pa1pa2

制御コマンド登録メモリーから読み出す識別番
号を指定します。2桁固定です。
【設定範囲】

01～ 99
pc

“0”固定です。

pd

電源投入時の自動読み出しを指定します。
L：自動読み出しあり
M：自動読み出しなし

補　足

• 制御コマンド読み出しコマンドで該当する識別
番号がない場合、コマンドエラーとなります。
ただし、電源投入時の“自動読み出しあり”
で、自動読み出しをする識別番号がない場合は
“自動読み出しなし”となりエラーとはなりま
せん。

• 電源投入時の自動読み出しで制御コマンドにコ
マンドエラーがあった場合、コマンドエラーと
なります。
エラー発生後は電源OFF してください。また、
電源再投入時は“自動読み出しなし”となり
ます。

参　照
 

• 制御コマンド登録開始...............................................................................［ESC］XO（159 ページ）

• 制御コマンド登録終了...............................................................................［ESC］XP（161 ページ）

例　題

• パラメーターに指定文字以外を設定した場合は、コマンドエラーとなります。

• パラメーターが規定桁数でない場合は、コマンドエラーとなります。

• 省略可能以外のパラメーターを省略するとコマンドエラーとなります。

[ESC]XQ;01,0,L[LF][NULL]
[ESC]RC001;ABC[LF][NULL]
[ESC]RC002;1234[LF][NULL]
[ESC]XS;I,0003,0010C4000[LF][NULL]
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印
刷
の
し
く
み

は
じ
め
に

索
　
引

資
　
料

制
御
コ
マ
ン
ド

目
　
次

COMMAND -   -  -  - 49

［ESC］XR
指定描画メモリークリア

指定された描画範囲内の領域をクリア、または白／黒ドットパターン反転します。

書　式

[ESC]XR;pa1pa2pa3pa4,pb1pb2pb3pb4pb5,pc1pc2pc3pc4,pd1pd2pd3pd4pd5,pe[LF][NUL]

pa1pa2pa3pa4

指定領域始点 X 座標を指定します。4 桁固定で
0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

0000（0.0mm）～ 9999（999.9mm）
pb1pb2pb3pb4pb5 

指定領域始点 Y座標を指定します。4桁または 5
桁で 0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

4桁の場合
0000（0.0mm）～ 9999（999.9mm）
5桁の場合
00000（0.0mm）～ 99999（9999.9mm）

pc1pc2pc3pc4

指定領域終点 X 座標を指定します。4 桁固定で
0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

0000（0.0mm）～ 9999（999.9mm）

pd1pd2pd3pd4pd5

指定領域終点 Y座標を指定します。4桁または 5
桁で 0.1mm単位に指定できます。
【設定範囲】

4桁の場合
0000（0.0mm）～ 9999（999.9mm）
5桁の場合
00000（0.0mm）～ 99999（9999.9mm）

pe

クリアの種別を指定します。
A：指定領域内の描画内容をクリアします。
B：指定領域内の白／黒ドットパターンを反

転します。

• パラメーターに指定文字以外を設定した場合は、コマンドエラーとなります。

• パラメーターが規定桁数でない場合は、コマンドエラーとなります。

• パラメーターを省略すると、コマンドエラーとなります。
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説　明

• 印刷方向：通常印刷の場合 • 印刷方向：180°回転印刷の場合

補　足

• 指定領域の始点座標、終点座標は書式設定コマ
ンド（［ESC］D（20 ページ））で設定された印
刷範囲内に設定してください。

用紙

用紙送り方向

台紙

原点
（0, 0）

印刷長

印刷幅

X
Y

0
始点

終点

用紙

用紙送り方向

台紙

原点
（0, 0）

印刷長

印刷幅

X
Y
0 始点

終点
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COMMAND -   -  -  - 50

［ESC］XS
印　刷

印刷を行います。

書　式

[ESC]XS;I,pa1pa2pa3pa4,pb1pb2pb3pcpdpepfpgph[LF][NUL]

pa1pa2pa3pa4

印刷枚数を指定します。4桁固定です。
【設定範囲】

0001 ～ 9999
pb1pb2pb3

カット間隔（何枚ずつカットするか）を指定しま
す。3桁固定です。
【設定範囲】

000 ～ 100

pc

センサー種別を指定します。
0：センサーなし
1：反射センサー
2：透過センサー

pd

ハクリの有無を指定します。
C：ハクリなし
D：ハクリあり

pe

印刷速度を指定します。
2：2ips
4：4ips
6：6ips

pf

リボンあり／なしを指定します。
0：リボンなし
1：リボンあり

pg

タグローテーションを指定します。
0：180°回転印刷
1：通常印刷
2：180°回転ミラー印刷
3：通常ミラー印刷

ph

ステータス応答の種類を指定します。
0：ステータス自動応答なし
1：ステータス自動応答あり

“000”の時、カットなしになります。

“1”（ステータス自動応答あり）は、RS-232Cお
よびネットワーク通信で有効となります。

• パラメーターに指定文字以外を設定した場合は、コマンドエラーとなります。

• パラメーターが規定桁数でない場合は、コマンドエラーとなります。

• パラメーターを省略すると、コマンドエラーとなります。
COMMAND - 50 ［ESC］XS　〈印　刷〉 ● 165
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説　明

• カット間隔
カッターが装着されていて、ハクリの有無の指
定（pd）で“C（ハクリなし）”が指定された
時のみカット間隔は有効となります。

• センサー種別
□ センサーなし

用紙センサーを無効にして用紙送りを行いま
す。

□ 反射センサー
反射センサーを使用して用紙送りを行います。
タグ紙の裏面に設けられた黒マークを反射セ
ンサーで自動で検出し、停止位置を調整しま
す。

□ 透過センサー
透過センサーを使用して用紙送りを行います。
用紙と用紙（ラベルとラベル）の間を透過セ
ンサーで自動で検出し、停止位置を調整しま
す。

• ハクリの有無
□【pa1pa2pa3pa4=0003（3枚連続印刷）・

pb1pb2pb3=000（カット間隔 0）・
pd=C（ハクリなし）の場合】

□【pa1pa2pa3pa4=0002（2枚連続印刷）・
pb1pb2pb3=001（カット間隔 1）・
pd=C（ハクリなし）の場合】

1 オンライン
　 待機中

ヘッド位置

2 1枚目
  （A）印刷終了

3 2枚目
  （B）印刷終了

4 3枚目
  （C）印刷終了

A

A

B

B

C

C

D

A

BA

1 オンライン
　 待機中

カット
位置

ヘッド
位置

2 カット位置まで
　 用紙送り

3 1枚目
   （A）カット

4 印刷開始位置まで
　 用紙戻し

5 2枚目
   （B）印刷終了

6 2枚目
   （B）カット

7 印刷開始位置まで
　 用紙戻し

A

A

A

B

B C

C

C

DC

DC

B

B

B
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□【pa1pa2pa3pa4=0003（3枚連続印刷）・
pd=D（ハクリあり）の場合】

• リボンあり／なしの指定
リボンなし：感熱紙を使用
リボンあり：熱転写リボンを使用

• タグローテーションの指定
タグローテーションの指定により原点、印刷の
方向が異なります。
□ 通常印刷
【ラベルの場合】

【タグの場合】

□ 180°回転印刷
【ラベルの場合】

【タグの場合】

ラベルが取られるまで次のラベルは印刷されませ
ん。

1 オンライン
　 待機中

ハクリ位置 ヘッド位置

2 1枚目
   （A）印刷終了

3 1枚目
   （A）ラベルを取る

4 印刷開始位置まで
　 用紙戻し

5 2枚目
   （B）印刷終了

6 2枚目
   （B）ラベルを取る

7 印刷開始位置まで
　 用紙戻し

8 3枚目
   （C）印刷終了

A

A

B

B

B

C

C

C

D

B

C

用紙

用紙送り方向

台紙

原点
（0, 0）

印刷長

印刷幅

X
Y

0

Sample

ラベル
ピッチ

タグ

用紙送り方向

原点
（0, 0）

印刷長

印刷幅

X
Y

0

黒マーク
（印刷裏面）

タグ
ピッチ

Sample

用紙

用紙送り方向

台紙

原点
（0, 0）

印刷長

印刷幅

X

Y

0
Sample ラベル

ピッチ

原点
（0, 0） タグ

用紙送り方向

印刷長

印刷幅

黒マーク
（印刷裏面）

タグ
ピッチ

X

Y

0

Sample
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□ 通常ミラー印刷
【ラベルの場合】

【タグの場合】

□ 180°回転ミラー印刷
【ラベルの場合】

【タグの場合】

• ステータス応答
ステータス応答ありの場合、印刷終了、または
エラー発生時ステータス応答を行います。

• パラメーター保存
印刷コマンドのパラメーターは設定保存メモ
リーに記録されます（電源をOFF にしても保持
されます）。

用紙

用紙送り方向

台紙

原点
（0, 0）

印刷長

印刷幅

X
Y

0

Sample

ラベル
ピッチ

タグ

用紙送り方向

原点
（0, 0）

印刷長

印刷幅

黒マーク
（印刷裏面）

タグ
ピッチ

X

Y

0

Sample

用紙

用紙送り方向

台紙

原点
（0, 0）

印刷長

印刷幅

X
Y

0
Sample ラベル

ピッチ

原点
（0, 0）

X
Y

0
Sample

用紙送り方向

印刷長

印刷幅

黒マーク
（印刷裏面）

タグ
ピッチ

タグ
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例　題

[ESC]C[LF][NULL]
[ESC]PC001;0420,0350,2,2,E,00,B[LF][NULL]
[ESC]RC001;ABCD[LF][NULL]
[ESC]XS;I,0002,0010C4000[LF][NULL]

35.0mm

原点

73.8mm

42.0mm

76.8mm

105.7mm

・印刷枚数
・カット間隔
・用紙
・印刷モード
・印刷速度
・リボン
・ラグローテーション
・ステータス応答

：2枚
：1枚
：センサーなし
：ハクリなし
：4ips
：なし
：180°回転印刷
：なし
COMMAND - 50 ［ESC］XS　〈印　刷〉 ● 169
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8ビットコード表

以下に文字コード表を示します。

• コードは16進で表現されます。
例えば、“J”のコードは40+A=4Aです。

• 20は空白です。

• 文字のデザインはプリンターの機種または解像度によって多少違いがあります。
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ビットマップフォント文字種 -1

以下のフォント種類に対応しています。

下表は、“I”（ゴシック 12ポイント）を約70%に縮小しています。

パラメーター フォント種類 パラメーター フォント種類

A 明朝  8 ポイント G ゴシック  6 ポイント
B 明朝 10 ポイント H ゴシック 10 ポイント
C 明朝 10 ポイント（BOLD） I ゴシック 12 ポイント
D 明朝 12 ポイント（BOLD） J ゴシック 12 ポイント（BOLD）
E 明朝 14 ポイント（BOLD） K ゴシック 14 ポイント（BOLD）
F 明朝 12 ポイント（斜体） L ゴシック 12 ポイント（斜体）

下表の網かけ部の文字はゴシック 6ポイント（パラメーター：G）にはありません。

文字コード：m n H
m の桁

n
の
桁

8 ビットコード表 ● 172
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ビットマップフォント文字種 -2

OCR-A（パラメーター：S）に対応しています。下表は、約70%に縮小しています。

文字コード：m n H
m の桁

n
の
桁
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ビットマップフォント文字種 -3

OCR-B（パラメーター：T）に対応しています。下表は、約70%に縮小しています。

文字コード：m n H
m の桁

n
の
桁
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アウトラインフォント文字種 -1

ゴシック（BOLD）（パラメーター：A・B）に対応しています。
下表は、“A”（ゴシック）を約70%に縮小しています。

文字コード：m n H
m の桁

n
の
桁
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アウトラインフォント文字種 -2

価格フォント1（パラメーター：E）、価格フォント2（パラメーター：F）および価格フォント3（パ
ラメーター：G）に対応しています。
下表は、“E”（価格フォント1）を約70%に縮小しています。

文字コード：m n H
m の桁

n
の
桁
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アウトラインフォント文字種 -3

明朝（パラーメータ：H）およびゴシック（パラーメータ：J）に対応しています。
下表は、“J”（ゴシック）を約70%に縮小しています。

文字コード：m n H
m の桁

n
の
桁
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漢字コード表

漢字コードは、半角文字、JIS第1水準の漢字および記号、JIS第2水準の漢字を印刷するのに使用し
ます。半角文字とは全角（普通の漢字）の半分の横幅の文字です。英文字、数字、記号、カナなどが
あります。

半角文字（ビットマップフォント文字種）

以下のフォント種類に対応しています。

• コードは16進で表現されます。例えば、“J”のコードは0040+A=004Aです。

• 0020は空白です。

• 文字のデザインはプリンターの機種または解像度によって多少違いがあります。

下表は、“X”（漢字ゴシック体（48×48ドット） または 外字44（48×48ドット））を約70%に縮
小しています。

パラメーター フォント種類 パラメーター フォント種類

U 漢字ゴシック体（16×16ドット）または
外字 41（16×16ドット）

X 漢字ゴシック体（48×48ドット） または 
外字 44（48×48ドット）

V 漢字ゴシック体（24×24ドット） または 
外字 42（24×24ドット）

v 漢字明朝体（24×24ドット）

W 漢字ゴシック体（32×32ドット） または 
外字 43（32×32ドット）

w 漢字明朝体（32×32ドット）

文字コード：0 0 m n H
m の桁

n
の
桁

漢字コード表 ● 178
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全角文字（JIS16進）

• このコード表は、JIS C6226-1990に準拠しています。

• コードは16進で表現されます。
例えば、“亜”のコードは3020+1=3021です。

• 2121は空白です。

• 文字のデザインはプリンターの機種または解像度によって多少違いがあります。

記
号

英
・
数
字

JIS SJIS 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F

カ
タ
カ
ナ

ひ
ら
が
な

ギ
リ
シ
ャ
文
字

ロ
シ
ア
文
字
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罫
線

ロ
シ
ア
文
字

JIS SJIS 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F

半
角
記
号
・
数
字
・
カ
タ
カ
ナ

ア

ウ

エ

イ

上
付
き

記
号

縦
書
き
記
号

記
号
・
ロ

マ
数
字
・
修
飾
数
字
・

ー

修
飾
文
字
・
単
位
・
省
略
文
字
・
そ
の
他
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オ

カ

キ

ク

ケ

コ

エ
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JIS SJIS 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F

サ

シ

ス

セ

コ
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JIS SJIS 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F

ソ

タ

チ

ツ

テ

ニ

ヌ

ネ

ハ

ノ

ト

ナ

セ
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ヒ

フ

ヘ

ホ

ミ

ム

メ

モ

ヤ

ユ

ヨ

ラ

リ

マ

ハ
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リ

ル

レ

一

丶

丿

乙

亅

二

亠

人

儿

入

八

冂

冖

冫

几

凵

刀

勹

匕

刀

ー

ワ

ロ
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匚

匸

十

ト

卩

厂

厶

又

口

士

夂

夊

タ

大

女

子

宀

寸

小

尢

尸

屮

土

囗
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山

巛

工

已

巾

干

幺

广

廴

廾

弋

弓

戸

斤

方

无

手

斗

攴

彑

彡

戈

彳

心

JIS SJIS 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F
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日

曰

月

止

歹

殳

母

毛

氏

气

水

火

欠

木

JIS SJIS 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F
漢字コード表 ● 188



目
　
次

は
じ
め
に

索
　
引

資
　
料

制
御
コ
マ
ン
ド

印
刷
の
し
く
み

爪

爻

爿

牛

犬

瓜

瓦

甘

生

用

田

癶

白

皮

皿

目

矛

矢

石

禾

立

穴

示

玉

JIS SJIS 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F
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竹

网

羽

老

耒

耳

聿

肉

臣

至

臼

舌

舟

艮

色

艸

羊

缶

糸

米

JIS SJIS 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F
漢字コード表 ● 190



目
　
次

は
じ
め
に

索
　
引

資
　
料

制
御
コ
マ
ン
ド

印
刷
の
し
く
み

艸

虍

虫

血

行

衣

襾

見

角

言

谷

豆

豕

豸

走

足

車

身

豸

貝

JIS SJIS 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F
漢字コード表 ● 191



目
　
次

は
じ
め
に

索
　
引

資
　
料

制
御
コ
マ
ン
ド

印
刷
の
し
く
み

辛

酉

釆

里

金

門

隶

隹

雨

青

非

面

革

韋

風

食

首

韭

音

頁

阜

邑

JIS SJIS 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F
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香

馬

高

髟

鬥

鬯

鬲

鬼

魚

鳥

鹵

鹿

麦

麻

黄

黍

黒

黹

黽

皷

鼠

齒

鼻

齊

骨

JIS SJIS 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F
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龍

龜

龠

土

木

玉

冫

火

JIS SJIS 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F
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2 次元コード

Data Matrix ................................................ 132
MaxiCode ................................................... 135
MicroPDF417............................................. 138
PDF417....................................................... 142
QRコード.................................................... 145
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C
Codabar（NW7）................................................ 81
CODE128（自動切り換えあり）.......................... 87
CODE128（自動切り換えなし）.......................... 87
CODE39 .............................................................. 91
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D
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E
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［ESC］IB ............................................................. 23
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［ESC］RB ........................................................... 49
［ESC］RC ........................................................... 53
［ESC］RV ........................................................... 58
［ESC］SG ........................................................... 61
［ESC］T .............................................................. 65
［ESC］U1............................................................ 68
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［ESC］WB .......................................................... 70
［ESC］WR .......................................................... 72
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［ESC］XB............................................................ 74

Codabar（NW7）.......................................... 81
Code 2of5（Industrial 2of5）..................... 84
CODE128...................................................... 87
CODE39 ........................................................ 91
CODE93 ........................................................ 95

Data Matrix（2 次元コード）......................132
GS1 Composite ..........................................148
GS1 DataBar ................................................98
ITF（Interleaved 2of5）..............................102
JAN/EAN13 ................................................105
JAN/EAN8 ..................................................109
MaxiCode（2次元コード）.........................135
MicroPDF417（2次元コード）...................138
MSI/Plessey................................................113
NEC 2 of 5（COOP 2 of 5）......................116
PDF417（2次元コード）.............................142
QRコード（モデル 1・モデル 2）

（2次元コード）................................145
UCC/EAN128 .............................................119
UPC-A..........................................................122
UPC-E ..........................................................126
カスタマーバーコード..................................130

［ESC］XD ..........................................................150
［ESC］XF...........................................................157
［ESC］XJ...........................................................158
［ESC］XO..........................................................159
［ESC］XP ..........................................................161
［ESC］XQ..........................................................162
［ESC］XR ..........................................................163
［ESC］XS ..........................................................165

G
GS1 Composite.................................................148
GS1 DataBar ......................................................98

I
Code 2of5（Industrial 2of5）............................84
ITF（Interleaved 2of5）.....................................102

J
JAN/EAN13 ......................................................105
JAN/EAN13+2digits........................................105
JAN/EAN13+5digits........................................105
JAN/EAN8.........................................................109
JAN/EAN8+2digits ..........................................109
JAN/EAN8+5digits ..........................................109
JIS16 進..............................................................179

M
MaxiCode ..........................................................135
MicroPDF417 ....................................................138
MSI/Plessey ......................................................113
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印刷 .................................................................... 165
印刷位置調整........................................................ 14
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